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第Ⅳ章 発掘調査の成果

第6節 第 6文化層 (Ⅶ ・Ⅷ層 縄文時代早期 1)の調査

1 遺構 と遺物

Ⅶ層 。Ⅷ層については当初Ⅷ層を縄文時代早期前半 ,

Ⅶ層を縄文時代早期後半の遺物包含層ととらえ,文化層

としても区分できる可能性が高いものとして調査を行な

ったが,早期前葉 。中葉 とみられる土器の層位的出土傾

向をみると,ピークがほぼⅧ層とⅧ層の層理面付近にあり,

かつ土層の変化が漸移的なため,一定の傾向性は伺われ

るものの層位 と土器形式の間に明確な対比関係を見出す

ことができなかった。このため,こ こではⅦ層・Ⅷ層出

土の遺構 。遺物を第 6文化層として報告した。

Ⅶ・Ⅷ層からは連穴土坑 1基 ,落 し穴 3基,その他の

土坑 9基,石斧集積 1基 ,集石 23基を検出している。

これら遺構の分布には,一定のまとまりがみられる。

桐木調査区南偵‖部分ではいずれも調査区東側から台地上

へ延びる二か所の浅い迫状の部分にはさまれたK-8区
で 23号集石が検出されている。

K-5'6区 の台地の縁辺部,南北を東側から入る迫に

はさまれた東側に向かって張 り出す尾根上の南東向きの

斜面では 10号 。11号土坑,同 じ尾根状のやや下がった

北よりの位置で 21号集石が検出されている。この北側の

追の迫頭 と一連の尾根状部分の境付近では 6号土坑が検

出されている。

連穴土坑及び 12号・13号土坑は H・ I-4・ 5区付近に

向かって入る前述 した北allの 迫と,さ らに桐木調査区の

北側にやはり東側から入る迫にはさまれた,緩やかな傾

斜をもつ尾根状の高位部分の南側,迫頭に近い位置で検

出され,やや下がった南東向きの斜面部分で 3号・5号

集石が検出されている。

8号・9号土坑は H・ I-3区を中心 とするこの緩傾斜

の高位部分の尾根上に位置 し,その北側で 1号集石,北
東側で 2号集石が検出されている。7号土坑は 1号集石の

北東側,浅い迫状で薩摩火山灰層の堆積が希薄で,部分

的に欠落する部分で検出されている。

1号～ 3号落し穴は耳取側調査区の i・ k-3・ 4区 にま

たがる迫状の部分で検出され,未調査部分をはさむため

不明な点もあるが列状に並んで検出されている。

耳取調査区では,調査区の北西方向から台地面に迫る

谷に面 した,急崖に接する尾根状を呈する高位部分から

6号 。14号・8号 。15号・9号 。18号 。19号の 7基の集

石が検出された。この尾根状の部分からやや下った東向

きのやや傾斜が緩やかな斜面部分では石斧集積 と10号・

20号 。11号・7号 。12号 。13号の集石が検出された。

H-3区 付近には調査区北側から迫が入るが,こ の迫

状の低位部分で 17号 。16号集石の 2基の集石が検出さ

れている。また,耳取調査区ではⅥ b層 (Sz-11)の パ

ミス層を剥 ぎ取ったⅦ層上面で,ほぼ一面に礫が散布す

る状況がみられた。

遺物の分布はほぼ上記の遺構の検出範囲と重なる濃密

な部分があり,さ らにその周辺に散浸な分布を示す。

2 遺構

(1)土坑

運穴土坑 (1号土坑)H-4区 Ⅸ層上面で長形のプラン

を検出し,当初から連穴土坑である可能性を考え,慎重

な調査 をおこなった。検出面での長軸の長さ約 2.55m,

最大幅は炉部で約 0.72m,足場部分で約 0.57m,煙道位置

が推定される括れ部分は最小で幅約 0,4m,検 出面からの

深さは最深部で056mである。

検出面でもプランの内部に部分的に薩摩火山灰のプロ

ックがみられ,当初これを残 しなが ら掘 り進めたが,位
置や状態,周辺の堆積 レベルを考慮 して,周辺の安定 し

た薩摩火山灰層の堆積から離れて浮いた状態になってい

ると判断した火山灰ブロックについては,記録後これを

取 り外 しなが ら調査を進めた。左側平面図及び左側に図

示 した断面図上の特に指示のないものはすべて薩摩火山

灰の小ブロックである。火山灰ブロックの入 り方から,

連穴土坑の使用停止後から埋没までの間に,概ね 2回 に

分かれて火山灰ブロックが埋土中に入る経過があったも

のとみられ,比較的大き目のブロックが炉部及び煙道跡

と推定される括れ部分に集中することから,使用を停止

した時期には煙道部分の一部が残存していた可能性もある。

調査の過程で,遺構のほぼ中央,括れ部と足場部分の

付け根付近で,最下部の埋土④の上面で部分的に硬化す

る部分が検出されたほか,炉部の括れ部寄 りの左右の側

壁で焼土を確認している。

焼土は堀込み底面よりやや上がった位置にあり,上述

の硬化面 とあわせ,使用時に埋土①の部分が埋まってい

た可能性 もある。埋土の内からはやや大 きめの多孔質の

安山岩礫 3点が出土 したほか,炉部と括れ部の境付近を

中心に炭化物が多 く出土している。

埋土は 4層 に区分され,概括的にはⅧ層黒褐色土に対

比されるもので,埋土内から明確な時期指標 となる遺物

の出土はなかったが,縄文時代早期前葉～中葉の時期が

考えられる。

連穴土坑埋土内出土炭化物による年代測定で BC8,295

の年代値が与えられている。 (付編 3 試料 No 4)

2号土坑 I-3区 Ⅸ層上面で検出。 図左上方 2か所か

ら樹根が貫入 した痕跡がみられ,こ の部分では埋土にし

まりがなく柔 らかい。この樹痕により,土坑底面の中央

の一部が破壊されているが,その他の部分では壁面の立

ち上 り,底面形状 も明確に捉えられる。底面は図右から

左へわずかに傾斜 している。長径は 1.3[血,短径 0.67mで ,

検出面からの深さが 0.34mで ある。

埋土はⅧ層に相当する黒褐色土で,樹痕部分を除き,

硬 くしまっている。樹痕部分ではⅨ層 (薩摩火山灰)と
みられるパ ミスが上下に浮遊 してみられた。断面図破線

で示 した部分は推定線である。
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3号土坑 (1

I幹 :

I#ニ

1斗:

||:||:ニ

(2号落 し穴)

試 E

コンタ図はIX層 上面

0                          10m

第6文化層 (縄文時代早期1)遺構配置図 (4)
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l号土坑 (連 穴土坑)埋土

① 黒色土 粒径 ユ～5mmの 胡麻塩状の自色の

パミスを多く含む。

② 黒色土 埋土①にみられる白色パミスの細粒

力剌まとんどみられず,やや硬質。

③ 黒褐色土 上部よりやや硬質で,胡麻塩状の

パミスはみられない。

④ 灰黒褐色上 粒性が弱く,パサつく。細粒バ

ミスはほとんどみられず,粒径 1～ 10mm程 度

の炭化物が多く合まれる。

I一

第198図 第6文化層連穴上坑 (1号土坑)
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第199図 第6文化層2号土坑

⇔部
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0                  1m

第200図 第6文化層 1号落 し穴 (3号土坑)
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1号 落し穴 (3号土坑)埋土

① 黒色土 (Ⅶ 層相当)粒径1～ 5mmの胡麻塩

状の白色のバミスを多く含む。

② 灰褐色土 中程度の締り具合。

③ 黒褐色土 粘性が弱くパサつくが,硬 く締ま

っている。自色細粒のバミスを含む。

黒色土 (Ⅵ !層相当)
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2号落し穴 (4号土坑)埋土

① 黒褐色パミス混土 粒径2～ 4mmのパミス

が枚在する。

② 暗黒褐色土 パミスをほとんど含まない。

③ 明黄褐色土 � 層土 (淡黄褐色ローム質土)

と同じ色調であるが,パ ミスを含む。

④ 明褐色土 所々に� 層土 (淡黄褐色ローム

質土)が混在。

③ 濁淡黄褐色ローム質上 � a層上に似る。

③ 淡褐色土 同層準の樹痕と同じ。

⑦ 晴褐色土

③ 賠褐色土 ⑦より若千暗い色調

0                   1m

第201図 第6文化層2号落 し穴 (4号土坑)

1号落 し穴 (3号土坑)k-6区 で下層確認のための深 ～ 3cm程度の黄色の火山灰質の小ブロックが散在する。

堀時に検出した土坑で,検出面はすでにXⅡ層面まで掘 上部埋土は軟らかくあまり締まっていないが,壁面はし

り下がっていたが,一部が壁面にかかっていたため,上  っかりしており,二次的な樹根の貫入の影響が考えられる。

部の埋土状況や土坑形状,掘 り込み位置の確認が可能で 底面付近 5cm程度の埋土は,黒褐色で粘性が強く,硬 く

あった。 締まっている。

平面形状はやや角の取れた隅丸長方形状で,検出面で  底面部分の断ち割 りにより,径 8cm,底面からの深さ

の長径が 1.08m短径 0.63mである。横断面形は逆台形, 62cmの 小 ピット検出している。小 ピッ ト部分の埋土は

縦断面形はわずかに窄まりなが らほぼ直線的に底面にい 粘性の弱い黒褐色土で,上部に底面に部分的にみられた

たる。壁面の断面上確認できる深 さはⅧ層下面か らの 黄褐色土が粒径 1～ 2cmの小ブロックで含 まれる。小 ピ

1.64mであるが,Ⅷ層上面からの掘 り込みを仮定すると, ットの掘 り込みはシラス上面の水成 とみ られる砂質の互

さらに 10数 cm深 くなる。主体 となる埋土は胡麻塩状の 層にまで達 している。埋土から早期前葉～中葉の時期に

白色細粒 を混ずる黒褐色土 (Ⅷ 層)で,埋土中には径 2 該当するものと考える。

-8-



2号落 し穴 (4号土坑)j-4区 ,Ⅸ層上面検出の土坑で

ある。1号土坑から南西方向約 21mの位置にあるが,こ の

間は未調査部分となっている。k-5区付近を深部として

東側から入る谷の支谷状の台地縁辺の浅い迫状の部分にあ

り,3号落し穴とは約 9mの 間隔がある。

検出面では長径 152m,短径 1.01mの楕円形,底面で同

0.88m同 0.51mの楕円形,検出面からの深さ約 150mで断

面形は逆台形状を呈する。埋土は底面で検出された杭痕状

の小ピット部分の埋土を合わせ 8層 に区分される。土坑部

分の主要な埋土はⅧ層土相当に概括され,縄文時代早期前

葉～中葉の時期に該当すると考えられる。底面の断面調査

で検出した杭状の小ピットは底面での日径約 7cm,深 さ

約 60cmであるが,樹痕により先端部の形状は不明である。

3号落 し穴 (5号土坑)i-3区 ,Ⅸ層上面検出で,上位

ではⅦ・Ⅷ層をはさみ,Ⅵ b層 (Sタ ー11)の比較的安定

した層状の堆積がある。検出面では長径 136m,短径 0,9m

の隅丸方形もしくは楕円形に近い平面形で,第 2次底面で

同0,76m及び0.45mの 楕円形,第 1次底面で同0,61m及 び

0.42mの隅丸方形を呈する。検出面からの深さは最下面の

第 1次底面で約 165m,上位の第 2次底面までが 1.38mを

測 り,逆台形の断面形状をもつ。

土坑部分の主要な埋土は①・② o③・④・⑤ o①の6層

に区分され,ほかに側面の崩落・樹根の貫入に伴うとみら

れる① o②などによって埋土が形成されている。主要な埋

土のうち①を除く①～⑤はいずれも概括的にはⅧ層土に相

当することから,埋土から縄文時代早期前葉～中葉の時期

に該当するものとみられる。Ⅸ層に起源するとみられる黄

色火山灰質土を含む黒色で粘質のある埋土⑤は土坑底部付

近で間に埋土③をはさみ上下に各約 6cmの厚さで堆積す

るほか,土坑中央で埋土③を貫通し,断面調査で底面に検

出した杭痕状の小ピットに続く部分の埋土にもなっている

(図版参照)。 やや濁りのある黄褐色のローム質土である埋

土①とは明瞭な対比があり,それぞれ埋土⑤を底面埋土と

し2期 に及ぶ使用がおこなわれた可能性が高い。

底面の小ピットは垂直及び水平の断面調査をおこない検

出したもので,樹痕の貫入により細部で不明な部分もある

が,二重の杭状の痕跡を識別している。小ピット1は第 2

次底面から続くもので,上面口径約8cm,第 2次底面から

の深さ約 80cmで先端が尖るもので,比較的新しい樹痕に

よリー部を欠くものの比較的明瞭に観察された。

小ピット2は埋土⑤のやや褪せた色調を呈する部分で,

ピット痕跡が終わる部分が樹痕と重なっているため,端部

付近の判別に確実性を欠き,ま た,上端部口径は前者と重

なりがあるため不明であるが,深さは第1次底面からで約

76cmを浪1る 。

6号土坑 Ⅸ層上面検出で,長軸が 1.24m,短軸が 096m
の隅丸方形状を呈し,検出面からの深さ約 0.98mを 測る。

埋土は8層 に区分され,埋土はⅧ層に相当する早期前葉

～中葉の時期に該当するものとみられる。埋土内からの遺

物の出土はなく土坑の性格は不明である。

7号土坑 H・ I-1区の境界部分。浅い迫状でⅨ層 (薩摩

火山灰)の堆積が希薄で,部分的にⅨ層欠落するが,土坑

の周縁ではⅨ層が残存するためⅨ層上面で検出している。

検出上面はⅨ層が希薄なこともあり,やや不整形な形状

となるが,底面では約 0,85mの 円形に近い形状で,検出面

からの深さ約 0.98mを測る。埋土は3層 に区分され,上位

2層 はいずれもⅧ層に比定されるが,下部埋土はⅨ層・ X

a層 ・Xb層・XIa層 に比定される土が,そ れぞれ小ブ

ロック状に混在するものであり,掘削後,時間を置かず埋

め戻された可能性が考えられた。このため遺構の性格につ

いて資料をうるため,埋土を試料として採取し,リ ン酸分

析を委託した。検出されたリン酸量は天然賦存量の範囲内

で,周辺土壌との対比でも有為な差違がなく,土坑の性格

についての示唆する資料は得られていない。 (付編 1)

8号土坑 I-3区 Ⅸ層上面の検出で,検出面で長軸 0,92m,

短軸で 0,7m,検出面からの深さ約 0.57mの隅丸方形を呈

する。埋土は7層 に区分されるが,Ⅷ層土を主体としてお

り縄文時代早期前葉～中葉の時期に該当すると考える。埋

土中には薩摩火山灰の小ブロックが点在し,壁面の一部が

樹痕により破壊されている。

9号土坑 K-6区 検出で,検出面はⅨ層上面である。上

面形状は不整形で,底面に二段に落ち込むピット状の部分

がある。埋土内に薩摩火山灰のブロックを含む。

図左側の部分は樹痕による二次的撹乱を受けているとみ

られるが,底面のピット状の部分はしっかりしている。埋

土中に炭化物等はみられない。

10号土坑 K-6区 検出で,検出面はⅨ層上面である。

樹痕貫入の痕跡が多 くみられ,不整形な形状をもつ。

埋土中には薩摩火山灰の小ブロックが多く含まれるほか,

礫が 1点出土している。埋土中では樹痕等により撹乱され

たとみられる部分が多 くみられた。

11号土坑 K-5区 9層 上面で検出した。やや不定形な

平面形状をもち,側面の立ち上がり,底面ともに漸移的な

土質で,必ずしも明確に捉えることはできなかった。

埋土状況からも小規模な土層の横転である可能性が高い

とみられるが,10号土坑 と形状的に若干類似する点があ

るため,一応土坑として図を掲載した。上面で長径 0。95m,

短径 0.55m,検出面からの深さ0.31mで ある。

12号土坑 H-4区 Ⅸ層上面の検出で,13号土坑と共に

連穴土坑と近接して検出されている。上面で長軸約 143m,

短軸で約 1,05mを 測る隅丸方形の土坑で,検出面からの深

さは約 0.22mで ある。埋土はⅧ層に相当するもので,縄文

時代早期前葉～中葉の時期に該当するとみられる。埋土中

及び底面及び底面下部から礫 3点が出土している。

13号土坑 H-4区 Ⅸ層上面の検出。上面で長径約 1.02m,

短径で約 0,45mの長楕円形の土坑で,検出面からの深さは

約0.16mと 浅い。埋土はⅧ層に相当するもので,縄文時代

早期前葉～中葉の時期に該当するとみられる。
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16号土坑埋土

① 黒色土 黄色 白色のパミスを含む。Ⅶ層相
当。

② 黒褐色上

③ 黄色火山灰 薩摩火山灰とみられるアロック
状の火山灰。

④ 淡黒色土 ①に比べ黄色の火山灰の小プロッ
ク状の1火山灰。

③ 黒色土 ①に比べやや色調が明るく,白色の
パミスカ移 く入る。

③ 黒色土 茶褐色IA賀土 (Xb層相当)を含と
ほか,黄色・白色のパミスが入るやや軟質の埋
土 。

② 茶褐色粘質土 Xb層 に似るが,黄色 EI色
のバミスを少量含む。

●

Ｂ

0                    1m

第203図 第6文化層6号土坑
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Ｂ

●

A●

A●

8号土坑埋土

① 淡黒色土 Ⅶ層の黒褐色土に類似する。 L=293.3m

② 黒褐色土 ①にllkる がやや黒味がつよく,硬
く締まっている。黄色火山灰のプロックがみら

れる。

③ 褐色上 ①または②が混在するとみられる。

黄色火山灰のブロックを含む。

④ 淡黒色土 細かい黄色火山灰のプロックに黄

褐色ローム質土 (XI a層 )が混在。黄色のパ

ミス含む。

③ 淡黒色土 ④に似るがやや軟質。黄自色のパ

ミス含む。

③ 淡黒褐色土 ⑤に似るが極めて軟質で,褐色

を帯びる。黄色火山灰のブロック含む。

② 桐色土 やや黒味を帯びる。締りがなく黒色

土と褐色上の漸移的な色調を呈する。

●Al

|

第204図 第6文化層7号土坑

B

第205図 第6文化層8号土坑

サンブル4口
サンプル7■

サンプ
サンプル1■ 口   B

サンプル3

サンブル5
サンプル2■   ■

7号土坑埋土

① 黒褐色土 Ⅶ層相当

② 黒褐色土 Ⅶ層相当 やや淡い色調を呈する。

③ 濁黒茶掲色上 黄色火山灰 (Ⅸ 層),彊 及び

Xa層 ,晴茶褐色粘質土 (Xb層 )の混土

●
　
Ｂ L=293.lm

●Al

Ｅ
ヾ

∞
Φ
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コ
ー
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一

0                   1m
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一 と=2934m

9号土坑理土

① 黒色土 Ⅷ層 (黒褐色土)に相当

② 黒色土 やや軟質

③ 淡黒色土 締りが弱く,軟質

10号 土坑埋土

① 黒褐色土 やや締りが弱く,黄色のパミスが

入る。

② 褐色土 硬く締り,黄色のやや大きめのパミ

ス含む

③ 黒褐色土 ①に似るが,やや褐色が強い。樹

痕の影響によるものか。

① 褐色土 黄色のブロック状の火山灰

③ 褐色土 黄色のパミス含む黄色の火山灰質土

(Ⅸ 層)に黒色土 (Ⅷ層に似る)力
'入

る。

③ 褐色土 火山灰質 (Ⅸ 層)が混ずる淡黄褐色
ローム質土 (� a層 )

③ 黒茶褐色土 ②に類似するが黄色火山灰の粒

を含む。

⑦ 黒褐色土 黒色土を主体とし黄色火山灰質土

(Ⅸ 層)が混ざる。

O

BI

第206図 第6文化層9号土坑

第207図 第6文化層10号土坑
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11号土坑埋土

① 茶褐色土 (Ⅶ 層)

② 黒褐色土 (Ⅷ 層)黄 色火山灰ブロック及び

黄色バミスが点在する。

③ 黄色火山灰質土 黄色火山灰プロック パミ

スに黒褐色上が混ざる。

④ 黒褐色土 混暗茶褐色土 (XI a層 か)が混

ざる。

③ 明茶褐色土 黒褐色土に混暗茶褐色土 (�

a層 か)及 び暗茶褐色が混ざる。

― L=293.4m

0                   1m

BI

①黒色土(Ⅵ‖層)、 白色細粒パミス含む

第210図 第6文化層13号土坑
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(2)石斧集積

耳取調査区g-2区 の北東側の谷に面する尾根状の高

位部分からわずかに下がった緩やかな東向きの緩斜面上

で検出した。この付近はⅦ・Ⅷ層の堆積が薄い部分であ

るが,遺物の下面ラインはⅨ層 (薩摩火山灰)上面から

約 15cm上位,Ⅶ層上面から10cm弱下がったⅦ層中であ

る。検出状況では,上から1,2,3の 3点がほぼ上下に

重なった状態で検出され,こ れに接 して,4,5の 2点が

やや向きを変えて,重なりをもって検出された。上半部が ,

ほぼ全体が露出した状態で気付いたため,残存部分で堀

込みの有無の確認に努めたが,堀込みを確認することは

できなかった。出土状態からは,長期間にわたって,地
上に露出していたとみるより,何らかの形で,埋められ

ていた可能性が高いと思われる。検出層位等から縄文時

代早期後半の遺構 とみられる。

1は 平面が撥型を呈 し,刃部の平面形態は直刃,断面

形態が弱凸強平片刃 となるホルンフェルス製の磨製石斧

である。剥片素材で,やや粗い剥離で形状 を調えた後 ,

研磨で仕上げるもので,研磨は剥離による凹部を除き,

側面部分を含めほぼ全面に及んでいる。刃部には細かい

刃こばれが観察される。

2は短冊形に近いやや不定形な平面形状で,刃部の平

面形態は直刃,断面形態が弱凸強平刃片刃のホルンフェ

ルス製の磨製石斧である。素材剥片に粗い剥離調整を加

えた後,研磨で仕上げている。左側面は栽断剥離状の剥

離面であるが,剥離面上には研磨痕が部分的にみられる。

数次にわたり再生が繰 り返されたものとみられ,刃部に

は使用による刃こぼれが生 じている。

3は刃部の平面形態が円刃,断面形態が弱凸強凸片刃

のホルンフェルス製の磨製石斧である。表裏とも形状調

整のための粗い調整剥離を施 した後,研磨で仕上げるも

ので,部分的に剥離面が残置される。裏面,刃部付近に,

刃部と直行する,細かい溝状の短い線状痕が明瞭に観察

される。

4は刃部の平面形態が偏刃で断面形態が弱平強凸片刃

となるホルンフェルス製の磨製石斧である。剥片素材で ,

剥離調整 と研磨のみ施すもので,背面の一部は素材剥片

の平滑な自然面を利用 したものとみられる。平面形状は

撥型に近いものであるが,刃部左側の部分に生じた剥離後 ,

再び調整剥離及び研磨を施している。

5は細粒の砂岩製の石斧で,表裏面 とも周縁部分から

の剥離により形状調整がおこなわれている。やや風化 し

てお り,部分的には研磨が施されていた可能性を否定で

きないが,観察できる範囲においては,剥離調整後,研
磨が施される前の状態にあるとみられる。

いずれも小型で,5を除きいずれも使用の痕跡が明瞭

に観察されるが,立木などの伐採具にはあたらないもの

とみられる。

文表

第 68表 第 6文化層 1号集石計測表

石 材 安山岩 砂岩 粘板岩 頁岩 合計 備 考

個数 (個 ) 4 2

重量 (g) 6050 310 7070

割合 (%) 4

重量 (g) ～100 -300 -600 ～1000 1000- 備 考

個数 (個 ) 4 5 0 1

割合 (%) 0 4

受熟変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 ) ] 0 5

割合 (%) 4 0

第 69表 第 6文化層 4号集石計測表

石財 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 4 1 0

重量 (g) 11320 439 0 l1839

割合 (%) 4 1 0

重量 (g) -100 -300 -600 -1000 1000- 備 考

個数 (個 ) 1ユ l 0

割合 (%) 17 2 0

受熱変化等 赤化・白濁 1炭化物付着 1破砕 備  考

個数 (個 )

割合 (%)

第70表 第6文化層 2号集石計測表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 4 1 データ無ユ

重量 (g) 11018 700 2976 14754

割合 (%) 5 0

重 量 -100 ～300 ^ψ600 -1000 1000～ 備  考

個数 個 ) 1 1 データ無ユ

割合 %) 2

受熱変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 ) データ無1

害J合 (%)

守
ｒ 第 6文化層 3号集石計測表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 5 2

重量 (g) 2146 643 0

割合 (%) 14 0

重量 (g) -100 ～300 ～600 -1000 1000～ 備 考

個数 (個 ) 4 1 0 0

割合(%) 74 0 0

受熱変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 ) 5

害」合 (%)
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第211図 第6文化層石斧集積
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第212図  第6文化層石斧集積内出土石器

(1)

〇

挿図No 図No 取上No 遺構 /リッ| 分類Ll 分類L2 石材 1 石材2 見さ(cm 幅(cm 早e(cr
旦
里璽́ 接合No 糊哀 備考

1 デポ1 7 併2 石斧 HF 415

212 2 デポ1 7 L06 92 石斧 HF 8725

3 デポ1 7 L06 ょ2 石斧 HF 1紹Э

4 デポ1 7 石斧 HF

212 5 デポ1 7 gワ 石 斧 SA
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(3)集石

1号集石 4号・2号 と同 じH・ I-3区 を中心 とし東側

に張 り出す緩傾斜の高位面で検出された集石で,図左部

分に8個の礫が固まってⅧ層中の比較的薩摩火山灰 (Ⅸ層)

に近いレベルで検出されている。周辺の平面的に散布す

るやや大形の礫の多 くは,Ⅷ層上面付近で検出されてい

ることから,掘 り込みは確認できなかったが,浅い掘 り

込みをもっていた可能性 もある。石材は多孔質の安山岩

が主体で,砂岩がこれに次 ぐ。ほとんどの礫に被熱によ

るとみられる,礫表面の赤化や自班がみられる。

4号集石 I-3区 検出の集石で,検出した層位はⅧ層下

部であるが,Ⅸ層の薩摩火山灰層に極めて近接 した位置

である。周囲の遺物の出土状況から,Ⅷ層当時の生活面

はⅧ層中位ではなく,その上面付近にあったと考えられ,

Ⅷ層上面からの掘 り込みを推定すると,さ らに 20cm程

度上から掘 り込まれたと想定される。検出した掘 り込みは,

樹痕にとみられる,痕跡が掘 り込みを一部破壊 してお り,

複雑な形状を示すが,概ね浅い皿状のものとみなされる。

径 5mm程度の炭化物が集石を中心にまばらにみられるが ,

焼土跡などはみられなかった。礫には赤化,炭化物の付着 ,

破砕など被熱痕跡が認められる。

2号集石 I-2区 Ⅷ層上面検出の集石で,図中央部分に

若干の礫の上下の重な りがあ り礫の集まる部分を中心 と

して,地形勾配からいえば上方 1.5mほ どの範囲に礫が散

布する集石である。集石内には最大で 5mm,平 均 1～

2mm粒径の炭化物が散在する。掘 り込みは検出されてい

ない。

ぞ ◇Q°
(道お◇ ° 郎

第213図 第6文化層 1号集石

第 73表  第 6文化層 5号集石計測表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合 計 備 考

個数 (個 ) ユ l 0

重量 (g) 0

割合(%) 5 9 0

重量 (g) -100 -300 ～600 -1000 1000^― 備 考

個数 (個 ) 9 3 0 0

割合(%) 0 0 0

受熱変化等 赤化・白濁 1炭化物付着 1破砕 備  考

個数 (個 ) 3

割合 (%)

第 74表  第 6文化層 21号集石計測表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 2 0

重量 (g) 5430

割合 (%) 75 3

重量 (g) -100 ～300 -600 -1000 1000～ 備  考

個数 (個 ) 5 0

割合(%) 0

受熱変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備   考

個数 (個 ) 5

割合 (%)
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3号集石 3号集石・5号集石は桐本調査区 I・ J-3・ 4

区部分を中心として西側から入る迫の迫頭に位置する。3

号集石はその上方,Ⅶ層面で検出された集石で,礫数 19

個の小規模なもので,図中央部分に散浸な礫の集 まりが

あり,地形勾配から言うと上方に5個ほどの礫が散在する。

礫の垂直分布に上下差はほとんどみられず,平面的に散

在する集石で,掘 り込みも検出されていない。

5号集石 J-4区 3号 と同じ迫部分の約 6m下方に位置

する集石でⅦ層面の検出である。礫数 12個 と少ないが,

1個 を除いて, 1か所に周密に集まる集石で,垂直分布

は 10cm程度に収まるものの,上下に重なって礫が検出

された。炭化物の散布がみられ,掘 り込みは検出できな

かったが,本来掘 り込みを有していた可能性はある。

21号集石 I～ K-5・ 6区部分で西側に張 り出す尾根

部の先端で検出された集石で,2.5m四方のやや広い範囲

で傾斜に沿って平面的に礫が散在する集石で,掘 り込み

はみられない。炭化物は非常に少なく,明確に礫が集中

する部分もないが,図左上方及び中央上の2か所にわず

かに礫が集まる傾向がうかがわれ,こ の部分か ら傾斜に

沿って,図下方に礫が移動した可能性もある。
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第217図 第6文化層5号集石
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23号集石 K-8区  Ⅶ oⅧ層の漸移面付近で検出され

た。礫数が少なく,やや散在するが,周辺部分の礫の分

布状況と比較すると一定の集中性が認められ,礫に比熱

や破砕が認められたことから,集石として取り上げた。

集石周辺では主にⅢ類土器が出上しているが,集石内か

らの土器の出土はみられなかった。また,炭化物の散在

も認められず,堀込みももたない。

6号集石 耳取側調査区の北西方向から台地面に迫る谷

に面した急崖に接する位置にある,尾根状を呈する高位

部分に位置する集石の一つでi頂部の西側,谷側で検出

された。Ⅶ層面検1出 であるが,こ の尾根部分は土層の堆

積が薄く,Ⅶ・Ⅷ層を明瞭に区分することは出来ない。

図中央に上下に15cmの程度のレベル差で上下に礫が重

なるやや周答な部分がある。多孔質安山岩の角礫が主体で,

-20-



BI
●

恥 じ
つ

A●          
°
0

②  儀,  0

謙 低§

B

艤!  鬱
υ

第 219図 第 6文化層 23号集石

B―

ヽ 0

E

蕊|

±

υ^

沖

や
　

　

　

や
７

ｇ

Ａ

Ｅ
Ｎ
一劇
Ｏ
Ｎ
＝
コ
ー
ー
・

髄
鱒ぶ
機
為

Ａ●

り

ワ
　
　
　
　
β
ν

　
ヵ
Ⅲ
】

③

|

―一L_292.2m

υ

Ｄ
も

り

馬

ξ          l
――L=293.8m

翔◆齋絢報RF、 |

第220図 第6文化層6号集石

-21エ



③

＼

９
社
卿
ぽ

駕
塩
ヴ

０ Q◇ 髭

銀Ю

⑥

Dρ
鷺

―

Ｉ

Ｆ
＝
巾
Φ
ω

Φ
∃

一―L=2939m
本

働 鬱♂
⇔
ピ鞠

○
少

≫
ο

O Al

鬱

④
⑥叡

υ

●

Ｂ

O    D ′

◆
0

赤化等が認められるものは少ない。粒径 3mm程度の炭

化物がまばらにみられる。掘 り込みは検出されていない。

14号集石 尾根部のほぼ中央,耳取調査区内では最も標

高の高い位置で検出された。土層堆積が薄 く,検出面で

も所々に薩摩火山灰 とみ られる責色の火山灰ブロックが

点在 しているが,層位的にはⅦ～Ⅷ層相当とみ られる。

図中央の比較的大形の礫 2点 を中心に環状にややばらけ

第221図 第6文化層 14号集石及び集石肉出土遺物

た礫が取 り巻 き,外縁部から山形押型文を有する土器片

がまとまって出土 している。礫の上下の重なりはほとん

どみられず,平面的に散在する集石である。安山岩の角

礫が主体で,ほ とんどが破砕 している。粒径 2mm前後

の炭化物が まばらに散布するが,集中する箇所はない。

掘 り込みはみられなかった。

6は深鉢型土器の日縁部で,頸部で屈曲し,や や内弯
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第222図 第6文化層8号・15号集石

気味に「く」の字に外反する。日唇部上面は平坦で外面

に刻みをもち,外面は横位及び斜位の並行沈線の両側に

連点状の刺突文が施され,顕部の屈曲部にもに連続刺突

がめぐり,刺突には節がみられる (Xa類 )。 8は 山形押

型文が縦位に施される厚みのある底部で,内面は横方向

及びやや斜めに粗いケズリがみられる。内外面とも赤掲

色を呈 し,外面にはススが付着する。9は黒曜石製の石

鏃で基部にU字状の快 りがある,やや大形の二等辺三角

形鏃である。このほか黒曜石剥片 1点 も環状に礫が分布

する部分からそれぞれ出土 している。

8号集石・15号集石 尾根部中央やや北よりで検出され

た集石で,約 ユmの間隔に並んで位置 し,いずれもⅧ層

面の検出で,掘 り込みは検出されていない。図下の 8号

集石は 15号の東側へ約 lm,尾根の稜上からやや下がった,

斜面にかかる部分にある。中央に礫が上下に重なる周密

な中心があ り,環状に散在礫が取 り巻 く。15号 としたも
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第223図 第6文化層9号集石
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のは,やや大形の礫を含む少数の礫がまとまり,周囲に

若千の礫が散在する。

9号集石 9号集石は 15号集石の北側に併置する集石で ,

Ⅷ層面での検出である。5cm大のやや小形の礫が主体で

あるが、径 70cm程度の範囲でやや周密に礫が集まり,

上下の重なりもみられ,こ れを中心に周囲に礫が散在する。

掘 り込みは確認されていない。

18号集石・19号集石 北西方向か ら台地面に迫る谷に

面 した急崖に接する,尾根状を呈する高位部の頂部から

谷側にやや下がった位置で検出された集石である。検出

面はⅥb層 (Sz-11)よ り15～ 20cm下位のⅦ層部分で

あるが,検出面でもところどころに Pllと みられるパ ミ

スがみられる。調査時は 18号 。19号 として調査 したが ,

礫の平面的な分布状況から明瞭に区分することは出来ない。

18号 とした部分は 2か所で少数の礫が集まり,周辺に広

く礫が散在する部分で,傾斜のために断面図上では上下

に重なってみえるが,傾斜面に平面的に礫が散在するも

ので,掘 り込みもない。

19号 とした部分は中央が空白となる環状を呈する礫の

やや周密な集まりで,上下の重なりもあるが,掘 り込み

は確認 していない。いずれも炭化物はみられないが,19
号集石では礫に赤化や破砕が顕著に認められる。

10号集石 尾根部からやや下がった比較的平坦な部分に,

上述 した石斧集積のほか 3基の集石が検出されている。

10号集石は薩摩火山灰 (Ⅸ 層)が露出するⅧ層下面で検

出された集石で,大型の礫 と小礫が混在する集石で上下

の重な りはなく,散在的である。径 5mm前後の炭化物

が点在するが,集中する部分はみられず,焼土・掘 り込

みも検出されていない。別掲の壷形土器 (83)と 接合 し

た土器片ほか黒曜石砕片が集石内から出土 している。壺

形土器の一部は 13号集石内からも出上している。

20号集石 10号集石の北側約 3m,薩摩火山灰層 (Ⅸ層 )

から 10cm上位のⅧ層面で検出された集石である。比較

的大き目の礫を含む安山岩を主体 とする 15個の礫か らな

る。赤化のみられる礫 もあるが,炭化物はほとんどみ ら

れない。掘 り込みはなくまばらに礫が散布する。

第 75表  第 6文化層 6号集石計測表

石 材 安山岩 砂 岩 粘板岩 その他 合計 備  考

個数 (個 ) 6 0

重量 (g) 4549 0 6535

害J合 (%) 24 6 0

重量 (g) ^-100 -300 -600 -1000 1000～ 備  考

個数 (個 ) 5 0 0

割合 (%) 9 0 0

受熱変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破 砕 備  考

個数 (個 ) 5

割合 (%) 9

＼

の霧 秒
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第225図 第6文化層 10号集石

11号集石 尾根部から周辺の緩傾斜部分のⅦ層面で検出

された集石である。平面上で長径約 2m,短径約 1.5mの

c〕      楕円形の範囲に礫が散在する。図中央やや上に数か所の

礫の重なりがみられるが,掘 り込みは確認されていない。

σ        礫のほとんどが多孔質の安山岩で,径 5 cm程度の小礫が

多 く,赤化が認められるものは少なく,炭化物の集中も

みられない。集石内出上の土器片は 15号集石出土の土器

片と接合する。10は外反する深鉢型土器の口縁部で,日
唇部下及び間隔をおいてさらに 2列 の縦位の爪型が横位

A[●

談
写蓋 ○ 聴 t  ●A   ξttτ}て

施文される。この下に斜位の刺突連点文が施

第 76表 第6文化層 14号集石計測表

L=293.4m

石 材 安山岩 砂 岩 粘板岩 その他 合計 備  考

個数 (個 ) ユ 1

重量 (g) 6988

割合 (%) 3 5

重量 (g) ～100 ～300 -600 -1000 1000- 備  考

個数 (個 ) 4 2 0 ]

割合 (%) 8

受熱変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 ) 7

割合 (%)

滲 翻嗚 ○ 砂 ご
0             1m O

第226図  第6文化層20号集石
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一

7号集石 耳取調査区西側の谷に面する尾根部から,1-
3区付近に北側から入る迫へ下る緩斜面で検出された集

石のうち,最 も上位に位置するもので,10号及び20号

集石からそれぞれ約 4m東側に下がった位置にある。Ⅶ

層面検出であるが,集石のところどころに粒径 5～ 8mm
程度の黄色のPllと みられるパミスの落ち込みがみられた。

径 60cmほ どの範囲に礫が周密に集まるもので,掘 り

込みは検出できなかったものの,集石の中心部分では2

悦 π

第227図 第6文化層11号集石及び集石内出土土器

～ 3段の礫の重なりがみられた。集石中心からやや離れ

た位置から片側に磨面をもつ磨石 1点が出土している。

12号集石 7号集石の北東約 2.6mに 位置する,Ⅶ層検

出の集石である。拳大の多孔質の安山岩を主体に粘板岩

礫が混在する。長径 80cm,短径 30cmの 精円形の部分に

約 40cmの上下差をもって周密に礫が集まる。粒径 2～

5mmの炭化物が集中する箇所がみられ,焼土粒もまばら

に含まれる。数点の礫にはタール状の付着物が認められた。

一― L=2936m

lm

も
で         

°
義 ゎ め
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土坑状の掘 り込みがあった可能性が高いが,埋土を識別

し検出することはできなかった。

13号集石 12号集石の東側約 3mで ,Ⅵ b層 (Pll)の

直下のⅧ層上面で検出された。径 50cmの礫の集中か所

があり中心部では礫の重なりがみられ,周囲にやや大型

の礫が散在する。掘 り込みを検出することは出来なかっ

たが,礫の垂直分布から想定することは可能である。集

石下部で安山岩の小型の角礫 とともに土器片 2点が出土

したが,中心部分からやや離れた位置から出土 した。内

1点 は前述 した 10号出土土器とともに別掲 した 83の壺形

土器 と接合 している。12は深鉢型土器の日縁部とみられ

る土器片で,斜位の沈線間に連点文を施す (Ⅸ 類 )。 13

は集石外縁から出土 した砂岩製の磨・敲石で,表裏に顕

著な磨面があり摩滅による稜が生 じ,両側縁及び両端部

に敲打痕がある。

17号集石 耳取調査区北側から入る迫状の地形の低位部

分で検出された集石で,周辺にわずかに上位Ⅵ b層から

のパ ミスの落ち込みがみられるが,Ⅷ層 (黒褐色土)面
で検出された集石である。中央に 20cm以上の上下差を

もち礫が集中する径 30cmほ どの部分があ り,こ れを取

り囲むように周辺部分の礫が検出された。半数以上の礫

第 77表 第 6文化層 8号集石計測表

石材 安山岩 砂 岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 7 4 3

重量 (g) 694 522 8057

割合(%) 6

重量 (g) ～100 ^‐300 -600 ～1000 1000- 備 考

個数 (個 ) 7 1 1 OBl点 除く

割合 (%) 3

受熱変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 ) 8 OBl点 除く

割合 (%)

に赤化が認められるが,破砕 したものは少ない。掘 り込

みは検出されなかったが,中央の小範囲は掘 り込まれて

いた可能性はある。

16号集石 17号の南東約 4m,同 じ迫部分のやや上方で

検出された集石で,比較的大型の礫 9個 ほどが図右側に

集まる。図右から左に向かって下がる地形に従い,礫が

移動した形跡がうかがわれる。礫の垂直分布は平面的で,

掘 り込みもみられない。集石付近でチャー ト石材の砕片

2点が出土しているが,図化はしていない。

第79表 第 6文化層 9号集石計測表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 2 データ無1

重量 (g) 2850 7036

割合 (%) 1 1

重量 (g) -100 ～300 ～600 ～1000 1000- 備 考

個数 (個 ) 0 0

割合 (%) 0 0

受熱変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破 砕 備  考

個数 (個 )

割合 (%)

第80表 第 6文化層 18号集石計測表

石 材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 個 ) ] 1 戻化物

重 量 g) 4702 0 8339

割合 %) 6 0

重 量 g) ^‐ 100 ～300 ～600 ～1000 1000～ 備  考

個 数 個 ) ll 6 3 l 炭化物除く

割合 (°/0) 45 8 3

受熟変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 ) 4 炭化物除く

割合(%) 11

第 78表 第 6文化層 15号集石計測表

石 材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 4 1 土器除く

重量 (g) 5402

割合(%) 6 1

重量 (g) -100 ～300 ～600 -1000 1000- 備 考

個数 (個 ) 2 1 l 土器,OBl点除く

割合 (%) 8 4 4

受熟変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 ) 土器,OBl点 除く

割合(%)

81 6 19 測

石材 安山岩 砂 岩 粘板岩 その他 合 計 備 考

個数 (個 ) 2 データ無4

重量 (g) 12987

割合(%) 写 1

重量 (g) -100 ～300 ～600 ～1000 1000～ 備  考

個数 (個 ) 40 3 2 データ無4

割合 (%) 7 4 3

受熱変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 ) 42 4 データ無4

割合(%) 57 5

第 82表 第 6文化層石器計測表 (2)

挿図No 図No 取上No 用位Ll 騒位箋 遺構 グリッド 分類Ll 頒 L2 石材1 石材2 Rさlcm)W踏 (cm) 接合N〔 備 考

9 2 7 VttI 争1 石鏃 E2 OB 3 225 欠損

228 11 7号集47 7 磨石/敲石 I SA 7紹Э 480 S

と3号集22 7 L06 鮮2 磨石/敲石 Ⅱ A SA 860
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第83表 第 6文化層 10号集石計測表

石 材 安山岩 砂 岩 粘板岩 その他 合 計 備  考

個数 (個 ) 11 l

重量 (g) 4796 8325

割合 (%) 6 3

重量 (g) ～100 -300 -600 -1000 1000- 備 考

個数 (個 ) 8 5 7 2 2

害」合 (%) 8 8

受熟変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 )

割合 (%)

第 87表 第 6文化層 12号集石計測表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) データ無 1

重量 (g) 2725 857

割合 (%) 5

重量 (g) ‐ヽ100 ～300 ～600 -1000 1000～ 備 考

個数 (個 ) 8 2 データ無1

割合 (%) 6 2

受熟変化等 赤化・白濁 1炭化物付着 1破砕 備  考

個数 (個 ) データ無l

割合 (%)

第84表 第 6文化層 20号集石計測表

石 材 安山岩 砂 岩 粘板岩 その他 合 計 備  考

個数 (個 ) 3 0

重量 (g) 0 5283

割合(%) 0

重量 (g) ～100 -300 -600 -1000 1000～ 備  考

個数 (個 ) l 6 1 2

割合(%) 6 6

受熟変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 ) 4 14

割合(%)

第 88表 第 6文化層 13号集石計測表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 8 1

重量 (g) 3孔28 740 14976

割合 (%) 74 5

重量 (g) ～100 -300 -600 ～1000 1000～ 備 考

個数 (個 ) 4 l

割合 (%) 3 1

受熟変化等 赤化・白濁 1炭化物付着 1破砕 備   考

個数 (個 )

割合 (%)

第85表 第 6文化層 11号集石計測表

石材 安山岩 砂 岩 粘板岩 その他 合 計 備 考

個数 (個 ) 2

重量 (g) 4024 3281 7605

割合(%) 1

重量 (g) ～100 -300 -600 -1000 1000～ 備 考

個数 (個 ) 0 0

割合(%) 0 0

受熱変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 )

割合 (%)

第 89表 第 6文化層 17号集石計測表

石 材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 4

重量 (g) 2048 18883

割合 (%) 8 2

重量 (g) ～100 ～300 ～600 ～1000 1000～ 備 考

個数 (個 )

割合 (%) 17

受熱変化等 赤化・白濁 1炭化物付着 破 砕 備  考

個数 (個 )

割合 (%)

第86表 第 6文化層 7号集石計測表

石 材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備  考

個数 (個 ) 3 土器2,磨石1除く

重 量 584 8522

割合(%) ll 7

重 量 -100 ヤ́300 -600 -1000 1000- 備 考

個 数 個 ) l 0 0 土器2,磨石1除く

割合(%) l 0 0

受熱変化等 赤化・白濁 1炭化物付着 破 砕 備   考

個数 (個 ) 土器2,磨石1除く

割合 (%) 40

第 90表 第 6文化層 16号集石計測表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合 計 備 考

個数 (個 ) 4 3 2

重量 (g) 6731 9753

割合 (%) 9

重量 (g) -100 -300 ～600 -1000 1000- 備 考

個数 (個 ) 1 5 0

割合(%) 4 0

受熱変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 )

割合 (%)
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第234図 第磯 化層 I類～Ⅲ類土器出土状況
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3 遺物

(1)縄文時代早期の土器

I類上器 (14)器形は円筒形である。日唇部上面やや

外側に連続 した貝殻刺突が施され,一部正面観が小波状

を呈するが,内面に段状の成形はみられない。口唇部外

面には斜位の連続 した刺突文が煙 り,そ こから下は,や
や丁寧な横位を基本 とする貝殻条痕が施されている。内

面調整は横方向のナデ調整がなされている。

H類土器 (15～ 20)器形は角筒形土器のみが出土した。

波状口縁を呈すると思われる。日唇部には平坦面を有 し,

.歳営

'F♂

牌

'Iε

ttF,,と
,,;母 ユ与ユ

辞

上面に連続 したキザ ミが施され,日縁に横位の連続 した

貝殻刺突文が施されている。胴部には斜位の条痕文が施

され,その上に斜位 。縦位の貝殻刺突文が施されている。

底部外面には縦位のやや粗い刻み目が廻る。角部には列

点文が施されている。内面はヘラ状の工具で底部から口

縁部まで連続 してケズリ調整が施されている。胴部は板

状を呈するものとやや丸みを帯びるものがあ り,19の よ

うに同一個体内にも差異が存在する。楕円形の補修孔が

穿たれているものがある。

lll類 土器 (21。 22)器形は円筒形である。胴部片のみ
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第235図 第6文化層 (縄文時代早期1)出土土器 (1)
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第236図 第6文化層Ⅳ類～Ⅵ類土器出土状況
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悦

0                 10cm

が施される。

V類土器 (34～ 36)日 縁部が直行及び内弯し,胴部に

は羽状支,縦位の流水文を施すものである。34は 流水文

を施す小型の土器の口縁部で,回唇部下でやや肥厚 し,

わずかに内弯する。35は沈線により綾杉状の文様を施す

もので,ほぼ直行気味に外傾 し,バケツ状の器形となる。

日縁部下には円孔状に外面から穿子Lさ れた補修孔がある。

いずれも内タト面ともにミガキに近い丁寧なナデ調整である。

Ⅵ類土器 (37～ 39)平 底の底部からやや外傾 しながら

直線的に立ち上がる円筒状の器形をもち,日唇端部はほ

ぼ平坦であるが,わずかに丸みを帯びる。胴部か ら日縁

部外面まで横位の条痕文が施 されるが,部分的に横位の

条痕に先立って縦位に条痕文が施され,格子状を呈する

部分がある。器壁は厚みがあるが,器面調整は内・外面

とも工具によるとみられるナデで,外面には工具痕が残る。

第238図 第6文化層 (縄文時代早期 1)出土土器 (3)

の出土である。胴部全面に密な押圧刺突文が施され,上
部にはクサビ形貝占付文が約 lcm間 隔で廻る。22で はクサ

ビ形貝占付文の左側のみに貼付を補強する目的と思われる

径 lmm程 の刺突列が各々 5～ 10個 みられる。内面はや

や粗いナデ調整が施されている。

Ⅳ類土器 (23～ 33)円 筒形の器形で,日唇部は平坦な

ものが多いが,やや丸みを帯びるものもある。日縁部は

ほぼ直行気味であるが,端部で如意状に外反するものが

多 く,26の ような波状日縁をもつものを含む。日唇部上

面にキザ ミを有するものがみ られる。口縁部外面には ,

縦位や斜位あるいは「<」 宇状の貝殻刺突文が施されるが ,

23で は貝殻刺突による横位の平行線文をもつ。胴部は綾

杉状の条痕をもつもののほか,33では貝殻腹縁によると

みられる刺突文もみられ,30では縦位の貝殻刺突の下に

横位の貝殻刺突が 1条施される。内面は丁寧なナデ調整

-38-
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37は胎土 。色調等から同一個体であるとみられる,日縁

部～胴部と胴部～底部を図上で復元 したものである。38

は底部,39は胴部で,器壁の厚みなどから,やや小型の

個体で,37と は別個体とみられる。

ⅥI類土器 (40～ 46)押 型文 。回転施文を施す土器で ,

器形や施文手法上に多種なものを概括 している。40～ 42

は山形押型文を横位に帝状施文するもので,器壁は薄 く,

器面調整は外面が丁寧なナデ,内面は条痕調整後,ナ デ

を施す。43はやや厚みのある口縁部片で,平坦な日唇及

び口縁部内面に山形押型文を施文する。日縁部外面は縦

位にナデを施すが無文である。胎土に金雲母を含む。44

は部位・傾 き等不明であるが,器壁が薄 く外面に小粒の

楕円押型文を施す。内面は粗いケズリ状の調整で,器面

解鶏V娼

第240図 第6文化層 (縄文時代早期1)出土土器 (4)

0                10cm

―

に凹凸がみられる。45。 46は 「松枝回転文」,「 イチゴ」,

「短枝回転文」と呼ばれるもので,点状の小さな窪みが反

復的に連続 し,窪みと窪みの間には回転施文に由来する

とみられる圧痕があ り,器面に特徴的な文様を描 く。45

は小型の深鉢形土器で,胴部にふ くらみをもち,頸部で

括れ如意状に外反する日縁部をもつ。外面及び口縁内面

から回唇部まで,上記の施文が施され,頸部以下の内面

は粗いケズリ状の調整がおこなわれる。胎土に金雲母を

含む。46は同様の施文をもつ上げ底の底部で,内面は工

具による粗いケズリ状の調整が施され,器面に段を生 じ

ている。底部から開き気味に立ち上がるが,器形は不明

である。胎土に礫や金雲母を含む。

47・ 48は無文の回縁部片で,日縁部は直線的に立ち上

-40-
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0                10cm

(5)

分した。

Xa類 (第 221図  6)
Xb類 (55～ 61,83～ 87)深鉢形,重形の器形があり,

深鉢形土器では,胴部に結節縄文を縦位に施す。円筒状

の胴部から頸部で「く」の字に外反するが,やや内弯気

味ないし直線的に外反するもの,日縁部中位で再び逆「く」

の字気味に屈曲するいわゆる二段口縁を有するものなど

変異がみられる。口縁部文様は横位や山形に配される並

行沈線文 と,刻み目を有する微隆起線文が,日唇部下 ,

日縁部中位,頸部から口縁部中位,顕部などに施文され,関・

59で は上下で微隆起線文上に施工される刻み目の手法が

異なる。日唇部は日唇部外面,日唇部上面に,斜位や直

行する刻み目や沈線が施され,上面観が方形状 となる波

状口縁に類する形態 もみられる。方形状の日縁では,角

頂部の下位,日縁部中位に浮文をもつ場合がある。

Xc類 (62～ 74)日 縁部文様が横位や山形に配される

平行沈線文のみで構成されるもので,微隆起線文を伴わ

ない。日縁部の形態は,頸部で強 く屈曲して外反 し,日

縁部中位で再び逆「く」の字気味に屈曲するいわゆる二

段口縁を有するもの (62),日 縁部中位でやや内菅気味に

屈曲するもの (63),頸部で「く」の字に屈曲し,短 く外

反するもの (65。 66・ 69・ 72'73)な どの変異がみられる。

口唇部は斜位の刻み目 (621や 連′点文 (の ,連続する「ハ」

の字状の連点文 (72・ 73)を 施すものがある。胴部は基

本的には中程に膨 らみをもつ円筒状を呈するが,65～ 68

は同一個体 とみられる角形を呈するもので,上面観 も方

形状 となる。69～ 71は角部を欠 くが,角 形の土器であ

るとみられる。胴部には網目撚糸文を縦位に,沈線文を

第241図  第6文化層 (縄文時代早期1)出土土器

り,日縁内面上端の強いナデにより,日唇部が舌状となる。

Ⅵ‖類土器 (49・ 50)491ま「く」の字に屈曲する胴部片

で,器面調整は丁寧なナデ,外面には部分的に数条が並

行する沈線文がみられる。50は径が小さく上げ底 となる

底部で,文様はなく,外面の調整は比較的丁寧な工具ナデ,

内面は粗いケズリ状である。胎上に小礫や軽石を多 く含

むほか,金雲母も含まれている。

Ⅸ類土器 (51・ 52)51は頸部が強 く外反する波状の口

縁部片で,波頂部外面には瘤状の突起があ り,突起中央

を刺突する。日唇部にLRの縄文原体を斜位に連続 して

押圧するが,頸部外面にも部分的に同様の施文がみられる。

口縁部外面は日唇部下に斜位の沈線を巡らせ,頸部以下

では 3本の斜位の並行沈線文間に連点文を施す。内面の

調整は日縁部付近では丁寧なナデであるが,顕部以下で

はやや粗い工具による強いナデが斜位に施される。52は

小型の壼形土器 とみられる胴部片で,3本並行の沈線に

よる蕨手状の文様間を短沈線,縄文原体の押圧文,通点

文などで充填 している。外面にはススの付着がみられ ,

内面は強い工具ナデが斜位に施される。胎土には細粒の

長石・石英・軽石などが含まれるが比較的精良である。

54は 円孔状に内外面から穿孔する補修孔をもつ口縁部

で,深鉢形土器の回縁部とみられる。日唇部上面に刻み

があるが,外面は無文で,ナ デによる器面調整を施す。

53は縄文のある胴部片で,器形は不明である。

Xtt X類 土器は,頸部で「く」の字に屈曲する日縁部

をもち,円筒状の胴部に,結節縄文や網目撚糸文が施さ

れる。深鉢形を主体 とする土器であるが,日縁部のみの

資料が多いため,主 として日縁部文様によって 4類 に細

-41-
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第242図 第6文化層X類土器出土状況
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第6文化層 (縄文時代早期 1)出土土器 (6)
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横位に施す。沈線文には弧状をなすものがみられる。

Xd類 (75～ 80)日 縁部外面が無文となるもので,上

げ底の底部をもち,膨 らみをもつ円筒状の胴部から頸部

で「 く」の字に屈曲し,直行気味に外反するもの (77),

やや反 り気味に外反するものがある。口縁部はわずかに

波状をなし,日唇部には刻み目が施される。胴部は縦位

に網 目撚糸文が施され,顕部,胴部,底部上位に沈線文

が施される。

第244図 第6文化層 (縄文時代早期1)出土土器 (7)

Ⅷ
蜘

=轟轟誘詳
Ⅲ…

0              10Cm

75'76及び 77・ 78は それぞれ同一個体とみられるが,被
熟によるとみられる胴部下半の劣化により,接合 しなか

ったものである。

81は灰責色の小型無文の深鉢形土器で,底部にはやや

丸みがあり頸部で「く」の字に外反する。82は橙色の中

型の無文の深鉢形土器で,頸部が緩 く屈曲し,やや立ち

気味に外反し,日縁端部は舌状となる。いずれもX類土

器に伴う可能性がある。

-44-
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第245図 第6文化層 (縄文時代早期1)出土土器 (8)

-45-



― 卜 ω ｌ

}|

,/

0 
  
  
  
  
  
  
  
1 
0c
m

第
24
6図

 
第

6文
化

層
(縄

文
時

代
早

期
1)
出

土
土

器
(9
)



0                10cm

第247図 第6文化層 (縄文時代早期 1)出土土器 (10)

Xb類重形土器 (83～ 87)83は 楕円形のわずかに上

げ底気味となる底部をもち,左右に張 りのある肩部をもつ。

胴部上位からほぼ直線的に内傾 し,日縁部上端に向かっ

て窄まり,日唇部はやや丸みをもつ。また,胴部中位を

中心に前後にも膨 らみをもつ器形でる。胴部下半は無文 ,

頚部には下位 に 4条 ,中位 に無文部分を設けたうえで ,

上位に H条の刻み目のある微隆起線文を環状にめぐらし

ている。器面は灰黄色で,丁寧なナデが施され,胎土は

精良である。底部～胴部と胴部～口縁部,及び肩部の資

料を図上で復元 した。84～ 871ま 同一個体 とみ られる壺

形土器で,胎土に金雲母を含み,器面はミガキ状の丁寧

な調整が施される。84は頭部片で,刻み目のある微隆起

線文が施されている。85'86は胴部,87は底部で内面 も

丁寧なナデが施されている。
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第248図 第6文化層XI類～X‖ 類土器出土状況
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0               10cm

第250図 第6文化層 (縄文時代早期 1)出土土器 (12)

88は無文の底部で,底面はやや上げ底気味で円形を呈

する。

Xla類 (89・ 91～ 93)や や上げ底気味の底部をもち,

胴部中位に膨 らみをもち,顎部でラッパ状に強く屈曲し,

内面に稜を形成する。日縁部は直行及びやや反 り気味で

短 く,日唇端部に刻み目を施す。89は長胴の深鉢形土器

で,日縁部には波頂部を設けた痕跡が認められるものの ,

その上面観はほぼ円形を呈 している。わずかに波頂部の

痕跡がみられる。器面はやや赤味を帯びた橙色で,外面

は丁寧なナデ,内面は丁寧なケズリ状の調整が施され ,

整形 も丹精である。胴部は幾何学的な区画内に網目撚糸

文を施 し,頸部は小波状の沈線文がめ ぐり,日縁部外面

は環状の区画内に同じく網目撚糸文を施す。91'92は胎

土に金雲母・細礫などを含む鈍褐色の土器で,91は 口縁

部,92は胴部で同一個体 とみられる。区画内に縄文を施

すもので,日唇部外端に刻み目を施す。93は橙色を呈 し,

る角閃石 。長石・石英などを含み,内外面ともナデを施す。

幾何学的な区画内に縄文を施す。日縁部が不明であるが ,

91・ 92と の類似性をもつ。

Xib類 (90)胴 部中位に膨 らみをもつ長胴の深鉢形

土器で,頸部でラッパ状に強 く屈曲し内面に稜を形成 し,

反 り気味に外反する口縁部をもつ。胴部は幾何学的な区

画内に撚糸文を施 し,頸部にヘラ状の工具で縦位の刻み

目文を環状にめ ぐらす。日縁部外面はやや寝かせ気味に

-50-



0               10cm

第251図  第6文化層 (縄文時代早期 1)出土上器 (13)

縦位の刻み目を山形に施文する。器面は浅黄色で外面は

ナデ,内面はケズリに近いナデ調整で,胎土に角閃石や

細礫を含む。

XH類 (95)95は やや膨 らみをもつ円筒状の胴部で ,

図化できなかったが,同一個体 とみられるラッパ状に強

く屈曲し内面に稜を形成する頸部片がある (取上げ番号

1689)。

胴部は,いずれも貝殻を施文具とするとみられる,連
続 したやや浅い押圧 と,腹縁を用いたとみられる弧状を

呈する鋭い連続刺突の二種類の文様が,3～ 4条 を 1単位

として幾何学的に施文される。頸部片では屈曲部に,貝
殻腹縁を用いたとみられる弧状を呈する鋭い連続刺突文

が横位に施されている。

器面は橙色で,外面は比較的丁寧なナデ調整,内面は

第 91表 第 6文化層 (縄文時代早期 1)土器観察表 (1)

工具によるナデ仕上げとなっている。胎土は石英 。長石

のほか小礫を多く含み,やや粗い。

器 種 調 移 文f‐k 色 調 取 り上げ番号(備 考 ) 備 考

縄 文 早期 決 鉢 口 縁 ft黄 橙 14集 5

縄文早期 h f-1 2 深 鉢 ケズリ 山形抑 型 10457,968214集 6 2 1 胎上に金雲母

8 縄文早期 深 鎌 底 部 袴 14集 7

縄文早期 1、 f-1 深 鉢 口 縁 XIb類 刺 突 鈍苦搭 )4868996.15集 24,H集 32

早期集石 f-2 深 鉢 〕ヨ縁 Ⅸ 類 ナ デ 沈線  刺 突 ユ圭蓑 3集 3

継 文 早期 Ⅷ 深 鉢 日 縁 I班額 条 痕 条戻 刺 突 鈍 費橙 口唇 に キザ ミ

H-2 深鉢 日線 Ⅱ類 条 l」t ケズリ 条痕 刺 突 橙

lNW支早 期 深 鉢 胴 部 Ⅱ頬 条痕 ケズ 1 条痕 刺 突 蒋

lIX支早 期 口類 条痕 ケズ i 条 痕 刺 突 Ft黄 増

縄支早 期 条 戻 刺 突 程 C 97621011710119 角 筒

縄支早 期 】同菩【 鈍 黄澄 A 977097628466他 10個 角 筒

縄 文早 期 無痕  ケ ズ i 薫J尖 角 簡
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第 92表 第 6文化層 (縄文時代早期 1)土器観察表 (2)

出土層 分類型ゴ 調 整 文 嶽 色 調 I「Kり 上げ番号(備 考) 備 考

235 縄文早期 H4 深 然 巨類 ナ デ 抑 圧 刺 突 澄

縄文早射 】尉部 匝類 チ デ 押圧刺尖

't黄

橙 11843991710375他 6個 円筒 、 クサ ピ形 Jur付 支

237 日 縁 Ⅳ類 ナ デ 条痕 刺突 一 括 口唇 に刺 突

鶴 支 早 野 深 鉢 口 縁 Ⅳ 類 ケズリ 飩 褐 日唇 にキザ ミ

鶴支早 野 深 鉢 口縁 Ⅳ 類 釦赤 褐

lIR支 早 対 Ⅷ Ⅵa 深 鉢 日 縁 Ⅳ 類 刺 突 0れ舌裕 96238598

縄支 早 却 深 鉢 口 縁 Ⅳ 類 刺 突 φ也オ登

組 文 早 狩 [7 Ⅳ類 ナ デ 刺 突 浅 黄

縄文早好 回 縁 Ⅳ類 条痕  ナ デ 条 痰 刺 突 浅 責

30 縄文早舜 日 縁 Ⅳ類 条 狼 ナ デ 条 痕 刺 突 It黄 橙

31 縄文早理 日 縁 V類 ナ デ 刺 突 一 括 口属 にキザ ミ

決 鉢 口 縁 Ⅳ 頻 ナ デ 刺 突

lFI笠 早 期 深 鉢 底 者[ V類 ナ デ 1960

置支 早煙 深 鉢 口縁 V類 餌黄お

縦支早 期 MI Ⅷ 深 然 日縁 V類 ,オ線 |れ 苦籍 1334983799749008他 211 円形輸修孔

鯉支 早期 Ⅶ 深 鉢 V頻 洸 線 fL褐

腱文 早 期 I■ 34 深鉢 Ⅵ 類 条痕  ナデ 条 痕 灰 黄 C 2076,3010,1747,‖ 互54固

縄 文早 期 I134 Ⅶ  Ⅷ 深 鉢 口 縁 Ⅵ 頚 条痕  ナ デ 条 痕 灰 黄 B 2473.2004,2564,lL34固

縄文早期 j5 深 鉢 虚 部 Ⅵ 類 ナ デ 条 痕 橙 4065

純文早期 営‐3 】耐部 Ⅵ 類 条痕 チデ 条狼 澄

llB文 早期 日 縁 Ⅶ 頻 ナ デ 山形押型 橙 産記 な し 帯 状 施 支

縄 文早 坪 深 鉢 Ⅶ 類 条戻 ナデ 山形押型 注記 な し 帯 状 施 文

額支早 野 Ⅶ  Ⅷ 深 鉢 条痕 ナデ 山形 押 型 一 括 帯 状 施 文

観支早 封 WI 深 鉢 口縁 Ⅶ 類 山形 岬 型 給 9434 胎 土 に金 雲 母

組支 早 期 16 Ⅶ 深 鉢 胴 部 Ⅶ 類 ケズリ 赤 褐 殺粒状

租文 早 期 fO l Ⅶ 深然 II頻 ケズリ ナデ Ft褐 9454,8834,10085,9590 松枝 回転施文か

縄文早 期 卜6 Ⅷ  Ⅷ 深 鉢 底 部 Ⅶ類 14Lい ケズリ 回ほ施支 橙 3925,4ユ 38,3915、 他 13個

縄文早期 K78 Ⅶ  Ⅷ 深 鉢
「

1縁 無 文 明赤褐 一 括

縄文早期 (‐ 6 Ⅷ 深 鉢 に 文 ナ デ 橙 11527

縄文早期 I‐ 1 Ⅶ  Ⅷ 深 鉢 Ⅷ 類 ナ デ 条痰 橙 A

槌 文早 期 深 鉢 底 都 Ⅷ 頻 ナ デ 橙

縄文早期 口 縁 Ⅸ 類 ケズリ ナデ 沈線 刑突 鈍 黄橙 ユ1281 1112911008 口唇 に キザ ミ

縄 文 早難 Ⅶ  Ⅷ 胴 部 Ⅸ 類 ナ デ S字 沈線 刺突 橙 11321 1128011231 1289

4t文早期 深 鉢 胴 部 Ⅸ 類 ナ デ 縄 支 袴

饉支 早期 深 鉢 日 縁 ナ デ 明蓋褐 4258 円形補修孔

配文早 期 深鉢 口 縁 Xb頬 1屯 橙 41024103,4007他 39個 日唇にキザ ミ

籠文 早 期 深鉢 口 縁 Xb類 ナ デ 橙 4033,4002 口辱にキザ ミ

縄文早期 深 鉢 日 縁 Xb頻 ナ デ 橙 日唇にキザ ミ

243 縄文早期 KJ34 Ⅶ 41b 深 鉢 口縁 Xb類 ナ デ 綺 15144,15142,15145,14865

243 縄文早剃 H4 日 縁 X bJf ナ デ 鈍黄橙 A 18521851

16 YIL文 早期 深 鉢 |ヨ 縁 又b類 ナ デ 鈍黄橙 A 回属 に キサ

61 組 文早 期 K J34 口 縁 Xb頻 ナ デ 赤 tfJ 151431515015149 日原 に キザ

湘E文早期 深 鉢 Xc類 ナ デ 沈線 撚糸 ft貨 袴 日唇 に キサ

縄文早井 深 鉢 日縁 κc類 ナ デ 泥 線 橙 口唇 にキザ

組文早W H‐ 3 深外 H縁 Xc類 沈 線 鈍黄橙 口唇 にキザ

細文早対 深 鉢 口 縁 Xc類 沈 線  撚 糸 橙 16045 角型

縄文早 対 1‐ 1 深鉢 口 縁 Xc類 沈 線 橙 16077 角型、日唇角部にキザ ミ

組文早聟 I‐ 】 深鉢 胴 部 Xc類 沈 線 IVt糸 橙 B 16020.1607916081 角型

4] 縄文早理 深 鉢 胴 部 Xc類 ナ デ 沈 線 撚 糸 鈍 黄 橙 角 型

紐文早翔 深 鉢 Xc類 ナ デ 沈 線 撚 糸 ft黄 橙 C 角 型

鼈文早期 k‐ 6 深鉢 Xc類 ナ デ 沈 線 撚 糸 ft黄 橙 角 型

電文 早期 深鉢 Xc類 ナ デ 沈 線 撚 糸 鈍 黄橙 角 型

電文早期 i56 深 鎌 Xc類 ナ デ 沈 線 撚 糸 橙 A 58191531115307他 10 日再 に キザ ミ

艦文早期 深 鉢 日縁 ナ デ 沈線 赤 褐 一 括 口唇 にキザ ミ

健文早期 jk‐ 67 深 鉢 胴 都 ナ デ 沈線 撚糸 鈍黄橙 530915315ユ 2434124351248

縄文早期 g‐2 3 VI 深 鉢 ナ デ 沈線 撚糸 灰 黄

縄文早期 g2′ h-3 深 鉢 底 部 d頻 撚 系 灰 費 B 98610628,9057,9063,8881

純 文 早 期 質 h-2 3 深鉢 Xd類 ナ デ 沈線 撚糸 橙 G 10398,9184,8988,他 46個

純文早期 深 鉢 FA部 Xd類 ナ デ 橙 F 9748他 7個

縄文早期 III
深 鉢 日縁 Xd類 ナ デ 鈍責橙 15226,15227 口唇に波状のキザ ミ

組文早期 Ⅶ 深 鉢 底 部 X類 ナ デ 撚糸 栓 A

縄文早期 13 Ⅶ  Ⅷ 完 形 ナ デ 灰 黄 ハ 496.255025532497,他 4布

縄 文 早 期 Fg-1 2 深鉢 完 形 無 文 ナ デ 橙 1■551■ 4494669274他 19個

縄文早期 hg-2 3 い霊 完 形 Xb頬 ナ デ 微隆起線 灰 黄 700つ22110集 2513集 1他■8杞

8 縄文早期 i+3 Ⅶ Ⅵa 顕 部 X b9Jt ナ デ 微 隆起 lf 鈍褐 D 5258152041520215265表 夢 胎 上 に金 雲 母

組文早期 Ⅶ  Ⅷ 壺 胴 部 鈍褐 104201041910214他 6個 胎上に金雲母

縄文早期 Ⅶ  Ⅷ 一里 鈍褐 102261106710223他 11■ 胎 土 に金雲 母

xlL文 早期 Ⅶ 底 部 鈍褐 10224 胎土に金雲母

縄 文 早 期 134 Ⅶ  Ⅷ 不 明 底 著ト 鈍 褐 3020,3128.3019 胎土に金雲母

縄文早期 h‐ 3 Ⅶ 深 鉢 完 形 ケズリ ナデ 沈線 撚糸 橙 0407,10405,10174他 281F 口唇にキザ ミ

縄文早期 卜34 深 鉢 完 形 b頻 ナ デ 爪形 撚 糸 浅黄橙 274712754,12749,4L354P

組文早州 H-1 Ⅶ 深 鉢 a娠 ナ テ 撚 糸 鈍 褐 1567   仮No 5 ヨ唇に爪形、胎土に金雲攀

縄文早期 Ⅶ 深 鉢 a夕貢 ナ デ 撚 糸 鈍 褐 1588   像No 4 胎土に金雲母

250 継 文早 期 gh‐ 2 浜 /11
底 都 a夕嵐 ナ デ 撚 系 橙 9620,9166,8962,他 13個

250 縄 文 早 期 13 深 鉢 底 都 ナ デ 条 痕 橙 3304

縄 文早 疑 深 鉢 ナ デ 刺 突 橙 168116841803他 23個
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(2)石器                          面に調整が及ぶものを含む)

縄文時代の各文化層出土の石鏃,石匙,磨石・敲石類,  Ⅱa類 横型で両面に調整を施すもの。

石皿については以下のように分類 した。石鏃及び磨石敲   Ⅱb類 横型で片面に調整を施すもの。

石類については第 5節 (2)石器の項に分類模式図を提示  Ⅲ 類 その他,上記に分類されないものについて, I

した。石材の分類は例言による。黒曜石製石鏃の一部に     類に準 じてⅢa類 ,Ⅲ b類,Ⅲ c類 に細分した。

ついて,蛍光 X線分析による産地同定をおこなった。 (付  磨石・敲石類 第 4章に示 した棒状敲石類を除 く磨石・

編 6参照)                      敲石類については以下のように分類 した。

石鏃の分類 石鏃については基部の形態を主分類 とし,  I類  表・裏面に磨面があ り,顕著な敲打痕がみられ

平面形状等により細分 し,主な形態について模式図を示     ないもの。 (磨石 )

した。                           Ⅱ類 表・裏面に磨面があり,敲打痕がみられるもので,

A類  円基鏃                      周縁部及び表・裏面上に敲打痕があるものをⅡ

B類  平基鏃                      A類 ,主 に丸みのある突出した端部に敲打痕が

Cl類  浅い凹基の三角形鏃                 みられるものをⅡB類 とした。 (磨 ・敲石 )

C2類  浅い凹基の二等辺三角形鏃           Ⅲ類 表裏面上に窪みをもつもの。面央部の敲打によ

Dl類  凹基の三角形鏃                   る浅い窪みをもつもの含む。 (凹石)

D2類  凹基の二等辺三角形鏃             Ⅳ類 明瞭な磨面をもたず,側縁・表裏面上に敲打痕

El類  U字状・半円形状の快りのある三角形鏃         があるもの。 (敲石 )

E2類  U字状・半円形状の狭りのある二等辺三角形鏃   V類  丸みのある突出した端部を中心に敲打痕 (剥離)

F類  その他の基部形状をもつもの              がみられるもの。 (敲石・ハンマース トーン)

G類  未製品                   Ⅵ類 平坦 もしくは内弯する面をもち,器面に摩減・

その他特殊な平面形状,欠損等により不明なものについ     擦痕等がみられるもの。 (砥石類 )

ては上記に準 じて以下のように分類 している。      石皿の分類 石皿 。台石については以下のように分類 した。

C～ F3類 三角形鏃などその他の平面形状をもつもの  A類  横断面形が U字状を呈 し,縁があるもの。

A～ F4類 欠損等により不明平面形状が不明なもの   B類  ほぼ平坦な面をもち,面上に磨痕・磨減が認め

石匙の分類 石匙は刃部調整のおこなわれる部位 と,調      られるもの。

整の方法により以下のように分類 した。          C類  ほぼ平坦な面をもち,表面に敲打痕が認められ

Ia類 縦型で,両側縁・両面に調整を施すもの。       るもの。

Ib類 縦型で,主に片方の側縁に両面調整を施すもの。  D類  平坦な面をもつやや大形の礫で,明瞭な摩滅や

(部分的に両側縁に調整が及ぶものを含む)       敲打痕がないもの。

Ic類 縦型で,片面に調整を施すもの。 (部分的に両

第 93表 第 6文化層石器石材組成一覧表

第6文化層 OB3 DB3と OB4 OB5 OB6 OB8 TU 合討

1石鏃 ユ l l

2細石刃 ] l

3細石刃核 l l

4石匙 l

5石錐 l l

6スクレイパー l 1 1

7楔形石器 ユ

8二次加工痕剥片 l l

9使用痕剥片 1(

0剥片 ユ 5ゼ l 4

1石核

2チップ 45(

3石斧 l〔

4礫器 l 1(

5軽石製品

6磨石/敲石

7石皿 /台石 I ]

合 計 l 41 2イ 1ゼ ユ 1
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第252図 第6文化層石器出土状況
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① Ⅷ層出土石器

石鏃 (96～ 113)石鏃は 18点 をⅧ層として取 り上げて

いる。このうち,98・ 99は未製品とみられ,16点につい

て分類をおこなっている。96は上部を欠損 し,97は 未製

品の可能性もあるが,基部形態では平基に近いとみられる。

100～ 105及び 108。 109は わずかに浅 く内弯する基部を

もつ もので,石鏃 C類 とした。石材は 108が頁岩,109
が黒曜石ШU類 ,その他は黒曜石 Ⅲ類に分類 してお り,

黒曜石原産地分析をおこなったものは桑ノ木津留産と判

定されている。106は右脚部を欠損ずるため,明確性を

欠 くが,106'107を 石鏃 D類に分類 した。石材はいずれ

も黒曜石Ⅲ類に分類 している。110は 基部中心に左右の

脚部に達しない浅い弧状の袂 りが入るもので別類 とした。

石材は蛋白石である。111～ 113は ,基部中央にU字状

の狭 りをもち,鍬形鏃 と呼ばれるもので石鏃 E類に分類

した。石材は 111・ 112がチャー ト製,■3は頁岩である。

スクレイパー (114～ 117)一 定の連続性をもって剥

片の側辺及び末端辺などに二次調整が加えられたものを

スクレイパーとした。また基本的には,素材剥片の側辺

部分に調整が施され,鋭角な刃部をもつものをサイ ドス

クレイパー,末端辺に角度の大きい刃部をもつものをエ

ンドスクレイパーとし,上記以外をスクレイパーとして

いる。114は扁平な黒曜石製の礫に平坦な剥離調整を施

すもので,礫形状により先端部が尖る形態となっている。

115は 黒曜石 ΠC類の両極打法により剥出されたとみら

れる剥片の側縁に平坦な剥離調整を施すもので,右側辺

には細かい剥離が生 じている。117は黒曜石 Πa類 の厚み

のある剥片を素材 とし,主 に腹面側から周縁部に傾斜の

ある調整剥離をほぼ全周に加えたもので,ラ ウンドスク

レイパーとした。Ⅷ層で取 り上げているが,細石刃文化

期の遺物である可能性がある。

石錐 (118)黒 曜石ⅢU類製で,背面に風化 した剥離

面 (自 然面)を もち,調整により素材剥片基部側が三角

形状に尖る。下端部を中心に調整が加えられ,端部が小

第 94表 第 6文化層石器計測表 (3)

さく突出することから石錐として扱った。

楔形石器 (119)黒 曜石Ⅲ類製で,表裏に背面に風化 し

た剥離面 (自 然面)を もち,やや不定形な形状であるが ,

上下に対向する剥離があり,上辺につぶれが生 じている

ことから楔形石器とした。

加工痕剥片 (120～ 123。 134)素材剥片剥出後に,二
次的な調整加工がおこなわれたとみられる石器のうち ,

非定形的な石器, もしくは定型的な石器への位置づけが

不明確なものを加工痕剥片 とした。120は やや厚みのあ

るチャー ト製の剥片に,粗い調整剥離が加えられたもので,

下辺は鋸歯状となっている。121・ 122は黒曜石Ⅲ類製で ,

明瞭な二次調整が施されているが,欠損により器種,形
態は不明であ り,欠損 した石器の一部 とみられる。123

は両極打法によって剥出された可能性のある剥片で,腹
面側から背面向けた剥離がみられる。134は 黒曜石Ⅲ類

の背面の一部に自然面が残る。

使用痕剥片 (124～ 127・ 129～ 131)剥 片素材で ,

縁辺部及び,先端部等に微細剥離 (小剥離),・線状痕,磨
耗など使用による可能性がある痕跡がみられるものを使

用痕剥片 とした。124は黒曜石Ⅲ類製の剥片で,上下に

対向する剥離がみられ,使用痕剥片 としたが,楔形石器

の可能性がある。125。 126は 断面が三角形状 となるやや

厚みのある剥片で,125はチヤー ト製,126は青灰色で透

明度のない黒曜石Ⅵ類製である。いずれも側縁部,稜部

などに小剥離がみられ,石錐に類する。127・ 129'130

は黒曜石Ⅲ類の剥片で,127は主に両側辺に,129は両側

辺及び下端部に微細な剥離がみられる。130は 折れ,も
しくは切断による不定形な形状の厚みのある剥片で,比
較的角度のある下辺部分に微細な剥離がみられる。

剥片 (128・ 132・ 133・ 135～ 139)1281ま黒曜石Ⅲ類 ,

132・ 133。 135は チヤー ト製,136～ 138は硬質買岩の剥

片である。138は茶褐色の良質な頁岩製の大型の剥片で

あるが,加工や使用の痕跡は明瞭でない。139は 細石刃

状の小剥片で,細石刃文化期の遺物である可能性もある。

挿図No 図No 各回No 取上No 層位Ll 層位鬱 遺構 ′
'ル

ト 分類Ll 分類と2 石材Ll 百材Lイ 長さlcm) 幅にm) 厚さ(cm) 重量(gl 接合No 碇砕 備 考

2026 8 石鏃 3 090 欠損

8 石鏃 3 130

8 石鏃 3 13〕 先端部欠損

8 石鏃 G 3 右脚部欠損

8 L06 K7 石錬 OB 3 140 145 042

9826 8 L06 石鏃 C] 3 030

4464 8 石鏃 Cl 3 025

103 4457 8 石鏃 OB 3 020

104 8 石鏃 OB 3 065 012 先端部欠損

105 4192 石鏃 3 040

106 8 石鏃 3 032 右脚部欠損

8 石鏃 3 028

8 石鏃 SH OB修

12072 8 L06 石鏃 Cl 170 040 067

10852 8 石鏃 045 096

1600ユ 8 Ll16 K5 石鏃 140 40 035 049

12883 8 Ll16 石鏃 040

14401 8 と1 石鏃 SH 185 050 左脚部欠損
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第256図 第6文化層Ⅵ‖層出上石器 (4)

石斧 (140)ホ ルンフェルスの剥片素材で,側辺及び基

部は剥離調整のみ施 し平面形状は撥型をていする。研磨

は主に刃部のみにほどこされ,刃縁はやや外弯気味の直

刃で,断面では弱凸強平刃の片歯の石斧である。

礫器 (141)粗粒砂岩製の厚みのある横長の剥片を素材

とするもので,上部は折れて欠損する。下縁部分にやや

粗い剥離がみられ,礫器として分類 した。

磨石敲石類 (142～ 147)1421よ 多孔質安山岩の扁平な

小円礫で,表裏 に弱い磨面がある (I類 )。 143・ 144は

磨面 と敲打痕がみられるもので,Ⅱ a類 とした。1431よ 多

孔質安山岩製の円礫で,裏面に磨面があ り,部分的に弱

い敲打痕がみ られる。144は砂岩製で赤化 し風化 も激 し

いが,上下・左右の側面に敲打みられ,石鹸状に近い形

態をもつ。147は 裏面に平坦な磨面をもち,下端部に比

較的顕著な敲打痕がみられることからⅡb類 とした。146

は上下の突出した端部を中心に切 り合い関係のある敲打

痕 (剥離)が顕著にみられV類 とした。

140

第 95表 第 6文化層石器計浪1表 (4)

↓車図No 図No イ合図No 取上No 遺構 ′リッI 分類Ll 分類L2 石Irl L2 長さ(cm) 幅lc m) 厚さにm) 重量 (宮 ) 接合NO rt熟 破砕 備 考

253 6375 8 OB 3 220

253 1027 8 h-2 2C

253 4842 8 3 230 110 356

8 サイドスクレイパー 270

254 4597 8 2 石 錐 270

254 1891 8 L06 楔 形石器 OB 3 200

254 2953 8 L06 使 用 rftttJ片 255 2招9

10012 8 L06 剥 片 3 240

8 L06 二次加工jA剥岩 3

14841 8 L06 二次加工/1t剥 片 3

12074 8 エユ 使用痕景J片 OB 3

10084 8 使用痰景」片 208

2649 8 使用痕剥 片 6 152 545

14316 8 J-2 使用疾 剥 片 3 230 140

255 1893 8 剥 片 3

255 15139 8 J‐3 使用痕剥 片 OB 3 23]

255 2976 使用痕剥 片 3 155 095

255 14479 L06 使用痕呈1片 040

14056 L06 剥 片 CH 232 197 049

11098 景」

'十

CH 369

255 1895 H3 こ茨加工痕剥片 3

255 9850 L06 景」片 CH 224

4393 J4 223 34コ

11899
=1

景リキ 180 215 17〕

H3 剥 片 622

255 14451 劇 片 3 105 070 012 010

256 4067 石 斧 HF 610 14225

257 15913 L06 K5 礫 器 SA 250 26952

257 142 10933 8 L06 磨石 /蔽石 I AN C 330 280 1956

257 143 10461 L06 争 2 磨石 /敲石 Ⅱ A AN C 670 3‐000

10381 hワ 磨石 /1.jk石 Ⅱ A SA 790 645 450 31000

145 3226 8 磨石 /敲石 V AN C 725 530 480

257 9788 8 磨石 /敲石 V SA 36500 SH

47 2018 8 H-3 磨石 /蔽石 IB AN C 900 SH

10238 8 石皿 /台石 A TU 2040 1660 190000 くぽみ有

4115 8 石 皿 /台石 B AN C 2400 1795 510 3100Ю 0

8 H2 石皿 /台石 D 1730 1480 290000 ○

259 3129 8 L06 石皿 /台石 B AN C 2125

259 16163 8 L06 石 皿/台石 B 仏30α 00

259 1133ユ 8 L06 舒 2 石 I1/台石 B TU 2275 1720 146000

259 54 10462 8 石 Il 1/台 石 B AN C 1915 1780 610 196100
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石皿・台石 (148～ 154)148は凝灰岩製で,やや風化

が激 しく下半部を欠 くが,中央が磨 り窪み,横断面形が

U字状を呈する縁をもつ石皿で,石皿 。台石類 A類 とし

た。149～ 154は ,ほ ぼ平坦な面をもち,面上の凸部を

中心に磨痕・磨滅が認められるもので,石皿・台石類 B
類 としたものである。150はやや平坦な面をもつ砂岩製

の礫で,明確な使用痕はみられないが,台石に近い形態

をもちD類とした。礫面には赤化やスス状の炭化物の付

着が認められる。

② Ⅶ層出土石器

石鏃 (155～ 187)155。 1561ま 中≧をもつ石鏃である。

中茎は,最大幅の半分程度の幅があ り,扁平で基端部が

内弯気味となる。157・ 159は基部が外弯する円基鏃で A
類 とした。158は円基に近い形態であるが,基部中央に

小さく扶 りが入ることから別類 (F類 )と した。162は

欠損のため明確 さを欠 くが B類 としている。160・ 162・

163～ 166は 内弯状の浅い凹基鏃で C類 とした。 167・

168は 凹基鏃で D類 とした。169～ 179。 1811よ鍬形鏃の

範疇にはいるもので,E類 とした。180は非対称 となる

脚部をもつ円脚鏃である。

石匙 (188)身 部に対 してやや大きめのつまみ部をもつ

横型の石匙で,刃部は両面から丁寧に調整されてお り,

石匙 Ⅱa類 とした。石材は黒色で透明度が低 く少量の不

純物が入る黒曜石 V類である。

スクレイパー (189～ 195・ 197・ 198。 200～ 202・

204～ 207・ 250)一定の連続性をもって剥片の側辺及

び末端辺などに二次調整が加えられたものをスクレイパ

ーとした。また基本的には,素材剥片の側辺部分に調整

が施され,鋭角な刃部をもつものをサイ ドスクレイパー
,

末端辺に角度の大 きい刃部をもつものをエンドスクレイ

パーとし,上記以外をスクレイパーとしている。197は

図右側縁に表裏から調整が加えられてお り,右側縁及び

下辺に剥離による部分的な快 りがみられる。200は楕円

形状で全周に調整が加えられてお り,ラ ウンドスクレイ

パーとした。取 り上げ層位はⅦ層であるが細石刃文化期

の遺物である可能性がある。250は多孔質安山岩製の大

型剥片で,打製石斧の可能性 もあるが,図右側辺を刃部

とするスクレイパーとした。

楔形石器 (208～ 210)上 下に対向する剥離があ り,

上下辺に階段状の剥離, もしくはつぶれなどがみられる

ものを楔形石器 とした。加工痕・使用痕剥片としたもの

第 96表 第 6文化層石器計測表 (5)

の中にも,楔形石器の可能性のあるものが含まれている。

二次加工痕剥片 (199・ 212～ 218・ 220)素材剥片剥

出後に,二次的な調整加工がおこなわれたとみられる石

器のうち,非定形的な石器を, もしくは定型的な石器ヘ

の位置づけが不明確なものを加工痕剥片とした。

使用痕剥片 (203・ 219,222～ 226・ 228・ 232・ 235)

剥片素材で,縁辺部及び,先端部等に微細剥離 (小剥離),

線状痕,磨耗など使用による可能性がある痕跡がみられ

るものを使用痕剥片とした。

剥片類 (221・ 227・ 229～ 231・ 233・ 234・ 236～ 239)

石核 (240～ 242)240は 黒曜石 HC類 とした不定形礫

形状の石核で,90° 単位で打面移動を行っている。241・

242は黒曜石ⅢU類製の石核で分害J面 を打面とし,基本

的に作業面を固定して剥片剥離を行なう。

石  (243～ 249)2431よ 砂岩製で,剥片素材で部分的

に剥離調整が加えられた後,両側面に研磨を施す。上下

辺とも刃部に断面近い形状をもつが,風化の為か刃部の

研磨は不明である。245はやや薄手のホルンフェルス剥

片製で,剥離調整により形状を整え刃部のみ研磨を施す

直刃で弱凸弱平刃の小形の石斧である。246は灰色の良

質な頁岩剥片製で,剥離により整形 し,両側面 。刃部の

ほか基部稜上に研磨が及ぶ。平面形態は撥型の直刃で ,

弱両凸刃の両刃の小型石斧である。244は基部の中央で

膨 らむ不定形な小型の石斧で,剥離整形後,ほぼ全面に

研磨を施す。刃部は剥離が生 じているが,偏刃で弱凸強

平刃の片刃石斧 とみられる。247は不定形な平面形態で

あるが,基部の欠損後の再加工によるものとみられる。

刃部は外弯気味の直刃で,弱凸強平刃の片刃石斧である。

左右側辺は細加工 とみられる剥離調整が,研磨面を切っ

ている。248は撥型を呈する直刃の磨製石斧で,剥離整

形後,基端部を含む全面に研磨を施す、刃部断面は強凸

強平刃の片刃石斧で,研ぎ直 しにより刃部に変形が生 じ

ている。249は不定形なホルンフェルス製の磨製石斧で ,

折れ面に研磨を加え,折れ残った基部を再利用 したとみ

られ,弱 凸強平刃の片刃石斧である。243。 244。 248。

249は g-1区Ⅶ層出土で,比較的近接して出土している。

礫器 (251～ 259)ホ ルンフェルス・砂岩・多孔質安

山岩の礫 もしくは厚みのある剥片に,加工 。調整が加え

られているもので,形態は多様である。2511よ節理面の

多い厚みのある盤状の剥片の側辺部分から端部にかけて

調整が加えられてお り,尖頭状を呈する。

挿図No 図No ,全図Ne 取上No 筵イヒ痴 遺構 分類Ll 分類L2 石材LI 長さlcm) 幅lcm) 厚さにEll 重量(gl 接合No 使用痕 備 考

260 1633 7 H‐3 石鏃 SH 250

260 1637 7 H3 石鏃 040 093 脚部欠損

260 14134 7 と 1 石鏃 A OB 3 205 O ttD 283

260 9841 7 hお 石鏃 F4 295 欠損

260 11116 7 h‐3 石鏃 A SH 205 200 045 先端部欠損

13947 7 と1 石鏃 OB 3 100 025 031 先端部欠損

260 9367 7 石鏃 OB 3 100 020 030 欠損

260 9597 7 件 0 石鏃 B OB 3 200 19D 右脚部久損

260 3204 7 H‐4 石鏃 CH lm) 002
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第 97表 第 6文化層石器計測表 (6)

挿図No 図No イな回Ne 取上No 遺構 分類Ll 分ツ買L2 石材と1 石材L2 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重景(g) 接合No 備 考

260 一 括 7 L06 争 0 石鏃 Cl OB 3 欠披

260 10459 7 L06 石鏃 OB 3 086 025 027 先端部欠帳

260 8794 7 L06 子1 石鏃 OB 3 185 先端部欠警

260 9396 7
=1

石鏃 CH 050 欠損

260 14276 7 L06 石鏃 D2 OB 3 030 037 左脚部欠誓

260 9808 7 L06 石鏃 OB 160 040 059

260 14439 12 石鏃 OB 8 170 040 060

260 4263 7 L06 石鏃 E3 OB 2C 150 050 052 先端部欠誓

260 11184 7 L06 争 2 石鏃 OB 255 060

260 73 15256 7 L06 ,4 石鏃 E2 OB 235 050

260 74 16369 7 石鏃 レ Cコ

ユ1164 7 L06 ワ 石鏃 1 095
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第 98表 第 6文化層石器計測表 (7)

-73-



響

蛉

２４３

沼

川

‐キー

‐――

―――

―――

‐――

キーー

Ｕ

緯
Ⅷ
院
Ⅷ

礁

‰

Ⅷ
0            5cm
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一第271図 第6文化層Ⅶ層出土石器 (12)
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1                     265

第272図 第6文化層Ⅶ層出土石器 (13)
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275

第274図  第6文化層Ⅶ層出上石器 (15)

第 99表 第6文化層石器計測表 (8)

⑩
‐∩
響
‐つ

|

|

0
挿図No 図No 取上No 目位〕 〔化煙 遺構 分類Ll 撥 L2 石材J 石材2 長さにrr 重量債 接合N( 備考

269 245 7 石斧 HF 825

7 と3 石斧 SA

11093 7 石斧 HF 775 200

7 舒 l 石 斧 HF

249 9443 7 餅 1 石 斧 HF 805 465 8772

250 9986 7 スクレイパー AN C lttЭ  l;

270 7 L06 H‐4 礫器 HF

252 1623 7 H3 礫器 SA 1220 290 1475t

1789 7 H‐2 礫器 SA 1230 350 隧66(

270 7 礫 器 SA '3■ 5'

255 13537 7 14 礫 器 SA 1255 440

256 7 H2 礫 器 SA 1035 450

257 7 礫器 SA !601

258 15716 7 礫器 AN C

259 1999 7 L06 H‐4 礫器 AN C 1■ 25 320

272 7 磨石/敲石 Ⅵ SA 205 5931 S

272 7 磨石/敵石 I SA 3343 S

272 262 7 舒 1 磨石/敲石 IB AN C 480 6998 S

272 263 9449 7 舒 1 磨石/敲石 I AN C 550 430 S

272 264 1936 7 H2 磨石/敲石 I SA 3263 S

272 7 磨石/敲石 I AN C 905 S

272 266 3823 7 磨石/敲石 I AN C 850 570 S

267 3360 7 磨石/敲石 ⅡA AN C 930 505

272 268 159[ 7 磨石/敲石 ⅡA SA 525

273 269 一 括 F 7 L06 磨石/敲石 ⅡA SA 230

273 382( 7 磨石 /改石 ⅡA SA

273 7 磨石/敲石 Ⅱ A SA 745 650

273 16051 7 磨石/散石 Ⅲ AN C 975 770

273 273 7 磨石/敲石 IA SA

7 磨石/敲石 IB AN C 255

274 275 一括7 7 磨石/敲石 V AN C 5紹Э

274 276 395遷 7 [7 磨 石 /誨石 V AN C

277 7 ∈3 磨 石 /磁石 V AN C 5「30 10

-79-



第275図 第6文化層ⅥI層出土石器 (161

10cm
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磨石・敲石類 (260～ 277)260は扁平な砂岩剥片で ,

平滑な礫面上に線状痕がみられ,砥石として使われた可

能性がある (Ⅵ 類 )。 261・ 263～ 266は磨石敲石類 I類

とした。267～ 271。 2731よ 表・裏に磨面があ り,表・裏

面及び側縁部に敲打痕がみられることから, ⅡA類 とし

た。262・ 274は表裏に部分的に弱い磨面があり,端部に

敲打痕がみられることからⅡB類 とした。272は裏面に

磨面があり,周縁部及び表裏面の中央に敲打痕がみられ ,

表裏面上に浅い窪みが生 じてお り,Ⅲ類 とした。275～

277は 端部を中心に敲打痕 (剥離)がみ られるもので ,

第276図 第6文化層Ⅶ層出土石器 (17)

V類 とした。

石皿・台石類 (278～ 282)278～ 281は 平坦な磨面を

もつ B類で,片面に磨痕・磨減面がみられるものが多い。

281は被熱による赤化や表面の剥落により磨面が顕著に

残っていないため,D類 としたが,B類に類するもので

ある。

第 100表 第6文化層出土石器計測表 (9)

挿図No 図No 取上No. 層位bl 層位Ⅸ tIと煙遺構 グ1)ッ
l 分類Ll 鰊 L2 石材1 石材2 民さ伽 重量(gl 接合N( 糊棋 被熟 破砕 備考

275 7 Lつ 石皿/台石 B AN C 2&30 246( 520 490000

275 279 9729 7 L06 蟄2 石皿/台石 B GR 2230 l名3( 2,80000

275 280 7 L06 H2 石皿/台石 B AN C 2945 Z5釈 285 2,80000

276 3984 7 L06 石皿/台石 B AN C 2290 196C 500 280000 ○

276 282 7 L06 I鬱 石 皿 /台石 D AN C 223{ 15∝ H81 4,70000 ○ O

-81-



第 7節 第 7文化層 (Ⅵ a層 縄文時代早期 2)の調査

1 遺構 と遺物

Ⅵa層 は鬼界アカホヤ火山灰 (K― Ah 約 7,300年 前),

とSz― H(約 8,000年前)の二つのテフラに挟まれた遺

物包含層で,集石及び縄文時代早期の土器 。石器などが

出土する●。

集石は 13基が検出され,径 30～ 40cm程 度の礫が周

密に集まり,掘込みをもつタイプがみられる。桐木側調

査区,I-5区 の台地上縁辺の東向きの緩斜面上で 1号～

4号集石が,K-4区 東allか ら入る迫頭近 くで 12号集石が ,

H-4区 の緩やかな傾斜をもつ台地面上で 6号・7号集石 ,

その北東 I-2区で 5号集石が検出されている。耳取側

調査区では北西の谷に面する尾根状の部分で gof-1区
で 11号集石,その東側の緩斜面上で 9号・10号集石が検

出されている。遺物の分布範囲は,集石が検出されてい

る範囲と重なるが,分布の密度が比較的高い部分は,桐
木側調査区のK-5区 ,I。 」-1・ 2な どで,集石検出位

置とややずれる傾向がある。

2 遺構

1号集石 Ⅵa層の下位,パ ミス層上面で土坑状の掘込み

を検出した。掘込みは長径 1.16m,短径 0.65m及び0.4m

のヒョウタン型に括れる形状で,検出面か らの深 さ

038mの やや不整形で大形の掘込みである。礫は括れの

上方の狭い部分に最も集中し,掘込み底面まで礫が検出

される。掘込みの側面はPllの パミス層で,下面ではや

や粘性を帯びた土壌となる。

2号集石 拳大の比較的大き目の礫が平面的にまとまっ

て検出された集石で,上下の重なりは少なく,災化物も

認められず,掘込みも検出されなかった。

3号集石 中央部分にやや礫が集まる部分があり,その

周辺に平面的に礫が散在する集石である。微細な炭化物

がまばらに散布する。掘込みは認められていない。

4号集石 I-5区の3号集石r隣接する位置で検出され

た集石である。平面上は散在的であるが,3か所で数個

ずつの礫が集まり,検出礫には有意なレベル差がみられる。

炭化物の散布は認められず。掘込みも検出していない。

12号集石 K-4区 検出で,径 10cm前 後の礫が主体を

占め,比較的まとまりがある。図中央やや右よりの部分に,

礫の上下の重なりがみられる。礫が密集する部分で若干

の炭化物が認められた。掘込みは確認されていない。

6号集石 H-4区 検出で,小規模であるが比較的まと

まりのある集石である。中心部分では礫に上下の重なり

がみられる。掘込みは検出されていない。

7号集石 焼けて破砕したとみられる礫が多 く,半環状

に礫が分布し,一部で礫が上下に重なる部分がある。少

量の炭化物が検出されている。

8号集石 J-3区検出の集石で,図 中央及びその右側

の 2か所に礫の集中する部分がある。右側の集中部分か

ら掘込みが検出されている。掘込みの埋土は半土壌化し

第101表 第7文化層 1号集石計測表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 )

重量 (g) 11222 2870 15725

割合 (%) 1

重量 (g) ～100 -300 -600 ～1000 1000～ 備 考

個数 (個 ) 2

割合(%) 3

受熟変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 )

割合(%)

第102表 第7文化層 2号集石計測表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 7 2 3

重量 (g) 6186 1292

割合 (%) 74 4

重量 (g) ～100 -300 ～600 -1000 1000- 備 考

個数 (個 ) 4 0 0

割合 (%) 0 0

受熟変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 )

割合(%)

第 103表  第 7文化層 3号集石計測表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合 計 備 考

個 数 個 ) 7 0

重 量 409 0

割合 %) 0

重量 (g) ～100 ～300 -600 -1000 1000- 備 考

個数 (個 ) 7 4 0

割合(%) 0

受熱変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 )

割合 (%) 80

第104表 第 7文化層 4号集石計測表

石材 安山岩 砂 岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 5 2

重量 (g) 625 200 2540

割合 (%) 9

重量 (g) ～100 -300 -600 -1000 1000～ 備  考

個数 (個 ) l 0

割合 (%) 42 5 0

受熟変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 ) 2

割合(%) 74
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甘計:

コンタ図はVb層上面

0                          1C

第278図 第7文化層 (縄文時代早期2)遺構配置図 (1)
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コンタ図はVia層上面    酷ほと

0                         10m

第279図 第7文化層 (縄文時代早期2)遺構配置図 (2)
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第282図 第7文化層3号集石
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第289図 第7文化層 13号集石

たパ ミスとⅥa層 土が混ざったもので,やや水気を含んで

いる。掘込み底面 と,礫の間に0.5～ 3.Ocm程度の隙間

があ り,茶褐色の埋土で充填される。掘込み下面付近の

パ ミス (Sz-11)はやや赤みを帯びるが,炭化物はほと

んどみられない。

5号集石 I-3区 で検出した集石で,相対する 2か所に

分かれて礫が集まる傾向にあるが,概 して散混に礫が集

まった集石で,掘込み等はみられなかった。

13号集石 I-0区 検出の集石で,図 中央の 4層程度に

礫が重なる部分で,掘込みを検出している。掘込みの埋

土は周囲のⅥa層土 と色調では区別できないが,硬 さに違

いがあ り,礫の出土状況か らも掘込みと判断した。集中

部分以外の礫は平面的に散布する。

11号集石 耳取側調査区 g-1区検出の集石で比較的ま

とまりはある。掘込みはなく平面的に礫が散布する。集

石内からは礫と混在するように土器片が多 く出土している。

礫の検出底面は,下位のⅥb層 (Sz-11)か ら約 10cm

上位にある。径 2～ 3mm程度の微粒の炭化物が検出さ

れている。

1は 口縁部で口唇部はやや舌状を呈 し,外面にはやや

斜位に 3条並行の沈線が施されている。胎土や器面調整

の特徴から,2と 同一回体であるとみられる。2は H号
集石内及び周辺か ら出土 した土器片が接合 したもので ,

頸部から口縁部下までと,顕部から底部までに分かれるが ,

頸部の屈曲位置及び顎部付近の施文位置で合わせて復元

した。底部は平底 と見 られ,底部からわずかに外傾 しな

が ら立ち上が り,胴部上半でふ くらみをもち,顎部にか

けて徐々に窄まる。頸部の屈曲は弱 く,頸部か らわずか

に外傾 しなが ら,直線的に立ち上がる長 く間廷び した口

縁部をもつ。日縁部下は 3条平行の条線による斜格子文

のほか,器形に直行する並行条線間に環状の並行条線文

を施す。頸部及び胴部には貝殻腹縁を用いた刺突押 し引

きが螺旋状に施される。内外面とも粗いナデによる調整で,

胎土には小礫等を含む。いずれもIa類に分類 した。

9号集石 g-1区 ,Ⅵ a層面検出で,周密なまとまりを

もち,中心部は 3重程度に礫の重なりがある。検出の断

面形状か ら,若千の掘込みをもつ可能性が高いが,埋土

による識別はできない。断面図は,礫取 り上げ後の,礫
の下底 ラインで,掘込み底面に相当する可能性がある。

径 3～ 5mm程度の炭化物がみられるが,量的には多 く

第 105表 第 7文化層 12号集石計測表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 4

重量 (g) 6913 4748 14312

割合 (%) 6

重量 (g) -100 -300 -600 ～1000 1000～ 備  考

個数 (個 ) 6

割合 (%) 9

受熱変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 ) 0

割合 (%) 0
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第293図 第7文化層10号集石

はない。                       土による識別はされていない。また,断面図破線は礫底

10号集石 H-2区検出で,局所的に周密に礫が集まる, 面のラインを想定される掘込み面まで延長した推定ライ

中心部分では、4～ .6層 に上下に礫の重なりをもつ。平 ンである。

面及び断面は礫の検出状況から判断した,揺込みで,埋
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第106表 第7文化層 6号集石計測表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 6 0 7 データ無1

重量 (g)

割合 (%) 8 14

重量 (g) -100 ^‐300 -600 -1000 1000´ヤ 備 考

個数 (個 ) 4 1 データ無II炭化物1除く

割合 (%) 2

受熟変化等 赤化・白濁 1炭化物付着 1破砕 備  考

個数 (個 ) 0 データ無1,災化物1除く

割合 (%) 0

第 110表  第 7文化層 13号集石計測表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備  考

個数 (個 ) 8 0

重量 (g) 8688 1228 0 15058

割合 (%) 8 0

重量 (g) ～100 -300 -600 -1000 1000- 備  考

個数 (個 ) l 0

割合 (%) l 0

受熱変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 )

割合 (%) 93

第 107表  第 7文化層 7号集石計測表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合 計 備 考

個数 (個 ) 6 24

重量 (g) 3820 1270 5090

割合(%)

重量 (g) -100 ～300 -600 -1000 1000～ 備 考

個数 (個 ) 6 2 l 0

割合 (%) 0

受熱変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破 砕 備  考

個数 (個 ) 0 ユ

割合(%) 0

第 111表  第 7文化層 11号集石計測表

石 財 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 0 土器除く

重量 (g) 2908 975 0 4320

割合 (%) 0

重量 (g) -100 -300 -600 ～1000 1000～ 備 考

個数 (個 ) 2 0 0 土器除く

割合 (%) 48 6 0 0

受熱変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 ) 土器除く

割合 (%)

第 108表 第7文化層 8号集石計測表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 個 ) 8 9 l

重 量 1240

割合 %) 74 l

重 量 ～100 ～300 -600 ～1000 1000- 備  考

個数 個 ) 5 5 2

割合 %) 5

受熱変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 ) 42 8

割合(%) 100

第 112表  第 7文化層 9号集石計測表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 3 0

重量 (g) 3650 1063 0 18454

割合 (%) 6 0

重量 (g) -100 -300 -600 -1000 1000～ 備 考

個数 (個 ) 4 ユ 2

割合 (%) 5 l 2

受熱変化等 赤化・白濁 戊化物付着 破砕 備  考

個数 (個 )

割合 (%)

第 109表  第 7文化層 5号集石計測表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 個 ) 7 0

重量 3290 0

割合 %) 0

重量 (g) -100 -300 -600 -1000 1000- 備 考

個数 (個 ) 4 0

割合 (%) 42 42 0

受熱変化等 赤化・白濁 濃化物付着 破砕 備  考

個数 (個 ) 2 0

割合 (%) 8 0

第 113表  第 7文化層 10号集石計測表

石 材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 1 0 土器1除く

重量 (g) 10721 0

割合 (%) 1 0

重量 (g) ～100 -300 -600 -1000 1000- 備 考

個数 (個 ) 9 0 0 土器l除く

割合 (%) 0 0

受熱変化等 赤化。白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 ) 8 土器1除く

割合 (%) 9
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第294図 第7文化層土器出土状況
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3 遺物

(1)縄文時代早期末の上器

la類 (1～ 6)1・ 2は 11号集石内出土として,別掲 し

ている。3は これと同一固体 とみ られる日縁部で,日唇

端部は九味があ り,回縁部はわずかに波状を呈するもの

とみられる。日縁部外面には 3条が並行する条線文が斜

格子状に施されている。器面調整は内外面ともにやや粗

いナデがほどこされ,胎土に小礫 を多 く含む。4は 2条
並行の条線が斜格子状に施されるもので,器面は鈍黄橙

色で,調整は内タト面ともナデす胎土に軽石や細礫を含む。

5も 器面が鈍黄橙色で,調整は内外面 ともナデ,胎土に

軽石や細礫を含み,器壁の厚みもほぼ同じであることから,

同一団体の可能性が高い。 2条並行の条線のほか,曲線

文が施される。6は 4条単位の条線が斜格子状に施文さ

れる土器で,橙色を呈 し,胎土に長石・石英・細礫 を含

むが,器面調整は,外面が工具を用いたとみられるナデ ,

内面は丁寧なナデが施される。

ib類 (7)やや厚みのある胴部片で,器面は橙色を呈し,

内外面とも工具によるとみ られるナデが施される。貝殻

を施文具とするとみられる,連続 したやや浅い押圧で波

状の条線状の文様が施 される。胎土に長石・石英・細礫

を含み,器面調整は,内外面 ともナデされる。胎土,調
整等に Ia類 と類似する点があ り,かつ文様に違いがあ

ることからIb類 としたが,器種,形態とも不明である。

‖類 (8～ 15)月 径ヽのやや厚みのある平底の底部から外

傾 しながら立ち上が り,ほ ぼ直線的ないし,わずかに内

湾気味に回縁部に向かって開 く器形をもつ深鉢型土器で

ある。口唇部は平坦で,口唇外面に刻みをもち,全面に

条痕文 (条線文)が施される。日縁部は条痕文が綾杉状

に施され,条痕間が微隆起線状を呈する。8～ 11は 日縁

部で,いずれ も口唇部外面に刻があり,条痕文が綾杉状

に施され,条痕間が微隆起線状を呈する。8は胎土に石英・

長石を多 く含み,内面は横方向のナデ調整で,上端部は

口唇部に沿って強 くナデが施され,日唇部が内面側にめ

くれたようになっている。

10の 回縁部については土器付着炭化物による年代測定

をおこない BC5,490の年代値が与えられている。 (付編 3

試料 No.2)

9～ H・ 12・ 15は胎土に長石・石英のほか角閃石 。小

礫を含み,内面は丁寧なナデで仕上げられ,出土区胎土・

調整等か ら同一固体 とみられる。9～ 11は 口縁部で,内
面は条痕調整後,丁寧なナデで仕上げられる。12は胴部

片で,条線文が綾杉状に施されている。15は小径のやや

厚みのある平底の底部で,タト面は条線文が綾杉状に施され ,

内面はナデ調整で,刷毛目状の工具痕が残る。13は 胴部

片で,器面は鈍黄橙色を呈 し,外面はやや粗い斜位の条

痕文で条痕間に微隆起を生 じてお り,内面は丁寧な条痕

が施される。胎土には軽石や小礫・石英を含む。14は 胴

部片で,器面はやや赤味の強い橙色,外面はやや縦位方

向の粗い条痕文が施され,条痕間に明瞭な微隆起を生 じ

ている。内面は条痕調整後,横方向に磨 きに近い丁寧な

工具ナデを施す。胎土にはやや粒径の大きい長石・石英・

軽石・礫を含む。

0開

'4鞠

緯亨5

羽馨Ⅷ麟   康7

第295図 第7文化層 (縄文時代早期2)出土土器 (1)
第 114表 第 7文化層 (縄文時代早期2)土器観察表

0               1ocm

器 種 部 位 分類型式 .Fjl整 文 巌 取 り上げ番号 (備 考 )

電文早期芽 口 縁 [a類 ナ デ 沈 線 釦 苦 搭 8738881711集 30

電文早期芽 深 鉢 a壊 条痕 ナデ 条TR 刺突 φ也1争

3 電文早期努 Ia類 ナ テ 条線 鈍 黄 橙 87237996.8734
患文早期メ 深 鉢 打同部 条線 鈍 黄 橙 8669

電文早期身 深 鉢 条 線 鈍 黄 橙

鼈文早期芽 丁-5 深 鉢 条 線 橙 3755未 注 記

砥文早期芳 富-32 深 鉢 流 赤 橙

騒支 早 期 , I-3 深鉢 口 縁 Π類 条痕  ナ デ 粂 痕 明貢褐 139513941383他 2れコ

深鉢 口縁 Ⅱ頻 条 痕 ナ デ A 135113481350他 3個 原 に キ

竃支早期拐 深 鉢 口縁 Ⅱ頬 条 痕 ナ デ 条 rrt 口採にキザ ミ

騒文早期引 口 縁 u類 条痕 ナ デ 条 痕 釦 昔 袴 872 口唇 に キザ ミ

琶文早期引 H類 ナ デ 条痕 明 責 褐 3891352,14041417他 4組

13 毯文早期舅 Ⅱ類 条痕 ナデ 条 lit 鈍費 裕 14001396,未 注記2個 内面にミガキ状の条痕

電文早期Я H-2 浜 鉢 胴 部 Ⅱ類 条
FA 

ナ デ 条涙 橙 1183ユ 171

電文早期Я IH-3 深 鉢 底 部 条痕  ハ ケ 条痕 橙 14141408,1410他 3個
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(2)石器

石鏃 (16～ 28)16は黒曜石Ⅲ類製で,背面の一部に自

然面を残し,腹面の一部にも主要剥離を大きくとどめるが ,

先端部及び左脚部の欠損は使用に伴うものとみられ,製
品として扱った。欠損により明確性を欠 くが,平基の石

鏃とした (B4類 )。 17は透明感の無い灰白色の黒曜石Ⅷ

類製の石鏃で,基部は平基で,右脚部を一部欠 くが B類
とした。19・ 20は浅い凹基の基部形状をもち,外形が正

三角形に近い三角形鏃で Cl類に分類 した。19は 黒茶褐

色の頁岩製である。20は黒色ガラス質で不純物をほとん

ど含まない良質な黒曜石Ⅳ類製であるが,二次的に被熱

を受け,背面の左辺部分から先端部及び腹面の大半が表

面に細かい亀裂を生 じ,黒灰色に変色 している。21は 青

灰色を呈する良質な安山岩製で,外形が二等辺三角形状

を呈 し,基部が浅い凹基で C2類 とした。22は青灰色で

透明度が低い黒曜石Ⅵ類製で,右脚部を欠損するが,脚
部両端から三角形状の明瞭な快 りが入る。側辺は外湾気

味で粗い調整により鋸歯状を呈する (D3類 )。 23・ 24は

いずれも灰白色の黒曜石Ⅷ類製で,脚部両端から三角形

状の狭 りが入るため D類 としたが,脚部が端部から外湾

気味にふ くらみ,中間で窄まり,上部で三角形状に尖る

形状をもつ (D3類 )。 25は 黒色の良質な安山岩製の石鏃

で,基部にU宇状の狭 りが入る二等辺三角形鏃で E2類
とした。26は黒曜石Ⅷ類製で基部にU字状の狭 りが入る

が,両側辺が鋸歯状を呈する長身の石鏃で E2類 としたが ,

鍬形鏃の範疇には含まれない。27は灰黒色のチャー ト製

で,基部はU字状の扶 りがあるが,返 しが尖 り,側縁下

半部に膨 らみのある外形をもつ長身石鏃で E3類 とした。

28は 黒灰色の良質な安山岩製の石鏃で,脚部を欠損する

ため F4類 に分類 した。

スクレイパー (29～ 33)29は黒色で透明度の低い黒曜

石 V類製で右側辺に連続する二次調整が加えられている

ためスクレイパーとしたが,石鏃の未製品ともとれる。

30は 白色及び濁白色の不純物を含む黒曜石 ⅡC類のやや

厚みのある剥片で,分割された剥片の側辺に粗い調整が

加えられている。31は灰色で緑色の縞のある良質な頁岩

製の剥片で,素材剥片の打瘤部分及びその背面側に剥離

調整を加えている。32は 黒灰色で不透明な黒曜石Ⅷ類製

第 115表 第 7文化層石器石材組成一覧表

で,剥 片の切断面に粗い二次調整を加え,鋸歯状の刃部

としている。33は灰色の良質な安山岩製の剥片の側辺に

表裏から平坦な剥離調整を加えている。末端辺には微細

な剥離が生 じている。

加工痕剥片 (35～ 37)34は茶褐色の頁岩製の剥片で ,

図下辺左側及び左辺上部に調整剥離がみられる。35'36
はいずれも灰白色の黒曜石Ⅷ類の剥片で,二次調整が加

えられている。35は折れにより剥片形状が不明確,36は
厚みがとれていないため加工痕剥片としたが,石鏃未製

品の可能性がある ?。 37は 青灰色の珪質頁岩の剥片で ,

上辺に二次調整が加えられている。

使用痕剥片 (38・ 39)38・ 39は茶褐色の頁岩製の横長剥

片で,38は左側辺下半に,39は 下辺及び右上辺に微細な

剥離痕がみられる。

石核 (40。 41)40は不純物を含む漆黒色の黒曜石 I類

製で,分割礫素材で,上下に打面をもち主に同一作業面

上で剥片を剥離する。41は 白色の不純物が多 く含まれる

ため石材分類に再考すべ き点があるが,Ⅲ 類と思われる

黒曜石で,背面に風化の進まない自然面があり,分割面 (上

面)及び左側面から同一作業面上で剥片剥離をおこなう。

磨石敲石類 (42・ 43)42は砂岩製の扁平な円礫で左半

部を欠損するが,表裏に磨面があり側縁部分に敲打痕が

みられる (Ⅱ A類 )。 43は多孔質の安山岩製で,裏面に

磨面があ り,側縁部及び裏面中央に敲打痕がみられ,裏
面中央は浅 く窪む (Ⅲ 類)。

棒状敲石類 (44)扁平棒状の頁岩の亜円礫で,表裏に擦

痕がみられ,下端部に小さく剥離が生 じている。

軽石製品 (45,46)45は 表裏に円形の窪みをもつ軽石

製品である。46は 明瞭な加工はないが,裏面に滞状に窪

む部分がみられる。

(注 1)S2-111ま粒径3～ 8mm程度のパミスを主体とするテフラで,通

常ブロック状にⅥa層 とⅦ層の間に堆積するが,本調査区の主要な部分

では比較的安定しており層状に堆積する場合が多い。

(注 2)上記2点ほか黒曜石Ⅷ類製石器の出土地点付近2が所で,黒曜石

Ⅷ類の砕片類 (石鏃製作に伴う砕片類を含む)の集中部分があり,石鏃

製作跡と判断したが,報告で図示しなかった剥片・砕片類の黒曜石の石

材の細分が未Tのため遺物分布図にその位置を明示できなかった。

第7文化層

1石鏃 ユ 1〔

2細石刃核 1 1

3石匙 1

4スクレイパー 1

5二次加工痕剥片

6使用痕剥片

7剥片

8石核 l

9チップ 1 1 11

10軽石製品

11棒状敲石 ユ

12磨石/敲石 1

合計 ユ ユ ユ ユ
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第 H6表 第 7文化層石器計測表

第300図  第7文化層出土石器 (3)

J講 図No 図No 丈I瞬 遺構 分類LI 分類L2 gttLl 百材B 長さ(cm) 中嗣(cm) )厚 さ■m) 重丘12) 接合No

298 6 13793 6 T‐2 石 鏃 3 190 104 欠損

298 1380 6 石 鏃 B 255 080 285 石脚部欠損

298 6 石 鏃 A 150 150 030 先端都欠損

298 9 15203 6 石 鏃 200 075 262

298 8630 6 L07 石 鏃 Cl 4 195 095

298 889 6 L07 石鏃 A 240 145

298 3785 6 L07 [6 石 鍬 6 250 200

298 3745 6 L07 卜5 石 鋤 8 040 有脚部欠損

298 3707 6 L07 T5 石鏃 8 030 左脚部欠投

298 6 L07 6 石 鉱 AN A 220 055 150 先端都欠損

298 3751 6 石 鏃 8 255

298 8546 6 宮‐2 石 鏃 050 先端部欠損

298 28 4176 6 L07 J3 石 鏃 FJ A 220 030 082 欠損

29 1509 6 Ll17 卜1 スルム,学 サイドスクレイアヽ一 OB 5 285 050

298 30 12781 6 スルム,‐ 500 1087

1559 6 L07 スルムユヽ一 090 686

3766 6 5 ス分イ′学 8 295 594

1096ユ 6 野2 鞠 Ⅷ キ A

34 1576 6 二殉1工涙剥片 180 446

1338 6 二荊‖工涙刷片 8

36 1135 6
=殉

匝翻 片 8 185 070

299 37 4187 6 二劾‖工装別片 SB

38 1130 6 使用痕剥片 255 400 577

2096 6 ltq痕 黒‖片 363 500 100 1118

8685 6 L07 劇 石核 1 1324

6 L07 石 核 3 300 140

15201 6 L07 磨 ,砺 ⅡA 1180 34818 S

8610 6 L07 磨石刑石 皿 C 1320 360 58455 S

44 1473 6 棚 脳 B 205 2859 S

1492 6 軽石製品 PM 1205 21039

301 1145 6 襲石理品 PM 1880 1100 32150
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第 8節 第 8文化層 (Ⅳ 下・Va層 縄文時代前期～

中期)の調査

1 遺構 と遺物

鬼界アカホヤ火山灰 (Vbtt K― Ah 約 7,300年 前 )

の上位,霧島御池テフラ (Ⅳ btt Kr一 M 約 4,600年

前)の下位に位置する包含層で,鬼界アカホヤ火山灰の

腐植土 (Va層 )と Sz-7のパ ミスを含むⅣ下層に分層

される。調査当初Va層 として調査をおこなっていたが ,

Va層上部に K一 Ah起源のパ ミスと異なる白色のパ ミ

スが含まれていることが判明し,ま た,こ の部分で若千

の土質の変化があることが分かったため,こ れが時代・

時期区分に対応する可能性があることを考慮 し,Va層
の上部をⅣ下層として細分 し調査をおこなった。

Ⅳ下層・Va層から出土している遺物は,土器編年上 ,

縄文時代前期及び縄文時代中期に位置づけられているも

のを含むが,調査の結果,両層の境界部分は漸移的で分

層が困難な部分 もあり,ま た,分層 して取 り上げた土器

の形式について検討 したところ,取 り上げ層位 と土器の

形式的区分 とに対応関係をみいだすことはできなかった。

このため,Ⅳ 下層,Va層 を縄文時代前期～中期の遺物

包含層として報告 した。

Ⅳ下層及びVa層からは土坑及び集石 4基が検出され

ている。

土坑は耳取側調査区の北西の谷に面 した尾根状の高位

部分の東側斜面から台地内側寄 りの迫状の低位部分に近

い場所で検出されている。また, 2号集石は土坑検出位

置からやや北寄 りのほぼ同じレベルの東向きの緩斜面上

で検出された。 3号集石, 4号集石はこの追の底面部分

に近 く,こ の付近の最下面を挟み 3号が西側,4号が東

側に約 5mの距離を置いて検出されている。

1号集石は桐木偵I調査区の」-3・ 4区 ,台地上と緩や

かに迫に下る南東向きの緩斜面の転換点付近で検出され

ている。

遺物の分布域は,桐木側調査区ではM-12・ 13区の

一部に部分的に土器が散布する地点がみられたが,主 な

遺物の分布域は」～ L-6区 以北から耳取側調査区にい

たる東西から入る谷に挟まれた緩やかな傾斜のある台地

上部分であり,概ね遺構が検出された部分 と遺物出土の

濃密な部分に相関的関係を認めることができる。

I・ 」-3・ 4区及びその周辺の一部の遺物の出土の空白

もしくは希薄な部分は,宅地等により,V層面まで削平

を受けていた部分に相当する。また,耳取調査区と桐木

調査区の間の空白は,旧 国道 10号線の道路敷き部分に相

当し,既に包含層が残存 していなかった部分にあたる。

2 遺構

(1)土坑

耳取側調査区h-2区 Vb層上面検出の土坑で,検出

面で長軸約 1.1lm,短軸約 099m,検出面からの深さ約

0.34mを測る隅丸方形に近い形状をもつ土坑である。

部分的に樹痕による影響を認めるが,形態的には安定

第117表 第8文化層 1号集石計測表

石材 安山岩 砂 岩 粘板岩 その他 合 計 備 考

個数 (個 ) 5 11 データ無4

重量 (g) 11670 2557 16837

割合 (%) 5 11

重量 (g) ～100 -300 ～600 ～1000 1000- 備 考

個数 (個 ) ] 0 データ無4

割合 (%) ユ 0

受熱変化等 赤化'白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 ) データ無 4

割合 (%)

第118表 第 8文化層 2号集石計測表

肩材 安山岩 砂 岩 粘板岩 その他 合 計 備 考

個数 (個 ) 9 0 ] 土器1除く

重量 (g) 547 0 ユ 1641

割合 (%) 0

重量 (g) ～100 ～300 ^ヤ600 ～1000 1000～ 備 考

個数 (個 )

割合 (%)

17

81

4

19

0

0

0

0

0

0

土器1,OPl除く

受熟変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 ) 7 土器1,OPl除 く

割合 (%)

第119表 第8文化層 3号集石計測表

石 材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 3 1 ユ

重量 (g) 838

割合 (%)

重量 (g) ^ウ100 -300 -600 -1000 1000- 備 考

個数 (個 ) 4 0 0

割合(%) 75 0 0

受熱変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 ) 2

割合 (%)

第 120表  第 8文化層 4号集石計波1表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 5 0

重量 (g) 5727

割合 (%) 7 0

重量 (g) -100 ～300 -600 へ‐1000 1000～ 備 考

個数 (個 ) 0 0

割合 (%) 0 0

受熟変化等 赤化・白濁 1炭化物付着 1破砕 備  考

個数 (個 ) 8

割合 (%)
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第303図 第8文化層 (縄文時代前 。中期)遺構配置図 (1)

/

コンタはVi a層上面

0                         1om

第304図 第8文化層 (縄文時代前 。中期)遺構配置図 (2)
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した土坑である。埋土はⅣ下層の径 lcm程度の白色のパ

ミスを含む責褐色土を主体 とするが,下部は自色のパ ミ

スを含まず黄橙色のパ ミスを含む黄橙色火山灰質土 (V

a層相当)で ,埋土中か ら礫及び小片のため図化で きな

かった土器片が出土 している。埋土から縄文時代前期～

中期に該当するものとみられる。

(2)集石

1号集石 桐木側調査区 J-3。 4区 ,Ⅳ下層検出の集石

である。集石の中央部分,破線で示 した範囲で集石礫の

下面から焼土を検出している。

検出した焼土は厚みがなく,ラ ミナ状の構造 ももたな

い薄いものである。焼上の検出された範囲,及びその北

側の礫の散布に重なって炭化物が検出されている。掘込

みは検出されていない。

1は 1号集石内か ら出土 した土器片で,小片のため器

形等は不明である。外面の色調は暗茶褐色で,調整は比

較的丁寧なナデで,切 り合いをもち交差する沈線文が施

される。内面は茶褐色,工具によるとみられるナデが施

されるが,形式等は不明である。

2号集石 g-2区 で検出された集石で,検出面はⅣ下

層中である。礫は比較的まとまりを持っているが,礫が

周密 となるような中心部はもたない。礫 に受熱痕跡のみ

られるものは少なく,炭化物 もほとんどみ られない。掘

込みも検出されなかった。

3号集石 御池火山灰の下位のⅣ下層面で検出された集

石である。2号集石から東側に約 6m離れた h-3区 の緩

斜面上で検出されたものである。安山岩系の石材が多 く,

礫の焼けや破砕もみられるが,掘込みはみられず,炭化

物もほとんどみられない。

4号集石 耳取側調査区h-4区で検出した集石で,2m
四方の比較的広い範囲に若干の上下差をもって礫が散布

する。御池火山灰の下のⅣ下層面の検出で,ア カホヤ火

山灰の20cmほ ど上位に位置する。掘込みは確認されな

かった。

__L=2949m

0                   1m
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第305図 第8文化層土境
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3 遺物

(1)縄文時代前期 。中期の土器

I類土器 (2～ 18)

2は わずかに外反する日縁部であ り,内外面 とも文様

を施す。外面は口唇部に沿って 2段の列点とその下に 5

本の横凹線を施 し,さ らにその下を短凹線で鋸歯状の文

様を描 く。内面は 5条の横凹線を描 き,日唇部には数点

の列点をハの字状に施す。外面の文様は胴部から口縁部

の方へ描かれ,最後に口唇部の文様が施される。内面の

調整はケズリ様のナデである。日唇部下位に補修孔が 2

か所観察される。その他の回縁部も施文パターンは一緒

であり,各文様の段数が異なるだけである。3～ 15は内

面の文様が喪失 したり,凹線が半載竹管を用いたりして

おり,よ り後出のものと考えられる。

鶴
塩 ,攀 爾 が

鰯鰯≦鰯鵜%禦訂 Ⅷ翻 3

ⅧⅧ岬練諄ⅧⅧ噂2娃
?T5

江す盛ζl       :煮喜1鰐患慈     ^→ぉぉ           ハ́

ヅ 6     
圧'猟

ぐ ざ W   
′′   I

緯 ♭ 悦 飴 膚 韓

ム  脳 臨鰍 翻 睦 椎  碑鞘藝辮鶏鱒鰈鐵機F~/9   -鵜鮎〒15ⅧⅧⅧW16鰯娃ど17Yヾ斡|

悦 %血 悦М江。

ガ劉ヽ
第310図 第8文化層 (縄文時代前 。中期)出土土器 (1)
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第311図 紳 文化層 I類～W類土器H主状況
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△ lll類 土器
AV類土器
△V類土器
△M類土器
△VI類 土器
△Ⅷ類土器
Δその他の上器

炭化物
礫

01   Y 1   20m

第312図 第8文化層Ⅲ類～Ⅶ類及びその他の上器出土状況
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第313図 第8文化層 (縄文時代前 。中期)出土上器 (2)

入るものである。通常の条痕のように交差 して重なる部

分はなく,文様効果を狙っていると考えられる。24～ 26

及び 28は 口縁部に低い隆帯で文様を描 く。27は胴部が

やや膨 らみ,わずかに頸部で締まり,若干内弯する日縁

部に至る。30～ 35は外面 も横方向の条痕が施され,そ
の後に縦方向の条痕をやや雑に残 している。35は かなり

くびれる頸部であり,V類 に入る可能性 もある。

iV類土器 (36'W44)

III類土器 (24～ 35)                 36は 回径 13.4cm,高 さ 16.9cmに 復元できる尖底土器

内面は横方向の条痕であるが,外面は縦方向に条痕が である。胴部最大径は中央よりやや上にあ り,頸部でゆ

４

内

〃

り

‖類土器 (19～ 23)

19～ 23は やや外反する日縁部で日唇部を丸 く収める

土器である。器面調整は,内面には貝殻条痕を浅 く残 し,

外面は丁寧なナデによるものである。背の低い細めの隆

帯を巡 らすことが特徴である。隆帝上面には鋭いヘラ状

工具による傷が規則的に並び,そ れに対応するように下

面は指で押さえたような痕跡があり, ミミズ腫れ状となる。

鋭いヘラ状の工具は爪の可能性もあり検討を要する。
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0                 10cm

第314図 第8文化層 (縄文時代前 。中期)出土土器 (3)

るく締ってからわずかに開く口縁部にいたる。底部はわ 孔の姑になる部分が欠損 しているために,孔同士の間隔

ずかなが ら平坦面がみられる。37は 九みを帝びた尖底の は不明である。穿孔は外面か らのみ行われている。40・

土器であり,胴部上半までが残存している。砲弾形をなし, 411よ尖底であり,40は わずかに直径 1.8cmの 平坦面をも

胴部上位に煤が付着 している。器面調整は外面が丁寧な っている。

ナデによるものであ り,内面は横位の粗いナデである。 V類 土器 (45～ 51)

38は胴部以下が残存する尖底の土器である。胴部でわず  45は 内外面とも横方向の貝殻条痕による器面調整によ

かに内側へ屈曲し,それ以上に煤が付着 している。内外  り,数本を単位とする縦位の沈線が間隔をおいて施される。

面 とも貝殻条痕による調整であり,底部から順次上の方 50はほぼ球形になる胴部であ り口縁部及び底部は久損 し
へ成 されている。貝殻条痕の方向は一様でな く土器の持  て全体の器形は不明である。器壁は 7mmと 比較的薄 く,

つ位置を変えながら器面調整を行ったと考えられる。こ 内外面 とも貝殻条痕による器面調整である。文様は胴部
の土器には 3箇所に補修用の穿孔が見 られる。丁度補修 が内湾する部分より上の方に施され, 3本以上の縦位の
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沈線の後, 4条の重弧文を連続 して描 く。胎土には金雲

母が多量に含 まれ,大隅半島で産出する粘土であると考

えられる。胴部最大径付近に煤が帯状に残っている。46

～ 491ま わずかに内湾する日縁部を持ち,内外面とも貝殻

条痕を強 く残す土器である。口縁部に粘土紐による弧状

の文様を施 し,そ の上を貝殻腹縁によって刻む。この土

器は春 日式土器に類似 した文様が描かれるが,器形が異

なリキャリパーの形が未発達な段階であると考えられる。

51は 内湾気味に直回するもので頂部から両側に口唇部に

沿って粘土紐 を貼 り付ける。粘土紐上にはなにも施 され

ず下面のみ丁寧にナデられる。器面調整は外面が ミガキ

様のナデであ り,内面は貝殻条痕による。頂部の下は意

識 して縦方向にナデているのが観察される。外面には媒

が多量に付着 している。これに類似 した土器は宮崎県天

神河内第一遺跡で出土 しているが,貝殻腹縁による相交

弧文をもっている点が異なる。 しかし,さ ほど遠 くない
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嘲
刃
焼

0                10Cm

第315図 第3文化層 (縄文時代前 。中期)出上土器 (4)

鶏鞠

第 121表  第 8文化層 (縄文時代前 。中期)土器観察表 (1)

時 期 出土層 器 種 部 位 分類型式
調 整 文様 色調等

取り上げ番号(備 考) 備 考
外 面 内面

Ⅵ 下 胴 部 条猿 前 中期 集 石 1号 8

組 支 前 期 宋鉢 形 上 岳 口縁司 類 13971338213381他 5個 補修孔

縄文前期 深鉢 形 土君 回縁剖 類

縄支台i期 V Ⅳ下 深鉢形主3 一 括

縄文前期 〔2 Va 深鉢 形 土 号 ナデ、刺突、責褐色

縄文前期 15 ナデ、回線、責褐色

縄文前期 類 凹線、黒褐色 茶・k、 凹線、黄茶褐色 7987

終文前期 類 ナデ、凹線、黄褐色 条痕、責褐色

頬 ナデ、凹線、黒灰色 ナデ、黒灰色

胴 部 類 ナデ、凹線、黄褐色 条痕、黄褐色

Ⅳ 下 類 ナデ、凹線、茶褐色 ナデ、茶褐色

組 支 前 期 胴 部 頬 ナデ、凹線、茶褐色 ナデ、茶褐色

組支前期 V Ⅳ 下 口縁部 類 ナデ、凹線、黄灰色 ナデ、凹線、黄灰色 補修孔

組支前期 Vtt V 深 鉢 形 上 基 胴 部 類 ナデ、凹線、黄褐色 条凍、黒禍色 126783617

縄文前期 h‐ 5 Ⅳ 深鉢形土鋒 日縁部 凹線、茶褐色 凹線、茶褐t 15055

縄文前期 12 深 鉢 形 ± 4 回縁部 ナデ、四線、茶褐色 ナデ、茶褐色

縄文前期 深鉢形土無 口縁部 ナデ、凹線、茶褐色 3429

組文前期 Va 深鉢形上器 胴 郡 類 回線、黄褐色 ナデ、黄褐色

卜1‐ 13 深鉢 形 土 器 日縁部 類 ナデ、隆常、茶褐色 条痕、茶褐色 A

深鉢形土器 頚部 類 条痕、黄褐色

1ヽ-13 頭 部 類 条痕、明茶褐色 A

Ⅳ 下 顕 部 類 ナデ、隆帯、茶褐色 条戻、黄茶褐色 A 104757956

Va 浜 鉢 形 主器 頭 部 類 隆帝、茶褐色 条痕、黄茶褐色

深 鉢 形土 器 口縁部 類 粂痕、黒灰色 一 括

V 深鉢形土器 口縁部 類 一 括
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第316図  第8文化層 (縄文時代前・中期)出上土器 (5)

第 122表 第 8文化層 (縄文時代前・中期)土器観察表 (2)

時 期 出土 層 器 種 部 位 分類型式
調整 文様 色調等

取 り上げ番号 (柿 考 ) 備 考

】同きヽ �類 縦条戻、茶褐色 059910616108131■ 11布

コ縁部 Ш頚 条・IA、 lut帯 、 I蜀 褐色 責褐色

_rp部 Ⅲ頬 条痕、茶褐色

/a Ⅳ下 m頚 粂痕、女灰色

318 V下 深 鉢 形 ± 3 顕 部 Ш 類 縦条痕、灰褐色 条戻、灰褐色

1下  V 深鉢形■8 Ⅱ 類 縦条痕、黒褐色 条痕、灰茶裕色 10580105841058ユ

皿類 朱痕十縦条真、黄褐t 条痕、費褐色 一 括

A 76927997

小石を多数含む

=形
漫 76647882,7078,他 141固

綴 支 中期 Ⅳ 類 660632843他 25個

組 支 中期 Ⅳ 類 条痕、明茶褐色 ―括61個

縄支中期 日縁部 Ⅳ 類 茶痕、rt荷、灰茶褐t 条痕、仄茶褐色 714未 注記

縄文中期 底 部 V類 ナデ、黄灰色 ナデ、黄灰色

縄文中期 ′下 V 底 部 V頬 条痕、明茶褐色 条 /R、 明茶褐色

315 縄文中期 深 鉢 形 土器 顕 部 V類 条痕、黒茶4E色 条痕、明茶褐色 0612107701066710766他 211

縄文中期 Vtt V 深鉢形土器 胴 部 V類 条痕、茶褐色 条泉、灰茶iF・ 色 106191074110615ユ 061ユ

315 縄文中期 卜5 Ⅳ下 深 鉢 形 ■器 胴都 Ⅳ類 条痕、茶掲色 条痕、茶褐色 35573558未 注言E

縄文中期 深鉢 形 土器 胴 部 V類 粂痕十縦茶痕、茶召色 条痕、茶禍色

組文中期 深鎌形土器 V類 条痕、凹線、黄茶褐色 条痕、黄茶栂色 A 839,769,723他 27佃 金 も含む

316 縄文中期 深 鉢 形 ■器 口縁部 V類 終痕、隆帝、灰黒褐色 条戻、黒褐色 一 括

縄文中期 深鉢形土器 口縁 部 条痕、黒褐色 830

組文中期 浜鉢形■器 口縁部 V類 条痕、黒掲色

組支中期 V類 条痕、畢褐色 条7tR、 黒褐色

縄支中期 Ⅳ 下 口縁部 V類 条戻、灰黒褐色
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時間幅に収まるものと考えられる。

VI類上器 (52～ 60)

Ⅵ類は縄文あるいは撚糸文が施される土器であ り,そ
の特徴からa・ b類に細分 した。

Ⅵ a類 :52は 復元口径 38 8cm・ 胴部最大径 43.9cmを

測る深鉢形土器である。球状に近い胴部から直立 した回

縁部に至る。口縁部内面 と胴部外面には無節の縄文が施

される。撚 りの方向は Z撚 りであるが,施文具や施文方

法は不明である。日縁部下部には粘土紐を貼 り付け肥厚

させ た口縁 部文様帯 を形成 している。突帯上 には幅

1.9cmで 両端が深 くなった工具により斜位に刻 目が施さ

れている。頂部を除 く日唇部は親指 と中指で摘み上げて

お り細かな波状を呈する。頸部は棒状の工具による押引

き状の手法により,花縄状の文様を描いている。頂部 と

考えられる口唇部は大振 りの波状を呈 し,その部分か ら

2方向に突帯 を垂下 させる。顎部下でそれぞれ日唇部か

ら垂下 した突帯 と平行 し,こ の突帯の向き合うような位

置で刻みを施 している。口縁部内面は段を持たずに直接

縄文を施す ものである。日唇部摘み上げは縄文施文後に

行 っている。内面は丁寧 にナデられている。胎土には

2mm大の粗い石英粒を多量に含んでお り,鹿児島県内の

一般的な土器には見 られないものである。胴部最大径 よ

り上には煤が多量に付着 している。53は 波状日縁の波頂

部であ り,日縁部を肥厚 させ口唇部に沿って竹管状の刺

突を2列施す。地紋にはおそらく二枚貝 と考えられる工

具を蜜に刺突している。内面は口唇部に沿って縄文を施す。

Ⅵ b類 :54は撚糸を施す。55・ 56は 同一個体 と考えら

れ,張のある胴部から締 まる頸部へいた り,大 きく外開

きしなが らわずかに内湾する日縁部である。全面にRL
の縄文を施 し,日唇部に沿って隆帯をもつ。隆帯上には

縄文原体で刻みを施す。60は外反する波状口縁であ り,

隆帯及び回唇部内面に不明工具による連続 した刻み 目を

施す。縄文は観察されないけれども特徴の類似点か らこ

の類に含めた。

ⅥI類土器 (61～ 80)

61～ 63は キャリパー形をした日縁部の隆帯間を刺突

や短沈線で埋めるものである。66は 日唇部以下の口縁部

から胴部 まで残存 している土器である。胴部の膨 らみは

やや弱 く大 きく外反 しなが ら口縁部に至る。復元 した日

縁部最大の径は 35 1cmを 測る。日縁部はキャリパー状に

大 きく内湾する。日縁部下端は突帯を巡らし,そ の上に

貝殻復縁 により押引き状の刻みを施す。刻みは突帯の上

のほうに施されるため,突帯上部は丁寧にナデつけられ

ている一方,突帯下部は接合痕を残す。器面調整は内外

面とも貝殻条痕であり,日縁部付近になると横方向のナ

デによるものである。外面全面に煤が付着する。

0               10cmⅧ 9∞ 鰻勘馨紳庭

白
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研

第318図 第8文化層 (縄文時代前・中期)出土上器 (7)
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第320図 第8文化層 (縄文時代前 。中期)出土土器 (9)

64は 日唇部以外の口縁部である。大きく外反 しながら

開く頸部を持ち内湾する日縁部へ至る。おそらく4箇所

の頂部を持つ ものと考えられる。貼 り付け文と沈線によ

る組み合わせで文様を構成する。上の方の突帯は上部に

縦方向の鋭利な沈線が認められることから,こ の上は縦

位の沈線で埋められていると考えられる。下部の突帯と

の間は 2本ないし3本の沈線による鋸歯状の文様が展開

される。下部の突帯は頂部のみ丸みを帯びたM宇状に貼

り付けている。器面調整は内外面とも貝殻条痕の上をナ

デている。71は素文の土器である。72は 内面にも口唇部

に沿って突帯を巡 らし,刻みを施す。外面は渦巻状の隆

帯をもち隆帝間を刺突する。75～ 801よ底部であ りすべ

て上げ底状 となる。

Ⅵ‖類土器 (81)

81は器高 34.8cm、 日径 31.5cm、 底径 5.Ocmを測るキ

ャリパー形をした土器である。日縁部最大径 と胴部最大

径はほぼ同じであ り、頸部は緩やかに湾曲する。文様は

日縁部に集約され頸部以下は無文である。おそらく日縁

部突起を4つ持つ もので,その部分には粘土紐を貼 り付

けてある。両脇を2条の沈線で V字状に描き,頂部付近

に横から直径 3mmの 孔 を穿つ。口縁部突起の間には 2

条の沈線で描かれた V宇状の文様が見 られる。V字上部

の開いたところに口唇部に沿って横位に平行線を施す。

日縁の一部には直径 4.5mmの 未穿子しの窪みがみられ,胎
土に含まれた種子類の痕跡であると考えられる。外面の

器面調整は頸部では横位の条痕を残 し,胴部以下は縦位

の条痕によるものである。内面はすべて横位の条痕によ

る器面調整である。器壁はo.9mmと 薄 く仕上げてある。

この土器の最大の特徴は滑石を混入する胎土であり7mm
大の粒子をはじめ,多量の滑石が含まれている。したが
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って器面は滑 り気をもち,色調は責色味がかった銀色を  これら3点 は上述 した類型に含まれないものである。

呈する。胴部以上は煤が付着し,キ ヤリパー状に内湾し ただし,83に ついてはⅢ類もしくはV類のどちらである

た口唇部以下まで見られる。              か判断できなかった。84は 口唇部の刻みと内面の器面調

その他の上器 (32～ 84)               整から早期前葉の可能性もある。

第123表 第8文化層 (縄文時代前・中期)土器観察表 (3)

時 期 出土層 器 種 郡 位 分類型ユ
調整 文42f 色調等

取 り上げ番号(備 考 ) 術 考
内 面

純文中期 二 十 2 Ⅵ 類 組文、隆嘴す、灰褐色 ナデ、烈毯文、黒褐色 335113432,13545他 27

組文中期 Ⅵ類 施文央細州突、槃灰色 ナデ、条紋、茶褐色 石英を多数含む

縄文中期 h‐ 2 】阿部 M類 撚糸文、明茶褐色

組文中期 口縁部 Ⅵ類 縄文、隆常、気褐色

Ⅵ類 組文、灰 TLJ色

Ⅵ 類 7006他 2個

組 支 中期 深鉢 形土 召 M類 ナデ、黄褐色 7002

組支中期 Ⅳ 下 胴都 ナデ、女褐色 一括

縄支中期 V下 深 FA形 上 名 ナデ、隆帯、黒灰色 ナデ、黒灰也 7035

縄文中期 h-3 Ⅳ下 Ⅶ 類 条戻、明茶褐色 A 7401,7741,8190

縄文中期 Ⅳ 下 Ⅶ類 条痕、黄褐色

組文中期 h‐ 3 V下 Ⅶ 類 条 IR、 明茶禍色 A

組文中期 Ⅳ V下 革 部 Ⅶ 類 条痰、灰茶褐色 77217726,7710,1し 34凹

3 縄文中期 f Ⅶ 類 条泉、茶褐色

組文中期 V下 ll頚 条痕、隆帯、茶 IPJ色 条戻、茶褐色 838771157856他 4個

組文中期 Ⅳ 下 Ⅶ 類 I径廿、橙茶褐色 ナデ、燈恭褐色 7873

319 翠E文 中期 Ⅳ 下 派鉢 形土 器 VI類 条痰、茶褐色

継文中期 深鉢 形 止器 回縁部 Ⅶ 類 条 Fre、 茶褐色 条痕、茶褐色 14846

縄文中期 rtt v 深鉢,レ 土器 粂戻、沈線、木褐色コ 条痕、茶褐色工 836283208319他 2個

Y・t文中期 IV下 深 鉢 形± 4 日縁剖
`

Ⅶ穎 条痕、黄褐色 条痕、灰褐色

純文中期 I Ⅳ 深然形主イ

'

口縁郡 Ⅶ 類 性十、黄芥褐色 ナデ、隆‖、灰褐色 7723

組文中期 Ⅳ 宋鉢形土器 Ⅷ類 隆士、灰茶褐セ 条戻、灰茶禍色

組支中期 H■ 2 朱鉢形 土 鋲郡 Ⅶ類 条痕、茶褐色 条痕、茶禍色 A 706-括

組文中期 底 都 Ⅲ類 条痕、明祭褐色 条痕、明茶褐色

76 組文中期 g‐ 1 2 底 部 Ⅶ 頬 ナデ、責茶褐色 条来、黒料色 A

23 f・ L文 ■期 底吉[ Ⅶ 類 条痕、責褐色 条痕、黄褐色 798未 注 記 (3)

8 組文中期 底 部 Ⅵ 類 粂戻、茶 4P」色 条痕、泰褐色

79 組支中期 VⅣ 下 深鉢 形 土 底部 Ⅶ 類 ナデ、灰茶 IFl色 ナデ、灰茶褐色 622-括

縄文中期 Vtt V 深鉢
'レ

上召 底都 Ⅶ 類 条茨、茶褐色 条痕、茶褐色 A 7604822572437605

縄文中期 深 外形 上 ヨ 完形 IЯ Ⅷ 類 沈線、銀黄色 条戻、銀黄色 35363512,3513他 97個

IIl文 時代 深鉢形IPi その他 細条痕、恭褐色 柵条痕、本褐色 479

組文時代 H‐ 2 深 鉢 形 土 PH その他 条IR、 外褐色 A 817.318,753,754

糾文時代 Ⅳ 下 口縁潮 その他 条Jlt、 灰褐色 ケズリ、灰 IBJ色 早期 の可 能性 あ り

第 124表  第 8文化層石器石材組成一覧表

第8文化層 DB2) ⊃B匪 OB4 OB5 OB7 CC CL 合計

1石鏃 l ユ 1 ]

2石匙 l 1

3石 ft l 1

4スクレイパー 1 l 1 1

5二次加工痕剥片 1

6使用痕剥片 l 1

7剥片 l

8石核

〕チップ ]

0石刀 1

l礫器 l 1

2軽石製品

3磨石/敲石 ユ l ユ 5{

4石皿/台石 〕 ll 〕

合計 1 ユ 1 I
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(2)石器

石鏃,石匙,磨石・敲石類,石皿の分類は第 6節 に示

したものに従っている。また,石鏃及び磨石敲石類につ

いては第 5節 (2)石器の項に分類模式図を提示 している。

石鏃 (85・ 87～ 103。 105～ 107)851ま 円基の石鏃で ,

裏面中央の剥離により基部中央を薄く仕上げている (A類 )。

87～ 89は いずれも部分を欠損するが,平基の石鏃に分

類 した (B類 )。 90～ 93は基部に浅い狭 りが入る凹基の

石鏃である (C類 )。  94・ 95。 101・ 102は三角形状或い

1よ 弧状に袂 りが入るもので,D類 とした。961ま上半部を

欠損するが,基部にU字状の袂 りをもち,側縁が鋸歯状

を呈するもので,E3類 とした。97～ 99は 基部にU字状

の狭 りをもつもので,El類 とした。loo。 lo3は基部にU
字状の狭 りをもつが,素材剥片の剥離面を多 く残 し,不
定形な形状をもつもので E3類 とした。lo5～ 107は 未製

品で,105は 石材同定で小国産黒曜石 と判定されたもの

である。

石匙 (108～ 120)108は蛋白石製,1091よ 黒色ガラス

質で上質な黒曜石Ⅳ類製の縦型で,両側面 。両面調整の

石匙 Ia類である。Hl,113は 縦型で,主 に片方の側辺

に両面調整を施す Ib類である。111は 安山岩製で下端

部が折れている。113は蛋白石製で表裏面 とも風化が進

んでお り,刃部及び狭 りの調整部分のみが比較的新 しい

剥離面となっている。HO・ H2はチャー ト製で,縦型で

主に片面のみ調整される Ic類である。114～ 120は横型

の石匙で,114・ 115・ 117～ 120は両面調整の刃部をもつ

(Ⅱ a類 )。 H6は 主に刃部表面側のみが調整されるⅡb

類である。

スクレイパ… (121～ 124・ 130～ 137)121～ 124は

剥片もしくは剥片状の礫の側辺に比較的鋭角な刃部をもつ。

130。 133～ 139は剥片の末端辺及び側辺にかけて調整が

第 125表  第 8文化層石器計測表 (1)

加えられている。1311ま 周縁部分に調整が加えられ角度

のある刃部をもつ。1321よ分割された厚みのある剥片で ,

図下辺にやや角度のある刃部をもつ。

石錐 (86・ 104・ 125～ 129)86・ 104は 図の置き方に

誤りがあるが,いずれも端言酸 上に磨耗が生じている。lあ・

126も 上記に近い形態をもつ石錐で,端部に磨耗を生 じ

ている。127・ 128は ノッチ状の袂 りで錐部を作 り出すが ,

顕著な磨耗はみられない①1291よ 断面三角形の錐部をもち,

顕著な磨耗がみられる。

加工痕剥片 (140)黒曜石 V類の剥片で,表裏に粗い剥

離が加えられている。

使用痕剥片 (138・ 139。 141～ 145)剥片素材で,縁辺部

及び,先端部等に微細剥離 (小剥離),線状痕,磨耗など

がみられるものである。

石核 (146～ 150)146は 頁岩製,147は 蛋白石製の石

核で頻繁に打面転移を繰 り返す。148～ 150は背面に自

然面をもつ石核で,148は 頁岩,149は 黒曜石Ⅲ類,150
は黒曜看ⅢU類である。

石刀 (151)基 部は断面隅丸方形状で,上半部分にわず

かに括れを呈する部分があり,下端部に向かって扁平化し,

先端部分は鋭 く尖る形状をもつ。ホルンフェルス製で風

化するが敲打調整により形状を整えた後,研磨で仕上げ

たものとみられる。

礫器 (152)多 孔質の安山岩製で表裏は風化の進んだ剥

離面で,刃部の調整剥離 と風化の度合いが異なる。横歯

形の礫器である。

磨石・敲石類 (153～ 165)153。 1541ま多孔質の安山岩

製で表裏に磨面をもつ (I類 )。 157は風化のために擦痕

等は観察できないが,形状から摩滅が伺われ I類 とした。

156・ 158～ 160は 表・裏面に磨面があり,周縁部分及び

面上に敲打の痕跡がみ られるものでⅡA類 とした。161

図No 桜企図尚 取上No 文化用 遺柑 分類Ll 分類L2 長さイcm 幅にⅢ) 享さ佳Ы 重量(』 按合No 備考

322 8354 5 石鏃 150 135 055

322 13653 5 J2 石tt 135 055 096

322 [0723 下 L08 石鋏 SH 175 085 欠預

322 7174 4 L08 石鏃 OB 105 105 040 046 た脚部欠損

322 下 L08 石鏃 180 090 先端部欠損

7779 4 下 Ll18 h 石鏃 175 欠損

5 b L08 石 鏃 160 056

5 L08 石 鏃 105 030

4 下 L08 石鏃 A 130

4 下 L08 h 石 鏃 Dl A 135

4 下 L08 石鏃 5 030 029 右脚部久損

下 石鏃 115 033 先瑞音卜久損

4 下 石鏃 3 030 左脚部欠損

5 Ll18 石鏃 El 035 左脚部欠損

98〔 5 石鏃 6 050 068

7911 4 下 石 嫉 045 先鮒 HI欠 損

1507] 下 K6 石鏃 4 290 139 先端者[欠 jlR

322 1520〔 5 そ「鏃 225 175 055 162 先yO部欠損

778( 下 055 081

729コ ド L08 石鏃 A 0 067 欠猥

322 4 下 L08 石鏃 G 050 105

322 788て 下 L08 石 鏃 G 015 035 脚部欠叡

下 L08 石■k G OB
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第321図 第3文化層石器出土状況
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第324図 第8文化層出土石器 (3)
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第327図 第3文化層出土石器 (6)
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第328図
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第8文化層出土石器 (7)
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第331図 第8文化層出土石器 (10)

は凝灰岩製で風化のためか面上の擦痕や摩滅は顕著では

ないが,側縁部分に敲打痕がみられる (Ⅳ類)。 162は球

形に近い小円礫で,部分的に敲打痕がみられる (Ⅳ類 )。

163～ 163は丸みのある礫の端部を中心に敲打痕がみ ら

れるもので,V類 とした。154は砂岩製でやや凹面 を呈

する磨面がありⅥ類 とした。

石皿・台石類 (166～ 174)166・ 171は砂岩製,170は

凝灰岩製,他はいずれも多孔質の安山岩製の石皿で,平
坦な面をもち面上に磨痕・摩減が認められる石皿 B類で

ある。いずれも基本的な使用面は片面とみられる。
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第336図 第8文化層出土石器 (15)
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第126表 第8文化層石器計測表 (2)

挿図No 図No 合回No 取上No 遺構 リッド 頻 Ll 分類L2 石材LJ 石材L2 長さにm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(gl 接合No 敷熟 備 考

7758 5 L08
「

3 石匙 320 115 222

7887 下 寅 1 石匙 Ib 4 260 125 050 115

5 LC 8 石匙 CH 285

1 15130 5 石匙 A 695 135 862】 欠損

2 10760 4 下 g3 石匙 555 1317

323 3 3479 5 Ll18 石匙 700 1707

324 14 3639 5 L08 石匙 AN A 200 270 090 455

15 5 L08 H■ 石匙 OB 085

3569 5 L08 石匙 580 120 1761

324 17 7274 4 下

「

2 石匙 060

10470 5 L08 石匙 265 080 558

324 8256 5 L08 石匙 260 440

324 5 F[2 石匙 4 095 44う

一 括 4 下 L08 H4 スクレイパー 630 145 2199

15106 5 L08 k℃ 1紹Э 060

325 7366 4 下 L08 スクレイアヾ― 2C 355 2007

15698 4 下 K6 スクレイア`一 サイドスクレイパー 175 415 2811

10558 4 下 L08 石錐 AN A 250 140 055

326 8279 4 下 L08 石錐 SH 430 080

808 L08 石錐 220 599

L08 石錐 AN A 150

326 L08 石Tl 293 1紹D

326 130 10806
「

3 スクレイア`―

791E 5 スクレイパー エンドスクレイア`― 170 311

326 5 スクレイパー CH 230 907

327 4 下 Ll18 H2 スクレイパー 5 305 475

12676 5 L08 スクレイパー 495

15125 4 下 L08 スクレイパー AN A 360 695 1959

5 スクレイノ`― SH 735 120 40野 欠損

7098 4 下 LC18 &1 スクレイパー SH 545 080

659 5 Hワ 使用痕 3・l片 3 220 265 378

328 139 4 下 使用痕剥片 280 540

328 7774 4 下 L08 h3 二次力H工戻剥片 5 385 1174 ○

795 5 L08 使用痕剥片 SI 1140 10330

142 一括 4 b L08 H望 使用反剥片 460 105 1153

10826 5 b L08 ζ 3 使用痕剥片 387 294

144 一括 5 L08 12 使用痕剥片 4 430 2368

329 8199 5 L08 hお 使用痕剥片 3 168 355

330 10595 4 下 石核 260 430 1935

10736 4 下 L08 石核 OP 235 195 1152

13086 4 下 L08 石核 205 190

149 ηЭ90 4 下 gl 石核 OB 3 275 9以

150 7870 4 下 L08 争 1 石核 3U 270 180 140

10666 4 下 L08
=3

石 刀 2215 272 25434

10776 4 下 h‐ 3 礫 器 AN C 990 47000

332 15688 5 磨石/敲石 I AN C 1020 930 650 74944

8155 Ll18 h「3 磨石/敲石 SA 840 270 37491 S

2408 5 L08 IB 磨石/蔽石 I AN C 900 595 50800

332 4 下 磨石/敲石 I AN C 1110 950 530 76000

332 157 10544 L08 813 磨石/敲石 I AN C 1220 450 77602 S

158 7054 4 下 L08 磨石/敲石 ⅡA 1050 450 53256 ST

159 5 i3 磨石/敲石 Ⅱ A AN C 750 670 3477] S

333 160 367を 5 磨石/敲石 ⅡA SA 1000 710 105334

10706 4 下 h-3 磨石/散石 Ⅳ TU 9「30 530 27254

10823 5 b 93 磨石/敲石 Ⅳ AN C 360 295 4297 S

7202 4 下 L08 磨石/敲石 V AN C 670 19482 H

164 7100 4 下 L08 磨石/敵石 V AN C 630 14858 H

165 7130 4 下 争 1 磨石/敲石 V C 6烈Э 455 390 14302 H

166 3528 5 石皿/台石 B SA 2820 2460

334 167 4 下 Hワ 石皿 /台石 B C 1975 2,800110

334 7899 4 下 L08 に 1 石皿/台石 B C 1635 1360 695 210000 ○ ○

5 L08 IB 石皿/台石 B AN C 3270 2520 970000 ○

7559 4 下 L08
「

2 石皿/台石 B 585 250000

4 下 12 石皿/台石 B SA 1915 370 1,12500 ○

172 14887 5 L08 石皿/台石 B AN C 2215 1570 535 ○ ○

173 12783 4 下 L08 l14 石皿/台石 B AN C 2285 1670 490 250000 ○

336 174 一括 5 石皿/台石 B AN C 1560 980 1460 985111 ○

-14併



第9節 第 9文化層 (Ⅳ層 縄文時代後期)の調査

1 遺構と遺物

Ⅳ層 (Ⅳ上層)は霧島御池テフラ (Kr一 M 約 4,600

年前)の上位の霧島御池テフラの腐食土層下部を遺物包

含層とするが,上位のⅢb層 (黒茶褐色土)部分とは漸

移的であり,Ⅲ b層 を包含層とする縄文時代晩期の遺物

と平面的重なりをもつ場合,明確に分層することはやや

困難であると思われる。ただし本調査区内においては,

それぞれの時期の遺物の分布域は一部を除き重なりがみ

られない。

遺構は土坑 2基,集石 2基が検出されている。土坑は

いずれも桐木側調査区で検出されているが, 1号土坑は

桐本側調査区の北側,旧国道10号線沿いのH-1区で検

出されている。2号土坑は調査区の東側調査範囲の境界

部分,J-2区 の検出で,いずれも東西か ら入る谷に挟

まれた緩やかな傾斜のある台地上に位置する。

1号集石は上記の 2基の土坑から南側に30m以上離れ

たJ-5区 で検出された。この部分は遺物包含層は残存

するものの,遺物の出土は散布的で,出土量も少ない。

2号集石は耳取側調査区,北西の谷に面する尾根状を

呈する高位部分から台地内側に入ったg-3区 で検出さ

れている。集石が検出されたあたりは,谷沿いの尾根部

分とh-4,5区 付近に北側から入る迫に挟まれた,やや

低平な部分である。

遺物の分布域は概ね下位の第 8文化層 (Ⅳ 下・V層

縄文時代前期～中期)の遺物分布 とほぼ類似 した傾向が

伺われる。ただし,遺物の量は極端に少なく,全般的に

散布的な出土傾向にとどまる。また,遺物包含層が既に

削平されていた範囲も広 く,特 に桐木調査区では,包含

層の残存範囲は主に調査区東側部分に限られてお り,耳
取調査区でも,調査区北半部分では削平により包含層が

残存 しない部分があった。

2 遺構

(1)土坑

1号土坑 旧 10号線沿いに残された土手付近には部分的

に削平を免れⅣ層 (Ⅲ b層)が残存する。この部分の調

査中,断面上の落込みに気付 き検出したものである。も

とは楕円形状の形状をもっていたと考えられるが,上面

で検出した道跡によって,一部が削平されたものとみら

れる。

底面に,細粒のパ ミス (御池テフラ)が レンズ状に堆

積するが,やや腐食を受けてお り,土坑の立ち上が りが

断面ではⅣ層を切っていることと併せ,二次的なものと

判断し縄文時代後期の土坑 とした。

1は埋土内から出土 した日縁部破片で,文様はなく,

器面調整はナデによるとみられるが,器面は凹凸があり,

丁寧な仕上げではない。内側にやや内湾するキャリパー

状の器形をもつものとみられる。

1は編年的には縄文時代中期に位置づけられるべ きも

のとみられ,土坑埋土から判断 した時期 と相違するが ,

土坑の掘込みが縄文時代前 。中期の遺物包含層に達 して

いること,出土位置が土坑壁面に近 く,ま た埋土上位で

検出されたものであることを考慮すれば,土坑の帰属時

期を左右するものではないと考える。

2号土坑 Vb層 上面で検出したが,埋土が御池テフラ

の細粒のパ ミスを含み,調査区東側の土層断面上で,Ⅳ
層面からの掘込みであることが確認されたため,縄文時

代後期相当の土坑 と判断した。調査区東側の境界ライン

で検出したため全体の形状は不明である。

(2)集石

1号集石 J-5区 で検出した集石で,礫の上下の重な

りはなく,平面的に散布するもので,掘込みも検出され

ていない。

集石を構成する礫は多孔質の安山岩が主体で,砂岩の

ほか粘板岩が 1点含まれる。礫のほとんどに被熱による

とみられる赤化が認められ,煤などの付着がみられるも

のがほぼ半数にのぼる。

第 127表  第 9文化層 1号集石計測表

石材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 9 2 1 1

重量 (g) 2025 245 250 250 3050

割合 (%)

重量 (g) -100 -300 -600 -1000 1000- 備 考

個数 (個 ) 1 0 0

割合 (%) 8 0 0

受熟変化等 赤化・白濁 炭化物付着 破砕 備  考

個数 (個 ) 4

割合 (%) 46

2号集石 耳取側調査区の g-3区 で,Ⅳ層の御池火山

灰中から検出された集石である。41個の礫からなり,比
較的まとまりをもち,部分的には礫の上下の重なりもあ

るが,掘込みはみられなかった。

集石を構成する礫は多子し質の安山岩がほとんどであるが ,

砂岩のほか疑灰岩 も数点ずつ含まれてお り,赤化など比

熱の痕跡をもつものが多 く含まれる。

第 128表 第 9文化層 2号集石計測表

石 材 安山岩 砂岩 粘板岩 その他 合計 備 考

個数 (個 ) 0 2

重量 (g) 2153 3469

割合 (%) 0 4

重量 (g) -100 ～300 -600 ～1000 1000- 備 考

個数 (個 ) 11 0 0

割合(%) 0 0

受熱変化等 赤化・白濁 1皮化物付着 1破砕 備  考

個数 (個 )

割合 (%)

-141-
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第338図 第9文化層 (縄文時代後期)遺構配置図 (1)

1試電

コンタは IV層上面

2928  コンタはⅥa層上面

“

鴛電

:将電

第339図 第9文化層 (縄文時代後期)遺構配置図 (2)
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(1)縄文時代後期の土器

縄文時代後期の土器は, I類 からⅣ類に分類 し,31点

を図示 した。

I類土器 (2～ 10)

やや幅広の沈線文を主体施文 とした 1群 を I類土器 と

した。

2は胴部上位に最大幅がある深鉢形土器で,口縁端部

に粘土紐を 1条貼 り付け口縁部を肥厚 させている。平坦

沖

出

出

甲

0                 10Cm

第344図 第9文化層 (縄文時代後期)出土土器 (1)

な回唇部に巾 6 mm程度の工具を内側に向け,連続 して

押圧 して押点状に施文し,日縁端部 も同じ工具でやや斜

め方向から押点状に施文する。胴部にも押点を伴 う粘土

紐貼 り付けが 1条巡らされ,その間を 3条の幅広沈線文

で埋める。沈線文の起点と終点は強 く押 さえ,部分的に

押点を施している。

3は橋状取手が欠損 したもので, 1に類似 した形状 ,

文様構成が見られる。

4は日縁部内面が外方向に引き廷ばされ,尖 り気味の

-14併
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第345図 第9文化層 (縄文時代後期)出土土器 (2)

，

‐ ７

鶴
鞠

日唇部が形成 され,山形口縁 を呈 している。日縁部外面

の施文帯の部分は,ナ デ調整後,先端部がハケロ状の工

具により浅めの押線文を曲線で施 している。

5は直線を主体に, 6～ 10は 曲線主体の幅広沈線文で

文様を構成 している。いずれも浅めに施文 し, 7は 器面

調整の貝殻条痕を残 したまま行っている。なお, 8と 10

は同一個体の可能性が高い。

‖類土器 (11～ 24)

棒状工具による沈線文を施す 1群 をⅡ類土器とした。

11は外反する形状で,12は 日縁部がすばまり,14で
は日縁内部が外方向に尖る。14'15。 18は ,直線主体を

用いた幾何学的な施文構成で,11。 12・ 13。 16・ 17は ,

曲線による施文構成を行う。また,底部近くの胴部には

文様がみられないことから,文様は胴部中央から口縁に

かけて施されていることがうかがえる。13は ,丁寧な器

面調整後,頸部から胴部にかけて斜位に平行線文を中心

とした施文を施す。

20～ 23の底部に,網代圧痕が確認される。20は平
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織 りの網代圧痕で,縦と横から一つずつ交互に上下に編

み込んだ様子が観察される。

Ⅲ類上器 (25～ 30)

Ⅲ類土器は,Ⅲ -1類 (28。 29・ 30),Ⅲ -2類 (25・

26),Ⅲ -3類 (27)に細分 した。

28・ 29は 日唇部は失われているが,日縁部が断面三角

形状 に大 きく誇張され,広い施文帯を持つ。 2点は同一

個体 と見 られ,日縁下端部に深めの連続刺突文を施 し,

その上位に複数の明瞭な沈線文間に横位の貝殻復縁刺突

を施 している。文様帯は,丁寧なナデが施され,胴部以

下は貝殻条痕がそのまま残される。

30は ,脚台付 き皿形土器の脚部で,脚上部から急激に

外反 し,皿部を形成すると思われる。脚端部は肥厚 し,

外面には 3条の沈線を巡らし,肥厚部上面には刺突連点

文を施 している。また,脚部中央には 2か所の透か し窓

が認められ,径及び間隔か ら 5～ 6か所あったことが推

測される。

25。 26は ,日縁部の肥厚帝が上位に集約され,施文帯

も狭 くなる。施文帯には,並行する 2本の沈線間に爪形

状の連続刺突文を施 している。この 2点 も,同一個体 と

み られる。砂粒を多 く含む胎土で,器面はザラザラして

いる。

27は外反する日縁部で,外反部に斜め方向の貝殻復縁

刺突文が連続 して施される。施文帯及び内面は,貝殻条

痕がそのまま残される。

lV類土器 (31 ・32)

平坦な口唇部を斜めに整形 し, 2条 の沈線文を巡 らす。

頸部は大 きく「 く」の字状に屈曲し,丸 く膨 らむ胴部を

なす。屈曲部内面は明瞭な稜を残 し,外面の屈曲部に横

位の列点文を施 し,その直下に 7～ 8本の平行沈線文を

施 している。なお,資料外面のほぼ全域に,ス スが付着

している。32も 同様であるが,31よ りやや小型の可能性

を示し,ア1点上位にも沈線文が 1条巡らされている。

(注 )

縄文時代後期の上器分類等については前迫亮一氏に,網代圧痕

の編み込みについては前迫満子氏に助言をいただいた

第346図 第9文化層 (縄文時代後期)出土土器 (3)
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第 129表 第 9文化層 (縄文時代後期)土器観察表

第 130表 第 9文化層石器石材組成一覧表

出土 層 器Ft 分類 型】 調・Fk 文様 色 調 取 りにげ番号(術 考 ) ll考

後期土坑 深 鉢 口 縁 条洟 勺外 暗 鶴 t 上坑 1 理 +4
深 鉢 日 縁 I類 沈 線 勺外明褐在 一括  他 2価

Ⅳ 下 深 鉢 I壊 内外橙 一 括

lIR・k ttT 深 鉢 日縁 I類 ナデ,ハ ケ A 一括 他5側

207 llIR・k後 薙 I類 ナデ,ハ ケ ,オ 緞 ´
括

縄支 後 期 I類 ナ デ 沈 撤 ―括

縄 文 後 期 I類 条 戻 沈線  条痕 内外 TFt付 表 採 胎 十 に を 母 合 缶

8 203 縄 文 後 期 深 鉢 B同 部 I類 沈 線 胎 上 に _T母  石 爽 合 む

縄文後期 H-1 深 鉢 胴 部 I類 沈 線 一 括 胎 上 に望母  石 英 含 む

縄文後期 H‐ 1 深 鉢 I類 沈 級 胎 上 に雲母  石 英 合 む

345 深 鉢 回 縁 H類

345 V上 深 鉢 口縁 Ⅱ類 ナ デ 一 括 来注 記 (2

345 観支後 却 深 鉢 頭 部 江類 ナ デ 勺外飩い橙ね ―拓

縄支 後 理 胴 部 Ⅱ類 ナ デ 沈 線 一括

345 縄文 後 鸞 1同 甜 Il類 ナ デ 沈 線 ― 括

345 16 縄 文 後 舞 h‐ 3 口 縁 Ⅱ類 ナ デ 沈 線 町外 赤 楊 4 7385

縄 文 後 却 打阿き【 Ⅱ類 ナ デ 沈 線 胎 上 に大 きめ の長 布 合 む

8 縄文後

"
12 深 鉢 互類 沈線 胎上 に大 きめ の角 閃石 含 t

縄文後井 深 鉢 底 部 コ類 沈線

隠文後 対 皿b Ⅳa 深 鉢 底 部 コ類 泥線 ,圧 痕 90219024 胎上に石英,角閃石 長石含む
345 深 鉢 底 部 Ⅱ41 沈線 ,圧 戻 村外鈍い橙雀 ―括 来注記他 1個 胎土に石英含む
345 組支 後 舞 深 鉢 底 部 沈線 ,圧 痕 勺外鈍い橙て 90209017

饉支 後 野 深 鉢 底 部 ナ デ 流線  序 終 勺外ftい 橙モ 9019

健支 後 野 深 鉢 底 部 巨類 ナ デ 沈 線 3692,未 注記 胎 十 に rI閃 石  店 車 合 lf

阻文 後 期 口 縁 al類 ナ デ 沈 線  非J突 胎 十 に角 閃病 含 Ⅲ

縄 文 後期 Ⅲ 類 沈 線  刺 突 2328 胎 ヤ に角 閃石 合 む

27 縄文後期 h‐ 3 深 鉢 Ⅲ 類 条痕 ,刺 突 勺外 赤褐 | ― 括 胎 上 に石英 合 む

縄文後期 深 鉢 Ⅲ 類 ナデ,条 痕 沈線 ,刺 突 勺外 赤 褐 植 胎 上 に角 閃府  石 爽含 む

YIIg文後期 深 鉢 口 縁 Ⅲ 類 ナデ,条 戻 沈線 ,刺 突 外ヽ赤褐泡 胎 土 に角 閃石  石 英 含 む

組文後期 J2 争付則 脚 部 Ш 類 ナ デ 沈 線 勺外FLい 橙推

縄文後期 深 然 口縁 Ⅳ 須 ナ デ 沈 線 付外赤褐之 33483347 胎土に輝石 ,角 閃石含む
組 支 後 野 深 鉢 顕 部 Ⅳ 類 ナ デ ,オ 和記 句外赤褐雀 1305

第9文化層 )開 OB3 OB4 OB8 CL ANC 合計

l石鏃 ユ

2石匙 l

3スクレイパー
l

4異形石器 l l

5使用痕剥片 l

6剥片
l

7石核 l ユ 3

8原礫 1

9チップ

OH■
X石製品

l磨石/敲石
l`

2石皿/台石

合計 1 l 14 l
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(2)石器

石鯨 (33～ 37)37は灰茶褐色を呈する頁岩製で,素材

剥片の剥離面を比較的多 く残 し調整は粗略である。平坦

な基部をもち B類 とした。34は濁灰黒色で白色の不純物

を含む黒曜石 ⅢU類製で,浅 く内湾する基部をもち,左
右の側辺は鋸歯状 を呈する。C3類 に分類 した。35は黒

曜石製石器の原産地分析で嬉野・松尾 と判定された黒色

で透明度の低い黒曜石で,基部は弧状に内湾 し,脚部の

一方がやや長めである (Dl類 )① 36は石材分析で淀姫産

と判定された石鏃で,脚部両端から三角形状の深い快 り

が入る凹基の石鏃である (Dl類 )。 37は 黒色ガラス質で

良質な黒曜石Ⅳ類製で,上半部分を欠損するが,石鏃未

製品と見 られる。

石匙 (39～ 41)39は蛋白石製の石匙で,図下辺部には

折れが生 じている。素材剥片は薄手で,左右か らの調整

で袂 りをいれ,つ まみ部を作 り出すが,刃部への加工は

ほとんど行なわれていない (Ⅲ c類 )。 38はチヤー ト製で ,

つまみ部及び決 りの周辺では比較的綿密な調整が施され

るが,刃部は主に左側縁に片面調整を施すのみである (I

c類 )。 40は 灰褐色のと質頁岩製で,下半部を欠損する。

表裏両面か らやや粗い剥離調整を施す もので,Ⅲ a類 と

した。41は ホルンフェルス製の扁平な剥片を素材 とし,

左辺上部は弧状に,右辺上端近 くに小さくノッチ状の袂

りが入る。左辺下部に折れが生 じてお り,全形は不明で

ある。右辺は粗い調整が表裏から加えられてお り,Ⅲ b

類 とした。

スクレイパー (42～ 47・ 50)42は蛋白石製で右辺及び

上辺を欠損するため,全体の形状は不明であるがスクレ

イパーとして分類 した。下端部に左右からノッチ状に快

りが入 り,石錐の可能性 もあるが,端部に磨耗はみ られ

ない。43は やや珪質を帯びる灰黒色の買岩製で上半に折

れが生 じている。右辺にやや粗い調整が表裏から加えら

れている。44は黒色で透明感があり白色及び濁白色の不

純物 を多 く含む黒曜石 ⅡC類製で,右辺か ら下辺にかけ

て連続 して小剥離がみられる。461ま 黒曜石 ⅡC類のやや

厚みのある剥片に表裏から調整を加えている。左半部に

は折れが生 じている。47は黒曜石 ⅡC類製で,周縁から

粗い調整が表裏に加えられている。主に下辺部を刃部と

するとみられ,刃部には微細な剥離が生 じている。50は

打瘤部分を欠 く斑紋のある頁岩製のスクレイパーで,素

材剥片の末端辺に小剥離が連続 して加えられている。

異形石器 (48)481よ やや灰色を帯びる蛋白石製で,上端

はわずかに欠損する。表裏か ら細か く調整 され,横断面

はレンズ状を呈する。異形石器の一種ではないかとみら

れる。

使用痕剥片 (49・ 51・ 53。 54)491よ 鉄石英製の剥片で ,

下辺に微糸円な剥離がみられる。左辺に部分的に二次的な

調整が加えられている。51は黒曜石ⅢU類製で,表裏に

ネガテイブな剥離面があるが,石核が転用 された可能性

もある。やや尖った下端部を中心に小隔離が集中してみ

られる。53・ 54は いずれも蛋白石製の剥片で,剥片の左

辺部分に小剥離みられる。

剥片 (52)52は比較的形状の整った頁岩製の縦長剥片で

あるが,明瞭な使用痕等はみられない。

石核 (55。 56)55は表裏に求心的な剥離痕がみられる

黒曜石 ⅡC類製の残核である。56は黒色で透明度が低 く

不純物を少量含む黒曜石 V類製で,背面に自然面があ り,

上下に打面をもつ。

磨石敲石類 (57～ 60)57は 多孔質の安山岩のやや扁平

な円礫で,主に裏面を使用面 としたとみ られる (I類 )。

58は 表裏に磨面があり,周縁部及び表面の中央付近に敲

打痕がみられる。ⅡA類に分類 した。59は砂岩の円礫で ,

表裏に磨面をもち,周縁部に敲打痕がみ られるⅡA類で

ある。60は偏球状を呈する多孔質安山岩の円礫で,磨面

はなく,周縁部及び面上の一部に敲打痕がみられる (Ⅳ類)。

第 131表 第 9文化層石器計測表 (1)

挿図No 図No 取上No
`イ

ヒ歴 遣構 分類LI 分類L2 幅(cm〕 三量後 接合No 破稗 備 考

347 7172 4 石鏃 SH

7162 4 L09 g2 石 鏃 047

4 L09 j5 石鏃 7 032

L09 石鏃 6 020 022

347 4 J‐ 4 石鏃 G 4

347 L09 石匙 Ic CH

347 P一括 4 し09 〔望 石匙 Hl e 275 262 055 265

347 40 12834 Jワ 石匙

4 石匙 0紹Э 2955

7419 L09 スクレイパー 272 283

一括 4 上 スクレイパー 260 846

7145 L09 スクレイパー 215 090 429

蛹 7203 4 L09 スクレイパー エンドスクレイパー 300 140 1068

46 3350 L09 スクレイア`一 320 [00 久損

348 47 一括 4 12 スクレイパー 090 338

348 一括 異形石器 285 080

上 17 使用痕景」片 975
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第349図 第9文化層出土石器 (3)

第 132表 第9文化層石器計測表 (2)

挿図No 図No 接全図No 取上No 層位Ll 層位L2 遺構 分類Ll 撼 L2 石材l 石材2 幅lcm) 重量(g 接合No kH痰 複熟 破砕 備 考

4 L00 14 スクレイア`― 300 630 140 1519

一括 4 L09 12 使用痕剥片 3U 290 170 110 353 石核転用

349 一括 4 L09 r5 剥片 SH 365 2115 676

349 L09 子 1 使用痕剥片 OP 250 210 070 284

349 一括 4 L09 使用痕剥片 245

349 7068 し00 石核 220 205 125 444 石核転用

349 一括 4 L09 12 石核 5 多40 105 474

35Э 57 14847 磨石/敲石 I AN C 440 1450( ST

35tl 4 磨石/敲石 C 1050 590 5782( ST

35tl L09 磨石/敲石 SA 1280 930

一括 4 Ll19 H2 磨石/敲石 AN C 590
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第350図  第9文化層出土石器 (4)

第10文化層石器石材組成一覧表

0       5cm

一

第 133表

第10文化層 OBl )B2】 OB3 DB3( OB4 OB6 OB7 CH ∝ TU ANC 合計

1石鏃 l l ] l

2石匙

3石錐

4スクレイパー l

5楔形石器 1

6異形石器 1

7二次加工痕剥片 1 1

8使用痕剥片 l
1

9剥片 11 よ 9イ

0石核 ]
l

lチップ

2石斧

3軽石製品

4磨石/蔽石

5石皿/台石

合計 1 l ] 41 1( 1
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第 10節 第 10文化層 (Ⅲ b層 縄文時代晩期)の調査

1 調査の概要

竪穴住居跡 1軒 ,入佐式土器・石器などが I～ O-6
～ 15区で検出された。近年の研究では入佐式土器を縄文

時代後期に位置づける編年案が示されているが,本文で

は従来通 り縄文晩期 として取 り扱う。

縄文時代晩期の遺物包含層はⅢ b層である。遺物の分

布は I～ M-4～ 9区 とM～ O-13～ 15区の 2か所 に

分かれ,地点の違いによって土器の様湘 も異なっている (第

351図 )。 さらに,分布域の中でも密度に濃淡があ り,特
にK・ L-7・ 8区 に集中している。遺物の取 り上げは

遺構 との関連が想定 される地点を平板実測で取 り上げ ,

それ以外はグリッドごとに取 り上げた。

遺構の検出はⅢb層掘削中に平面プランが遺物の集中

域を伴いおぼろげながら確認できたためその時点で行った。

検出時は遺構の埋土 と包含層の見分けが困難であったた

めに,平面プランの情報だけでは遺構であるという確証

を得ることができなかった。そのために,遺構の可能性

があるプランについては全て断ち割 りを行い,遺構であ

るかどうかの判断を行った後掘 り下げた。調査中に遺構

の可能性がある落ち込みを 4か所検出したが,断ち割 り

調査の結果, 3か所は自然の落ち込みであることが分か

った。調査区は杉林 として利用されていたために,多 く

の樹痕がⅢb層 まで根 をおろしていた。 自然の落ち込み

のほとんどは,樹痕に伴ってⅢ層がⅣ層に落ち込み形成

されたものと思われる。

2 土器の分類 (第 356図 )

本遺跡では,住居跡 と包含層から約 1400点 の入佐式土

器が出土 した。出土土器を回縁部形態や調整の特徴によ

って深鉢を 4類 ,浅鉢を 7類に分類 した。土器の説明は

分類に従って行 う。また,包含層出土の土器は I～ M―
4～ 9区 とM～ 0-13～ 15区間で様相に違いがあるた

めに各地点ごとに紹介する。

3 竪穴住居跡

(1)調査方法

住居跡の輪郭はⅢb層 下部で確認 した。 しか し,住居

跡上部の埋土がⅢb層 と同じであるために,平面プラン

を明確に検出することができなかった。そのために、先

行 トレンチを十字に設定 し断面観察を行った。先行 トレ

ンチでは壁面の立ち上 りが確認でき,さ らに床面近 くか

ら大型の土器片が出土 したのでその時点で遺構であると

判断 した。住居跡の掘 り下げはベル トを残 して開始 した

ものの、壁面と埋土の識別が困難であったため,さ らに

先行 トレンチを 6か所追加 し,壁の立ち上が りを正確に

把握する作業を行った。掘削方法は,中央部の床面を検

出しそこから壁面を追いかけるというものであった。さ

らに、困難な壁面の検出には遺構埋土 と壁面の間にでき

る亀裂の有無がその判別に役立った。遺構の埋土はベル

トによって分割されたセクションごとにフローテーシヨ

ンを行い,層位別に炭化種子を回収 した (第 352図 )。

(2)住居跡の概要 (第 357図 )

平面形は直径 2.3m程の円形で,榎木原遺跡や中ノ原遺

跡の住居跡よりも小ぶりである。壁の立ち上が りは明瞭で,

深さは 30 cm程である。住居跡は晩期土器が出土 し始める

Ⅲb層下部で検出 しているので,住居の深 さは当時の状

況に近いものであると思われる。住居跡の掘 り込みはV
a層 まで達しており,貼 り床が検出されなかったことから,

掘 り込んだ地山面が当時の床面であると考えられる。床

面は固くしまってお り,炭化物が多 く混ざっていた。

地床炉は住居の中央に配置され平面形が不定形で浅 く

簡易的な感 じを受ける。床面と壁面が焼けてお り,埋土

には焼土を少量含んでいる。

柱穴は床面で平面プランを明確につかむことができな

かったので、床面をさらに 5～ 10cm程下げて検出した。

第351図  遺物の分布状況 と竪穴住居跡の位置

遺物が出土 した範囲

第 1セ クション 第2セ クション

第4セ クショ)第3セ クシ ョン
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第352図  フローテーシヨン試料の採取位置
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検出された柱穴は,直径が 10cm程 と小さかったために

全て半裁し遺構であるかどうかの検討を行った。中には
,

どちらか判断できないものもあり,図面上には確実に柱

穴であるものに限って図化した。柱穴は地床炉の北西側

に弧状に配置されている。柱穴の配置は冬場に霧島連山

から吹きつける「霧島おろし」と呼ばれる寒冷な季節風を

防ぐのに適しており,住居の構造に自然環境が大きく関

連していることを窺わせる。このような柱穴の配置や形

態は本県でこれまでに発見された縄文時代晩期の住居跡

にはみられず,桐木遺跡特有のものである。住居跡の埋

土からフローテーション法によって回収した炭化種子に

はイチイガシやアズキ類が含まれている。

竪穴住居跡が谷の落ち際からlmも離れていないのは,

現在の谷が縄文晩期以降に浸食され,住居跡の近 くまで

迫った結果であると考えられる。

(3)埋土と遺物の出土状況 (第 357・ 385図 )

埋土は 3層 に分かれ,遺物も層ごとに取 り上げた。以

下各層ごとに説明を行う。

③層は床面直上に水平堆積しており,民化物を多量に

含み黒色を呈している。さらに,非常に固くしまってい

ることから,調査開始時は③層を貼床と誤認していた。

このような土は,他の埋土や周辺の包含層にはみられな

いもので,③層は住居廃絶後に廃棄された有機物などが

そのまま土壌化し形成されたことが推測される。遺物の

多くはⅢ層中で,床面から少し浮いた状態で見つかって

いる。また,回収された大半の炭化種子が③層に含まれ

ていることも注目される。

②層はⅣ層に含まれる御池火山灰のブロックを含むこ

とが大きな特徴である。このことから②層は,住居跡の

壁面であるⅣ層が崩壊し形成されたことが考えられるが,

その他に住居を造る際に掘 り上げ周堤に使用したⅣ層が

流れ込むことによって堆積した可能性も考えておきたい。

①層は住居跡が埋没する最後の段階に周辺のⅢb層 が

堆積したものである。①層の遺物出土状況は小破片が散

発的に出土する程度でありⅢb層 の出土状況とよく似て

いる。

第 358図 は,遺物の出土状況図である。まず,平面図

をみると,遺物は地床炉より南側の空白地帯を取 り囲む

ように広 り、土器は住居内全体で接合 している。次に遺

物の断面図をみると,住居北西部の①層で一部流れ込ん

だ状況が観察できるが,全体はほぼ水平に分布している。

特に③層の出土遺物は水平に分布しており,周辺から流

れ込んだ様子は見て取れない。さらに,③層の土器は床

面近 くから出土し,住居外の土器と接合している。以上

の 3点から③層の出土遺物は住居跡廃絶後,短期間のう

ちに有機物などと共に廃棄されたことが推測され,一括

性の高い資料であると思われる。地床炉南側の遺物空白

地帯については,空白地帯から遺物を廃棄した結果でき

た可能性や,大型の建築材などが捨てられ遺物が堆積せ

ず空白地帯となった可能性が考えられるが具体的には不

明である。

4 住居跡の出土遺物

約 250点の遺物が出上し28点 を図化した。遺物の多く

は③層から出土している。

出土した土器は全て入佐式土器である。住居内の土器

は各層によって型式差がなく,土器同士が層を超えて接

合している状況を反映している。

(1)深鉢

I類 (第 369。 360図 1～ 8)

I類 は回縁部の形態,文様の有無によって 3つ に細分

できる。調整は粗雑なミガキやナデ調整で,色調は暗褐

色を基調とする。

1・ 2は 同じ施文具によって口縁部に条痕状の多条沈

線文が施されている。 2は 日縁下端がわずかに隆起して

いる。 1・ 2共に内外面ナデ調整である。

3・ 4・ 7・ 8の 回縁部は無文で頸部との境には低い

段が形成されている。 3は 日縁部に粗雑なナデ調整が施

されているために,一見条痕状の沈線文が施されている

ようにみえる。 4・ 7・ 8は内外面ナデ調整である。

5は 回縁部が「く」の字状に屈曲し頚部との境が無段

になるものである。 5と 6は 同一個体で,胴部の内外面

はミガキ調整である。日縁部には幅 5 mm程の浅い窪み

が残っている。

‖類 (第 360図 9～ 11)

Ⅱ類は胴部の屈曲が弱く,器壁が厚い。さらに,色調

が橙色であることから,暗褐色を呈するI類 とは違う雰

囲気をもった土器である。

第134表 第10文化層 (縄文時代晩期)土器組成表

深 鉢 浅 鉢

I蓼霞 I類 Ⅲ類 Ⅳ類 底部 不明 I類 Ⅱ類 Ⅲ類 Ⅳ類 V類 Ⅵ 類 Ⅷ類 14コド月

1号住居跡 8 4 3

」～M-6～8

区Ⅲb層
1 1 5 7 1 3 2 4

M・ N-14・ 15

区皿b層
2 4 1 2

計 4 l ユ 4 3 l 2 6
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深鉢 I類 深鉢 Ⅱ類 深鉢Ⅲ類 深鉢Ⅳ類

形態 :口縁は「 く」の字

状 に屈曲 し頸部 との

境に低い段をもつ。

胴部は緩やかに屈曲

し胴部最大径 は日径

よりも小さい。

調整 :粗いミガキ・ナデ・

条痕

形態 :口縁 は断面三角形で

頸部から短 く直立する。

器壁が厚 く口径 と胴部

最大径はほぼ同 じ色調

は橙色である。

調整 :ナ デ・ケズリなど

形態 :上胴部が緩やかにタト

反 し回唇部が平坦 にな

る。日縁部に文様帯は

形成 しない。

調整 :強 いナデ

形態 :口 縁は「 く」の字に

状 に屈曲し頸部 との境

は不明瞭である。日縁

部は薄 く,断面形は方

形 に近 い。M～ O―

13～ 15区 で出土

調整 :丁寧なミガキ

浅休 I類 (精製品) 浅鉢 Ⅱ類 (精製品) i莞鉢Ⅲ類 (精製品) 浅鉢Ⅳ類 (精製品)

曹 ∪ 房

雷曰/
形態 :口 縁部は短 く屈 曲

した上胴部か ら直線

的に外側へ 開 く①底

部は九底

調整 :丁寧なミガキ

形態 :口 縁部 は長 く外反す

る頸部か ら小 さ く立 ち

上 が る。 日縁外面 に沈

線文が施 され る。頸部

と胴部の境は屈曲する。

調整 :丁寧なミガキ

形態 :口 縁は短 く直立 した

頸部か ら「 く」の字状

に屈曲する。口唇部内

面にはわずかに突出

胴部は丸みを帯びる。

調整 :ミ ガキ・ナデ

形態 :口 縁部の内外面に

太い沈線 またはナデ

による凹みが施され

る。日縁部内面には

稜が形成 される。

調整 :丁寧なミガキ

浅鉢 V類 浅鉢Ⅵ類 浅鉢Ⅶ類 (精製品)

鱚 妻 業 義 診 7

震ヲ瑳葬ヽ

形 態 :口 径が器高に対 して大 きく,胴部は膨 ら

みをもたずに底部へ とすばまる。底部は平

底である。

調 整 :条痕・ナデ

その他 :器壁は薄 く,外面に煤が付着 している。

形 態 :口 縁 は内傾す る胴部

か ら短 く立ち上がる。

調 整 :ナ デ・ケズリ

その他 :胴 部外面 に沈線文が

施される。

形態 :口 縁部の屈曲と胴部

の張 りが強い。唇部は

丸 く肥厚 し,外面に浅

い沈線文が施 され る。

黒川式土器である。

調整 :丁寧なミガキ

第356図 縄文時代晩期土器分類模式図
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柱穴の理上

暗褐色粘質■ 弱い粘性を帯び, しまりは良い。

第357図

第 135表 第10文化層 (縄文時代晩期)竪穴住居跡計測表

V

住居跡の埋土

①褐色砂質± 2mm大の黄色バミスと5mm大の炭化物を所々 に含む。土質は皿b層 と同じである。
C幅 との境には□凸がみられる。

②暗褐色砂質土 黄色パミスと2～ 5mm大の炭イヒ物を多く含む。しまりは良い。
③黒褐色砂質上 しまりが良く,1～ 2mm大の炭化物を多く合と。大型の上器片を多く含む。
地床炉の理圭

黒褐色砂質土 住居内理担Э層に焼とが少量混ざっている。2～ 3mm大の炭化物を多く含む。

縄文時代晩期塁穴住居跡

▼∇

L=2929m ―  一

▼ ア

挿図番号 遺構 名 検出区 検出面 時期 平面の大きさ(m) 深さ(m) 出土遺物 備 考

竪穴住居跡 L-8 Ⅲ b層下部 縄文晩期 236× 225
入佐式上器・石鏃・

石匙・石皿片・炭化
種子

中央に地床炉あり。
柱穴lユ基検出
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9～ Hは緩やかに屈曲する胴部から短い口縁部が直立

し,日縁部 と頸部の境は弱い陵で区画 している。 9は 日

径 32 8 cmで ,上胴部には煤が付着 している。外面はナデ

後粗いミガキ,内面は日縁部が ミガキ,胴部は強いナデ

が施されている。下胴部は 2次焼成のために赤褐色を呈

し器面が荒れている。10は推定口径 12 cm,器高 15.2 cm,

底径 5 6cmで ある。胴部は弱 く張 り膨 らみをもちながら,

上げ底の底部へと続 く。内外面ナデ調整で,内面には輪

積みの接合痕が顕著に残っている。11の 口縁は断面形が

方形である。内外面ナデ調整である。

(2)浅鉢 (第 36図 )

I類 (12)

12は推定回径 22.8 cm,器 高 8.6側である。日縁部は短

く屈曲した上胴部から直線的に開き,底部は丸底となる。

― L=2933m

回唇部は,欠損部があ り正確には不明であるが本来は 5

か所が山形に隆起 していたと推祭される。内外面とも丁

寧なミガキが施され,日縁部には煤が少量付着 している。

色調は日縁部から上胴部は黒色,下胴部は橙色である

H類 (13～ 15)

13は頸部片である。内外面丁寧なミガキ調整が施さて

いる。14の口縁部は長 く外反する顕部から短 く直立する。

口縁部の外面には 1条 のヘラ描沈線文が施されている。

15の 口縁部は外側へ傾 き,日唇部内面は弱 く肥厚する。

日縁部外面は部分的に浅 く窪む。

(3)深鉢胴部 (第 361図 16～ 18)

16～ 18は I類の胴部であると思われる。16は外面上

胴部に煤が付着 している。17は外面の上胴部と内面が条

痕後ナデ,外面の下胴部はナデ調整である。外面上胴部

0                   1m

第358図 縄文時代晩期竪穴住居跡遺物出土状況

● ・・■・.∴ .゛:~rrl∫■「・ 恥洋::五^猛
・・
~' ~:
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第359図 竪穴住居跡出土深鉢 I類
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0                10cm

に煤が付着 している。18は 内外面ナデ調整である。

(4)深鉢底部 (第 361図 19～ 24)

底部は形態により大きく2つ に分類 した。

19は 浅い上げ底で立ち上が りのないものである。底径は

小 さく,内面には煤が付着 している。内外面ナデ調整で

ある。

20～ 24は低い立ち上が りをもつ底部である。20と 21

は上げ底で,内面には煤が付着 している。21は底面を削

り取ることによって上げ底を作っている。22～ 24は 平

底である。24は底の厚さが薄 く,胴部に向かって大 きく

開く。

第361図 竪穴住居跡出土深鉢胴部

(5)住居内出土の石器

25は灰白色を呈するチャー ト製の石鏃で,左脚部を欠

損するが,基部にU字状の快 りが入 り,両脚部の端部が

基辺に対 し斜行する。側辺は上部に屈曲をもち,上端部

は三角形上に尖る。26は黒曜石Ⅲ類製で,右半部を欠損

するが,形態的には25と ほぼ同じものである。縄文時代

晩期に頻出する形態で,E3類 に分類 した。

27は 蛋白石製の横型の石匙で,分厚い素材剥片に表裏

から調整加工を施している,上部に左右からの袂 りを入れ,

つまみ部はやや丸みをもつ形に仕上げている。横型で両

面調整の刃部をもつ石匙でⅡa類に分類 した。

28は粗刃のスクレイパーで,多孔質の安山岩製で,調
整加工はあまり明環ではない。主に右辺部分を刃部とす

るものとみられる。

住居内から石皿の破片も出土しているが図化していない。

また,住居内埋土の水洗選別 (ウ ォーターフローテーシ

ョン)時には黒曜石ほかの石器砕片類 も回収されている。
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第362図  竪穴住居跡出土深鉢底部
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第363図 第 10文化層竪穴住居跡出土石器

第 136表 第10文化層石器計測表 (1)

ひ      26

耳図No 図No 取上No ヨt」LI 厨位と えイヒ履 遺構 嬢 Lユ 分類L2 石材] 石材2 幅(cm)1厚 さ(cm 三量債 接榔 c 腑 被熟 破砕 備考

363 25 住居下層 住居 Lお 石 鏃 E3 CH み15 140 072 左脚部欠損

363 26 1住 3SEC下 住居 Lお 石鏃 E3 OB 3 080 040

363 27 埋下層62 住居 と8 石匙 OP 400 160

住居一括 住居 レ8 スクレイパー AN C 6B0 070
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5 包含層出土土器

包含層からは土器が約 1050点,石器が 239点 出上した。

出土 した土器は入佐式土器が主体を占め,わずかに黒川

式土器が混入 している。従って,Ⅲ b層 は入佐式土器の

単純層 といつても差 し支えは無いと思われる。出土した

土器は谷を挟んで地形的に分断されているI～M-4～
9区 とM～ O-13～ 15区 で様相が違うためにそれぞれ

の地点ごとに紹介する。

(1)I～ M-4～ 9区の出土遺物

本地点と住居跡内から出土した土器は,型式差がない

ために同時期のものと思われる。

①深鉢 (第 364図～366図 )

I類 (29～ 48)

I類 は日縁部文様の有無,調整の違いによって 3つ に

細分できる。

29は 日縁部と頸部の境が明瞭で,日縁部外面にヘラ描

沈線文が 7条施されている。ヘラ描沈線文が施されてい

るものはこの 1点のみである。

30～ 421ま 口縁部が無文で,頸部との境に低い段 をも

つものである。30～ 33は 内外面にミがキが施されてお り,

33は胴部内面に接合痕が残っている。34の外面調整は

ミがキで,内面調整は日縁部がナデ,胴部は条痕である。

35は外面の口縁下端に幅 4 mm程の浅い窪みが残ってい

る。41は器壁が薄 く,内外面ナデ調整である。

43～ 48は 口縁部が「 く」の字状に屈曲し,頸部との

境に低い段を形成しないものである。43は回縁部と顕部

の境に浅い沈線状の窪みが 2条残っている。45の 日縁部

は粗いナデ調整が施され,内面には接合痕がみられる。

46は推定口径 14.2cm,器 高 13cm,底径 5.6cmで ある。

日縁部は「 く」の字状に開き,胴部の屈曲は明瞭で底部

は立ち上が りをもつ平底である。外面はミガキ,内面は

粗いナデが施される。48は直径 8 mmの補修孔が上胴部

に施されている。補修孔は外側から内allに 向かって開け

られている。

II類 (49)

49は 上胴部から短い口縁部が直立し,日縁部と頸部の

境は稜線によって区画 している。胴部の屈曲は明瞭で色

調は橙色である。外面調整はナデ,内面調整は上胴部が

ナデ,下胴部がケズリ後ナデである。

‖I類  (50)

50は上胴部から口縁部にかけて緩やかに外反し,日唇

部が平坦となるものである。日縁部に文様帯は形成しない。

内外面は強いナデによって表面が削 り取 られてお り,器

面が凹凸している。器壁が厚 く,外面には煤が付着 して

いる。推定口径 29。2cmo Ⅲ類は 1点のみの出土である。

② 浅鉢 (第 366・ 367図 )

I類 (51～ 54)

I類 は日縁が屈曲した上胴部から直線的に開くもので

ある。器壁が薄 く丁寧な作 りで,緻密なミガキが内外面

に施されている。51は 内外面に煤が付着している。

‖類 (第 366・ 367図 55～ 62)

Ⅱ類は短い口縁部が外反する頸部から直立するもので

ある。器壁が薄 く丁寧な作 りで緻密なミガキが内外面に

施されている。色調は内外面黒色である。55'56は日縁

部が外側へ傾 き,日縁部外面が無文のものである。57～

60は 口縁部が直立し,ヘ ラ描沈線文が日縁部外面に施さ

れるものである。特に60は 口縁部の作 りが丁寧で,ヘラ

描沈線文が内面の口縁部と頸部の境にも施されている。

‖I類  (63)

63は 日縁部が「く」の字状に屈曲し,日唇部内面が

小さく突出する。調整は外面がミがキ,内面がナデである。

煤が上胴部から口縁部にかけて付着している。

V多霞 (65´-67)

V類 は日径が器高に射 して大 きく,胴部は膨 らみをも

たずに底部へとすばまる。651よ 内外面丁寧なナデ調整で ,

胎土に角閃石を多 く含む。66は胴部と底部が接合 しない

が,図上復元すると推定日径 46.6cm,推定器高 19 3cm,

底径 11.2cm程 であると考えられる。底部は小さく外側に

張 り出す平底である。調整は外面が条痕後粗い ミガキ ,

内面は丁寧なミガキである。内外面の色調は外面が褐灰

色であるのに対 し,内面は明赤褐色であるために対照的

な色合いである。日縁部には煤が付着 している。67は推

定回径 48cmで ある。調整は外面が粗いミガキ,内面が

ナデ調整である。内外面に煤が付着 し,外面の下胴部は

2次焼成のために明黄褐色を呈している。

ⅥI類  (69。 70)

Ⅷ類は黒川式の浅鉢である。口縁部は張 りの強い胴部

から強 く外反 し,日唇部内面は丸 く肥厚する。日縁部外

面には浅いヘラ描沈線文が 1条施されている。全体的に

精巧な作 りで,調整は内外面丁寧なミガキで,精製され

た胎土を使用 している。

その1也  (64・ 68)

64は 口縁内面が肥厚 し,内外面には丁寧なミガキ調整

が施される。68は 日縁部と,頸部の境に低い段をもつも

のである。内外面の調整は緻密なミガキ調整で,色調は

黒色である。

③ 深鉢底部 (第 368図 71～ 85)

底部形態によって 2つ に分類 した。
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0                 10Cm

(2)M～ 0-13～ 15区 出土遺物

本地点は I～M-4～ 9区から谷を 2つ隔てた場所に

あり,直線距離で70m程離れている。出土数は少ないが ,

本地点で出土 している深鉢Ⅳ類は I～ M-4～ 9区のも

のより新 しい特徴をもち,浅鉢 もⅣ類 とⅥ類は本地点の

みに認められる型式である。従って,両地点の上器群に

は時間差があると考えられる。

①深鉢 (第 369図 )

iV幻三(86～ 95)

Ⅳ類は本地点のみで出土している。日縁部は「く」の

71～ 731よ ,立ち上が りが不明瞭なものである。671ま

平底,72・ 73は浅い上げ底である。

74～ 85は低い立ち上が りをもつ底部で,平底 と上げ

底がある。調整はミガキ・ナデ・ケズリが施される。上

げ底の底面は丁寧にナデられているのに対 し,平底の底

面には土器作 りの際についたと思われる小石や木の実の

痕跡が残っている。74は 底面を削 り取ることによって上

げ底を作っている。77・ 78・ 80。 841よ 内面に煤が付着 し

ている。84の底面には 3～ 5 mm大の小石が付着 してい

る。
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第 137表 第 10文化層 (縄文時代晩期)土器観察表 (1)

時 期 出土層 器 種 認位 分類

型式

調 整 文様 色調等
色 調 備 考

外 面 内 面

縄文晩期 SCl下 深 鉢 日縁部 [類 条痕 後 ナデ 荒いナデ 180,109,他 1個 内:褐色 口径(28ct)

縄文晩期 SCi SCユ 耳 深 鉢 口縁 部 I類 条痕後ナデ ナ デ 一括 70 口径 (40 2cm)

3 縄文 I19t期 SCl下 深 鉢 日縁 部 I類 荒いナデ ナ デ A 84(2)114,162 騨跡
肝

対 口径 (26cm)

359 縄文晩翔 SCl下 深鉢 口縁 部 I矮 荒いナデ 119(3).69,95-緒 暗褐色 口 径 (28cm)

縄文晩期 ,Cユ SCll 深 鉢 口縁 部 口縁部はナテ明同部は磨き コ縁部はナテ胴部は磨き A 一括 他 6個 664775

6 縄文晩期 ICl下 L_ 深 鉢 胴 部 I ミガキ 荒いミガキ 155102110111他 9η』
半黒赤褐て

5と 同一個体

360 縄文晩期 SCl下 深 鉢 口縁 部 I 119 え黄褐色 口径 (36側 )

8 縄文晩舜 SCl上 深 鉢 口縁 部 一括(2)
卜黄褐色

9 縄文晩期 Ⅱ btt k」 深 鉢 Ц ナデ後 荒いミガキ 荒いナデ t0415)1089〉 1クa101 ttT,未 注記141

Ⅲ:黄橙 打碗光日制誰

縄文晩舞 SCl下,K7 深 鉢 コ縁部～底著 □ 177(3),他 1個 勺:費褐 や

360 11 250 縄文晩舞 ,Cl中 深 鉢 口縁 部 荒いナデ 一括 103 :昔穆 4 口径 (32 8cIIl)

縄文晩舞 SCl下 Ⅲ 浅鉢 コ縁部～底著 I ミガキ ミガキ ―括,38,39444546.65105140 村:暗褐ね

13 縄文晩狩 SCI 浅鉢 口縁 部 ミガキ ミガキ 一括
芍タト:

305 縄文晩対 ,7 SCl 浅 鉢 口縁 部 ミガキ 一括(4L未 注記 黒褐色

縄文晩対 ICユ 下 ,L 浅鉢 口縁 部 ミガキ ミガキ 205 一括,136来注記 旬:黒楊

“縄 文 晩 鶏 SCl下 深鉢 胴 部 ナ デ ナ デ A 一緒 (2x69,74 蜘陣17 縄文晩対 SCI下 深 鎌 胴 部 条痕後ナデ 角外:黄痛 外面に媒が付着

縄文晩舞 iCl上 ,k_ 深 鉢 胴 部 ナ デ ナ デ 7(4)1,8(9片 先 T,未 注記
Ⅲ:暗褐色
勺!明褐t
卜明責褐t

外面 に煤 が付 着

縄文晩期 深鉢 底 部 ナ デ 208 A ―括(61.172,19名 193.64他 19個

362 縄文晩期 Vb,Ⅱ b 底 部 荒 いミガキ ナ デ A 一括 (4)321163.未 注記 (2)
卜明黄褐{

鸞ヽ 8cⅢ、外面に療力NII,

縄文晩期 SCl下 深 鉢 底部 荒 V ミガキ
勺:暗褐ね

縄文晩期 深 鉢 底 部 ナ デ ナ デ A 一括 (4),27.54424951612

縄文晩期 SCl上 下 深 鉢 底 部 ナ デ 荒いミガキ A 142(2),33(2片 未注記
Ⅲ赤褐t

k無 11甑 卜威面にド な凹みあ

縄文晩期 深 鉢 底 部 一括 (2)120284
対外

朗 苦 沼 底径(11 2cl)

縄文晩期 L‐ 7 深 鉢 口縁部 I類 ナ デ ミガキ 一括 (2)
キ:明褐色

縄文晩期 Lk-7 深 鉢 口縁 部 正類 ミガキ ミガキ 一括(3)他 1個 口径 (26m)

31 縄文晩期 深鉢 日縁 部 I好 ミガキ 表 ―括 ,一 括 騨鱒
日径 (25 4cI)

縄 文 晩 期 深 鉢 口縁 部 I雰要 ミガキ ミガキ 一括 (2)
十:橙

日経 (25 2cI)

縄文晩期 k‐ 7 深 鉢 ヨ縁部～胴剖 I簑 ミガキ ミガキ 一括,他 8個

縄文晩期 深 鉢 I類 ミガキ ヨ縁部ナデ胴部粂涙 295,一括
Ⅲ:黒褥色
為:褐色

縄文晩期 決 鉢 口縁 部 I頚 ナ デ 一 括
卜橙
紅朗褐々

縄文晩期 深 鉢 口縁部 I類 磨 滅
明褐色

縄文晩期 深 鉢 回縁 部 230 A 内面に煤が付 着

縄文晩期 深 鉢 日縁 部 I ミガキ ナテ ―括 他 1個
内外 :

縄文晩期 L-7 Ⅲb下 深 鉢 口縁 部 I類 ナ デ 一 緒 角71・ 褐色

365 縄文晩期 1-4 深 鉢 H縁部 I類 ナ デ ナ デ ― 括
I・ 赤褐色

365 縄文晩期 k‐ 7 深 鉢 口縁 部 I類 ナ デ ナデ ―括 (4) 黒褐色
外 面 に煤 が付着

縄文晩期 I-4 ll 深鉢 口縁 部 I類 ナ デ
中黄橙

365 266 縄 文 晩期 L k‐ 7 Ⅲb Ⅱ 深鉢 口縁 部 I類 ナ デ ナ デ 一括 276 外 面に煤 が付 着

365 240 縄文晩期 L_7 深 鉢 ヨ縁部～洞普 I類 ナデ後 荒いミガキ ナ ア 一括 未注記(4).他 2個
町:褐色

中:暗褐絶

ェ鈍い黄褐そ
265 縄文晩期 k‐ 8 深鉢 ヨ縁 部～胴吉 I類 荒いテデ ナ デ 36(51).64 外面 に煤 が付着

縄文晩期 K‐ 6監 _7 深鉢 〔類 ミガキ ― 括

縄文晩期 M-13 14 深 鉢 ヨ縁部～胴占 [類 ナ デ ―括 (2片 未注記 (4)
暗褐色

外 面に燥 が付 着

365 284 」‐4 Ⅳ Ⅳ下 深 鉢 [類 ナデ後荒いミガキ ナ デ 1267912630(3) 卜赤褐但

366 縄文晩期 97,L 深 鉢 I類 ナ デ ―括(3).他 8個 ,未 注記(6)
赤ヽ掲色

口 径 (26 4cm)

縄文晩期 【‐5 Ⅱb,Ⅳ 深 鉢 Il寒 荒 いナデ 荒 い ナ デ

縄文晩期 L‐ 7 浅 鉢 H縁 部～胴剖 I ミガキ 一括 (2X未 注記 卜褐色

312 縄文晩期 L‐ 7 Шb.Ⅲ b下 浅 鉢 口縁 部 ミガキ ミガキ 一括(2)
外‥
必

縄文晩期 llb V上 浅鉢 口縁 部 I ミガキ ―括 (2)
Ⅲ:黒褐色
勺:明褐セ
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第 138表 第 10文化層 (縄文 期)土器観察表 (2)

調整 文様 色調等

外面 に媒 が付 着

外面に煤が付着

―括 先 T未 注記 (3)

内面に煤が付 着

―括 (10)138103

条痕 後ミガキ

XLj製 された/.・上を使用

一括 (5)未注記

肖1り 後ナデ

―括 (4片 369,未 注記(2)

条痕後ミガキ様ナデ

粂痕後ミガキ様ナデ ミガキ様 ナデ

胎■に砂粒を多く含む
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字状に屈曲し,頸部との境は無段 となる。回縁部は I・

Ⅱ類に比べ薄 く文横帯を形成 しない。内外面には丁寧な

ミガキ・ナデが施される。

86・ 87は 口縁部に条痕状の沈線文が施される。内外面

にはミガキ様のナデが施され光沢がある。88は 口縁部に

沈線文が 1条残っている。

89は Ⅳ類の中で唯―の粗製品である。日縁部と頸部の

境はわずかに突出している。調整は内外面粗いナデである。

90～ 94は 日唇部が平坦で,内外面丁寧なミガキが施さ

れる。色調は黒色である。

②浅鉢 (第 369図 )

I類  (96・ 97)

96'97は短い口縁部が外側へ傾 き,外面に浅い沈線文

が施されている。調整は内外面丁寧なミガキである。

Ⅳ類 (98～ 101)

Ⅳ類は日縁部の内外面に太い沈線または強いナデによ

る凹みが施されるものである。内面の口縁部と胴部の境

には陵が形成される。調整は内外面丁寧なミガキ調整で ,

色調は黒色である。Ⅳ類は本地点のみで出土している。

VI類  (102)

Ⅵ類はマリ形土器 と呼ばれているものである。日縁部

は短 く直立 し,胴部は九みを帯びている。上胴部には4

条のヘラ描沈線文が施されている。調整は外面がナデ ,

内面はケズリ後ナデである。

そ(Dイ也 (103・ 104)

103の回縁部はわずかに外反する。外面にはミガキが施

されている。104は 内外面ナデ調整である。粗い胎土を

使用 している。

6 石器

石鎌 (105～ 116)105・ 106イよいずれも部分に欠損がみ

られるが,平基の石鏃である (B類 )。 108。 109は浅い

凹基の石鏃で,109は晩期に一般的な五角形鏃で C3類 に

分類 した。110～ 112は U字状の狭 りをもち,脚部端部

が斜行 し,側辺上部に角部をもつもので,住居内出土の

石鏃とほぼ同じ形態に属するものである (E3類 )。 107・

114・ 115は石鏃未製品,113・ 116は脚部を欠損する。

石匙 (117)青灰色の頁岩製で,上部に左右からの快 り

がはい り,つ まみ部をもつため石匙に分類 したが,刃 部

の加工はみられない。

スクレイパー (118。 119。 120。 121)118は 蛋白石製

で,縦長剥片の右側辺に両面から調整を加えている。119

は下半部を欠損するが,腹面周縁に調整が施されている。

120。 121は やや厚みのある剥片の周縁に調整を加え,角

度のある刃部をもつもので,掻器の一種 とみられる。

第 139表  第 10文化層石器計測表 (2)

挿 図No 図 No 接合図Nα 取上No 遺構 分類L] 分類L2 石材L」 石材L2 幅にm) 重母r』 接合No 酪認 備 考

370 3 Fr 3 石 鏃 OB 5 先端分欠損

12707 石 鏃 B 6 先端部欠損

370 b 石鏃 G AN A 先端部欠損

370 3 b 石 鏃 035

370 b 石 鏃 C3 AN A

370 3 b L7 石鏃 左脚部欠損

370 3 L-7 石鏃 CH 左脚部欠損

370 821 3 石鏃 4

370 3 K7 石鏃 F4 4 欠損

370 114 一 括 3 K7 石鏃 AN A

370 115 一 括 3 b K▼ 石鏃 G

370 b K7 石 鏃 AN A

117 一 括 3 b K7 石匙 SJ 687

一 括 3 b s3 スクレイアヾ― サイドスクレイア`―

119 一 括 3 b Lヤ スクレイパー 270

37 269 3 b L-7 スクレイアヾ― ラウンドスクレイア`― CH

3 b 4

3 b L-7 石錐

37 2312 3 b 石錐 430 240

37 24 一 括 3 b K‐8 石錐 AN A

37 3 b 異形石器 4 240 050 079

一 括 3 b K7 二次ガ,工 IIRIHl片 SH

一括 3 b L10 二次lln工 痕黒1片 345 295 095 707

372 13118 3 b 二次加工痕剣片 OB

372 一括 b L‐7 楔形石器 SH

372 一括 b L‐7 二次力,工戻剥片 AN A

372 1 一括 b K7 二次加工真剤片 355

372 一括 b K7 二次力,IIR到 片 i OO

372 133 266 b L10 K8 SH 240

b 二茨力,工戻Fl片 SH
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第375図 第10文化層出土石器 (6)
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4

第376図 第 10文化層出土石器 (7)

石錐 (122～ 124)122は灰茶褐色の珪質

頁岩製で,右側面の節理面上及び左側縁に

調整を加え,断面菱形の錐部 を作 り出す。

錐部にはわずかに磨耗がみ られる。123は

黒色ガラス質の黒曜石Ⅳ類製で,錐部は比

較的細かい両面調整が施される。124は 黒

灰色の安山岩製で,折れ面のある剥片を用

い端部を調整するもので,端部には磨耗が

みられる。

異形石器 (125)黒色で良質な黒曜石Ⅳ類

製で,表裏から丁寧な調整があ り,三叉状

の形状をもつもので,縄文時代晩期にみら

れる異形石器の一種である。

楔形石器 (129)上辺は山形で階段状の剥

離があり,上下に姑向する剥離がある。

130ほ か加工痕剥片 としたものに楔形石器

の可能性があるものが含まれる。

加工痕剥片 (126～ 128・ 130～ 135)

使用痕剥片 (136～ 147)

剥片類 (148～ 151)

石核 (152。 153)152は 茶褐色の良質な

頁岩製で,上下・左右側面を打面とし,表
裏に作業面をもつ石核である。1531よ 蛋白

石製の石核で,主 に分割面を打面とし,図
正面を作業面として剥片剥離をおこなう。

磨製石芹 (154～ 157)ヤ ずヽれもホルンフ

ェルス製である。154は外形が短冊形を呈

する扁平な磨製石斧で,刃縁はやや偏刃気

味で,両凸刃である。155も 小型で扁平な

磨製石斧で,刃縁は直刃で,弱凸強凸刃の

片刃石斧である。156は剥離整形後,敲打

と十~―十~ピ∵ V整が施されるもので,刃縁 は偏刃で,両
凸刃の磨製石斧である。157は基部を欠損
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するが,側面を平坦に研磨仕上げするやや外湾気味の刃

部をもつ両凸刃の磨製石斧である。

磨石敲石類 (158～ 167)158～ 162・ 164は いずれもや

や扁平な円礫で表裏に磨面をもつ (I類 )① 163・ 165～

167は表裏に磨面があ り,周縁部分に敲打の痕跡をもつ

ものである (Ⅱ A類 )。

石皿 (168)多 孔質安山岩製で,やや凹面状を呈する平

坦な摩滅面があり,ス ス状の炭化物の付着が認められる。

表140第

第378図  第 10文化層出上石器 (9)

第 10文化層石器計測表 (3)

挿図No 図 No ,各団W 取上No 遺構 グリット 分類Lユ 分類L2 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(gl 接合NO 備 考

一括 3 二次力,Ittil片 338 252

3 b 使用痕最1片 565

一括 3 b MIt 使用痕剥片 280 075

373 一括 3 b K7 使用痕剥片 370 100 587

373 3 b 使用痕剤片 SH 080

一 括 3 b 使用戻剥片 SH 339 04

373 1 一 括 3 b L-7 使用痕剥片 AN A 477

373 一括 3 b M■ 4 使用IR剥 片 OB 255 180 075 282

一括 3 b 剥 片 350 095

374 一括 3 b M■ 4 使用痕剥片 528 098

一括 3 b 使用痕剥片 275 100 1033

3 b 使用痕剥片 368 459 090 1206

147 一括 3 b 使用痕剥片 SH 311 368 098

148 一括 3 b 剥 片 115 1147

一括 3 b 剥 片 270

一括 3 b 剥 片 AN

375 一括 3 b 貯 3 剥 片 5500

375 15210 3 K4 石核 360

3261 3 J5 石核 2682

3 b 石 斧 HF 1075 555 175 11665

3 b K7 石 斧 HF

156 3 b し▼ 石 斧 HF 1590 26371

157 3 b K7 石 斧 HF 800 22671 k損

158 15020 3 b 5 磨石/敲石 AN C 270 1227 S

377 159 一括 3 b K▼ 磨石/敲石 SA 440 ST

377 一括 3 b K6 磨石/敲石 AN C 420 S

377 一 括 3 b K7 磨石/敲石 AN C 550 10375 S

377 162 一括■ 3 b M■ 4 磨石/敲石 SA 7157 S

377 一 括 8 b L7 磨石/敲石 ⅡA SA 595 9884 H

377 一括12 3 b M■ 4 磨石/敲石 I AN C 585 12135 S

377 165 一括 3 b K-7 磨石/敲石 ⅡA SA 24387 ST ○

166 一括 b L10 K6 磨布/敲石 ⅡA AN C 445 87302 ST

167 3 磨石/敲石 ⅡA AN C 13800 760 1,86717 ST

168 一括 3 b K7 石皿/台 石 B AN C 2570 970 ○ ○
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第 11節  第 H文化層 (Ⅲ a層 弥生～中世)調査

1 遺構 と遺物

第 11文化層検出の遺構の位置については,第 10節 の

第 355図 に併載 しているので参照されたい。第 H文化層

は,文明ボラ (Ⅱ 層 Sz-3 1471年 頃)の下位のⅢa

層を包含層 とするもので,弥生時代,古墳時代及び古代・

中世の遺構・遺物が検出されている。

調査区域内では後世の削平によりⅢa層 もしくはⅢb層

以上が残存 しない部分があ り,Ⅲ a層 のほぼ完全な堆積が

認められたのは桐木側調査区の東側,調査区の東側境界

付近の比較的限られた範囲のみであった。そのほか,上
部の一部削平や部分的撹乱があるものの,その堆積が認

められた部分は,平成 10年度に調査を行なった桐木調査

区南側の部分及び北側の旧国道 10号線に沿って残されて

いた道路沿いの土手及びその周辺の一部,耳取調査区の

国道 10号線に沿った部分 と東側の地形傾斜により旧地形

が低 く,削平を免れていた部分である。桐木調査区東側

には更に連続 して包含層が残存するものとみられる。

遺構 。遺物は主に桐木調査区東側の部分で検出され ,

遺構 としては土坑 。畑跡及び多条数の道跡が検出されて

いる。

道跡については一部第 10文化層 (縄文時代晩期)相当

に遡る可能性をもつ ものを含んでいるが,時間的変遷に

ついても併せて検討する目的で,本節で併せて報告した。

2 遺構

(1)土坑

下記の文明ボラ直下で検出された畑跡の下面で検出し

た土坑で,畑跡の調査後 ,畑跡検出面 (上面)か ら約

20cm下位で検出されたものである。

土坑はⅢb層 上面で,硬化面をもつ道跡の検出を行な

った際,道跡を切るⅢa層 (黒色土)がみられたことから,

周辺を含め再度精査をおこない検出したもので,検出面

はⅢb層上面付近である。

検出時はオタマジャクシ型の一つの上坑 と考え掘 り下

げに着手 したが,断面形状でみるように,3段の堀込み

底面に区分 されることから,複数の土坑が切 り合ってい

る可能性がある。

埋土は上下三層に区分され上部はⅢa層 の黒色土,下部

は暗黒茶褐色土で黄掲色の細粒のパ ミスを含みⅢb層 上

部の上に類似することから,時期的には畑跡よりも古い

ものである可能性が高い。

埋土中からは,上部埋土と下部埋上の境界付近を中心に,

長径で 3～ 6cm程度,短径で 2～ 5cm程度の木質の炭化

物片がみられた。

関連する遺構 との時期的な関係では,道跡が最 も古 く

形成され,次いでこれを切る形で土坑が掘 られ,上位に

畑跡が作 られたものと考えられる。用途については不明

である。

(2)畑跡

文明ボラ (Ⅱ 層 Sz-3 1471年頃)の直下,Ⅲ a層

上面で検出された畑跡である。遺跡周辺の撹乱されない

場所では 40～ 50cm程度の厚い堆積層をもつが,調査対

象地内では,宅地の造成及びボラ抜 き (ボ ラ層を取 り除

き耕作に適 した土壌面 とする)に より,畑跡が検出され

た桐木側調査区東側の部分にのみ撹乱されない純層が残

存する。

検出された畑跡の面積は約 80∬で,法面を残 して調査

を行なったため未調査 となった東側を除き,周囲は撹乱

のため残存 しなかった。

畑跡を検出した K・ L-5・ 6区付近は,畑跡検出部分

の北側を中心に,東南方向から入る迫に向かって緩やか

に傾斜 してお り,検出した畑跡 も地形傾斜に沿って緩や

かに傾斜 している。

検出部分のほぼ中央で,それぞれ東西方向に延びる畝

が切 り合ってお り,切 り合いが重なる部分にマウンド状

のわずかな高まりがある。畝の切 り合い関係からみると

西側から延びてきている畝の方が新 しく畝立てされてい

るとみられ,畝と畝間の比高差は約 5cm程度しかないが ,

文明ボラを畝間に残 した検出状況では槻ね明瞭に畝 と畝

間が区分される。また東側 と西側では畝と畝間の比高差

にも若千のちがいがみられる。

検出した畑跡の北側の撹乱部分 と接する部分で,わず

かな部分ではあるが,撹乱を受けていないにも関わらず ,

畝が認められないか所があ り,畑跡の境 となっている可

能性があるが,わずかな部分のみであり判断できなかった。

図示 していないが,調査時には文明ボラの上位で も,

ボラ層上面で畝跡を検出しているが,畝の方向は,若干

の違いはあるものの,文明ボラ直下のものとほぼ同じ方

向をむいている。

畑跡では,土壌中に微細な炭化物が含まれていたため ,

畝・畝間を横断する方向で,一定の間隔を取 り,東側の畝 ,

中央のマウンド部分,西側の畝に分け,土壌を採取した (採

取地点については挿図参照)。

採取 した土壌は調査中現地で,土壌 2ゼ を基本単位 とし

て,フ ローテーション法による水洗選別を行い,2.0及び

0425メ ッシュサイズのふるいにより,炭化物の採取を行

なった。また残津についても■4及び 0.5の メッシュサイ

ズのふるいで炭化物等の採取を行った。採取 した炭化物

等は,採取後乾燥 させた後,パ ミス等の混入物を取 り除

く作業を行なったが,上位がパ ミス層のため,細かいパ

ミス粒子の取 り除きにかなりの時間を要 した。試料採取

の方法は,第 10章の縄文時代晩期の竪穴住居埋土の災化

物試料採取についても基本的に同様の方法で行なっている。

採取後の試料の分析については,平成 14年度に指導を受

けたほか,炭化種子の同定を委託 し,付編 として掲載 し

た (付編 7)。

同定の結果では,試料中に含まれる炭化種実は少なく,

イネ科及びコミカン草属の炭化種実がわずかに検出され
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たのみであった。また報告では,含 まれる炭化物中に草

本科の≧及び地下茎が含まれてお り,火入れもしくは草

本灰の肥料としての搬入などの可能性が指摘されている。

(3)道跡

桐木・耳取調査区において多数の道跡が検出された。

現国道 10号線が調査区内を北西―南東方向に通っており,

今回検出した道跡の多 くも国道 10号線と平行に走 り,地
形を利用して,台地縁辺に沿うように形成されてきた。

また,本遺跡付近は字を「通山」といい,江戸時代には

通山宿が置かれた場所である。その名が示すように,道
が形成され始めた時期から,近世・現代の国道 10号線ま

で,こ の近辺が交通の要所として利用されてきたことが

うかがえる。

ここで「道跡」とは,硬化面をもち,筋状もしくは円

形の凹面をある程度連続的に形成するものとする。また,

硬化面は持たないものの,周辺の土壌と異なる色 。質感

等を持ち,硬化面を持つ道跡とほぼ同一方向に筋状に形

成されたものも道跡とする。遺跡は調査以前に削平され

た部分もあるが,Ⅲ 島 Ⅲh Ⅳ層より検出されてお り,

調査区内で北西一南東方向に大きな流れを持つ (図 382,

383)。

また,形態的には幾つかの特徴が認められる。周辺土

壌と異なる色調,質感を呈するもの,筋状に廷びるもの,

硬化面を形成し,その硬度や緻密さ,含有物が異なるもの,

底部に円形凹面 (波板状凹凸面)を形成するものなどが

ある。道跡は第Ⅱ層の文明ボラ (1470年 代,桜島起源の

火山性堆積物)下位より検出されており,遺構の周辺や

硬化面の中から土師器片が出土していることから,古代

～中世の時期と見られる。層位的に文明ボラより下位で

あるのは明らかである。

道の本数については同一箇所に硬化面が重複する場合

もあり,時期差として明確に分離できない場合もある。

硬化面が重複 している場合,それぞれを 1本の「道跡」

と捉えて良いかという問題があるが,各硬化面を説明す

る便宜上, 1～ 55号 まで番号を付した。また,長さは削

平され途切れていたり,幅は位置によりばらつきがあっ

たりする。硬化層が削平されていることもあるため,こ
れらの数字は参考値として挙げておく。以下,各道跡に

ついて説明する。

<桐木調査区 道跡 1～ 50>
道跡 1は道跡 2, 3及び波板状凹凸面と交わる。下部

に厚さ約 3 cmの 黒褐色硬化層を形成し,その中にはⅣ

層 (御池火山灰)のパミスと茶褐色を呈した縞目模様の

葉理 (ラ ミナ)が多数入る。

道跡 2は下部に厚さ約 4 cmの黒褐色硬化層を形成し,

道跡 1と 同様,硬化部分には御池のパミス,茶褐色を呈

した縞目模様の葉理を含む。また,北東端で波板状凹凸

面と交わる。

道跡 3は 下部に厚さ約 5 cmの 黒褐色硬化層を形成 し

ており,道跡 1, 2及 び波板状凹凸面と北西端で交わる。

波板状凹凸面は最下部 (底)に硬化面を形成するが,硬
さにばらつきがあり,円形凹面の中心間の間隔 (心々距離)

は大きく飛び離れている部分を除いて平均 65cmと なる。

東側の 2か所の円形凹面は道跡 2が形成される段階で作

られ,西側の 3か所の円形凹面は道跡 1が形成される段

階で作 られた可能性がある。また,道跡 1と 2の 間に位

置する比較的大 きな 1か所の円形凹面は,道跡 1, 2が
作 られる間に形成された可能性も考えられる。

道跡 4は 1条 の道と両端は波板状凹凸面から形成され

ている。上部が削平されていたため,本来は 1本の道跡

であったと考えられるが道の両端は下部の波板状凹凸面

のみ残ったと思われる。波板状凹凸面はほぼ円形に近い

形状のものから楕円形,突起部を有する不定型なものま

であ り,厚さ 7 cm以上の黒褐色硬化土を埋土 とする。

また,波板状凹凸面は連続 した方向だけでなく,道の南

西端では径約 20cmの比較的小 さな円形凹面 2基 と周辺

に径約 30cmの略円形の凹面 2基を形成 している。波板

状凹凸面の連続的に並んだ部分における心々距離は平均

66.4cmと なる。

道跡 5は厚 さ 3 cm以上の黒褐色硬化層を形成 し,周
辺に径約 30cmの 円形～楕円形の凹面 2基が形成されて

ヤヽる。

道跡 6, 8は上部が削平されてお り,部分的な黒色硬

化部分を形成している。硬さは比較的弱い。

道跡 7は厚さ 10cm以上の黒色硬化層で形成され,実
測図には底部に円形の硬化面があると注記されているが ,

大きさや配置が図化されていないため点線でその円形凹

面を表す。

道跡 9,10はボラ抜 きや樹痕等による攪乱を受け,断
片的に黒色硬化部分が残存 している。

道跡 11は最上部に黒色硬化層,その下位に比較的硬度

の小 さい黒色土か ら形成されてお り,最下部には厚 さ

10cm以 上の波板状凹凸面がある。円形凹面は 4基で ,

径 12～ 37cmの楕円形を呈 し,心々距離は平均 92cmと

なる。波板状凹凸面は方向的に道跡 1又は 4の波板状凹

凸面に続 く可能性がある。

道跡 12は上部に黒色硬化層,その下部に比較的硬度の

小さい黒色土から形成されている。

道跡 13は断片的に厚さ 4 cm以上の黒色硬化層が残存

している。

道跡 14～ 16は東側で重なり, 1本の道になる。硬化

部分が多数,断片的に重なってお り,黄色のパ ミス (御

池火山灰)を含む硬化層 もある。また,下部に凹面を伴

う可能性がある (第 385-①図,断面 E― EIよ り)。 こ

の凹面は方向的に道跡 29と 緊が り,西方向へ道跡 1下部

の凹面に繋がる可能性もある。

道跡 17,18は厚さ 2 cmの黒色硬化層より形成されて
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おり,道跡 19は下面に黄色細粒パ ミスを含む黒褐色の薄

い硬化面がある。

道跡 20,21は浅いボール状の凹部をもつ波板状凹凸面

である。平面は楕円形に近い形状のものが多 く,平面径

は道跡 20が 15～ 35cm,道跡 21が 18～ 38cmと なる。

凹面は 2列 になる部分もあり,心々距離 も一定の間隔で

並ばない。その理由としては,円形凹面が複数段階で形

成された可能性などが考えられる。道跡 20,21に関して

は,円形凹面の連続性が確認できないため,心 々距離は

計測不能とした。また,黄褐色細粒パ ミスを含む厚さ 5

cm以上の黒褐色硬化層を埋土とする。

道跡 22は暗黄茶褐色の硬化層を,道跡 23は黄色細粒

パ ミスを含む黒褐色の硬化層を持つ。

道跡 24は 硬化面が断片的に形成され,南西端で道跡

25と 交わる。また,道跡 24は黒褐色の硬化層で形成さ

れている。

道跡 25は道跡 24の 上に重なり,道跡 24よ りも強い灰褐

色の硬化面を持つ。また,道跡 25は 断面に茶褐色を呈 し

た縞 目模様の葉理が観察できる。

道跡 26は非常に強い暗灰黒色の硬化層を形成しており,

断面には部分的に茶褐色を呈 した縞 目模様の葉理が多数

観察できる。

道跡 27は道跡 26に比べ硬度は小 さいが,茶褐色の硬

化層が認められる。

道跡 28～ 35と 道跡 36～ 40は 断面で硬化面の重なり

が比較的明確に確認できたため,第 387図 に道跡 28～ 35

(Group I)を ,第 388図 に道跡 36～ 40(Group Ⅱ)の

硬化面形成過程を表す。断面から,硬化面がいくつかの

段階を経て厚さ 1.5～ 5 cm,幅 25～ 150cmで 形成され

ていったことが分かる。

Group Iで は硬化面が大きく5段階に分かれ形成され ,

最下部には円形凹面 (波板状凹凸面)が形成されている。

第一段階では道跡 28,29,30,第 二段階で道跡 31,第三

段階で道跡 32,第四段階で道跡 33,第五段階で道跡 34,

35が形成される。道跡 28と 29と 30,道跡 34と 35の時

期差は平・断面の切 り合いでは判断できない。道跡 29は

波板状凹凸面で,円形の凹面が 3か所検出された。心々

距離は平均 58.8cmで ある。平面で波板状凹凸面の真上に

位置する道跡は 32ま たは 33の可能性がある。 しか し,

波板状凹凸面と道跡 32,33の 間には道跡 31が入ってい

るので,必ずしも波板状凹凸面が道跡 32,33に起因し,

形成されているとは言い難い。道幅は第 2段階の道跡 31

が最も広 く,第 4段階の道跡 34が最も狭い。以上のよう

に,Group Iの 道跡 28～ 35は ,段階を追うに従って必

ずしも真上には形成されず,幅を変え,南北方向にブレ

ながら形成されていったことが分かる。

Group Ⅱでは硬化面が大きく4段階に分かれ形成され

ている。第一段階では道跡 36,第二段階で道跡 37,38,

第三段階で道跡 39,第四段階で道跡 40が形成される。

道跡 37と 38の時期差は平面及び断面の切 り合いからは

判断できない。道幅はいずれの段階でも大差はないが ,

第 1, 3段 階で硬化面が分断されている。Group Ⅱも I

と同様,段階を追うに従っても真上には形成されず,南

北方向にブレながら硬化面を形成している。

調査区内の里道に伴 う削平により西恨Iの道跡 と分断さ

れているが,Group I, Ⅱの道跡の多 くは西側の道跡 13

～ 26あ たりと繁がっていく。

道跡 41は 下部に円形の凹面を 1か所伴い,比較的硬度

の大 きい黒褐色硬化層を形成 し,道跡 42は 41よ り硬度

の小さい茶褐色硬化層から成る。

道跡 43は南西端に円形の凹面を 2か所形成 している。

黒色硬化層から成 り,硬化層の厚さは約 5 cmで 円形凹

面部分では硬化層の厚 さが 17cm検出されている。この

2か所の円形凹面の心々距離は94cmと なる。

道跡 44,45は 2層の硬化層から成 り,上位は黒褐色硬

化土,下位は黒茶褐色硬化土から形成されている。いず

れの道も上位黒褐色硬化土中に白色,黄色の微粒子を含む。

道跡 46,47,48は削平された部分 も多 く,周 囲に道跡

が少ないため断定はできないが,方向か ら見て道跡 44,

45に繋がる可能性がある。道跡 47は厚さ約 7 cmの硬化

層から形成されてお り,切 り合いから道跡 48の上に重な

る。また,道跡 46と 481よ 硬化層が確認されていない。

道跡 49,50は最上位にⅢa層 の黒色土,下位は複数の

硬化層から形成されている。道跡 49の最下部には灰白色

の硬化面があり,その中には径 2 mm程度の白色の泣子

を含む。また,道跡 49は硬化層の中に厚さ 5 mm以下

の赤色を呈 した葉理が形成されている。道跡 50よ り49

の方が硬度は大きい。

<耳取調査区 道跡 51～ 55>
道跡 51～ 55は 国道 10号線を挟んで耳取調査区内の道

跡となる。いずれも現国道 10号 にほぼ平行する道跡であ

る。

道跡 51は暗紫色硬化層から形成され,硬化層には径 2

mm程度の白色粒子 と赤褐色を呈 した縞 目模様の葉理が

多数入る。硬化層の厚 さは約 12cmで,下位に 5 mm程

度の厚 さの燈色パ ミス層があ り,更に最下位に 2～ 4

mmの赤褐色層を形成している。

道跡 52は黒灰色を呈 した硬化面を形成する。厚さは約

5 cmで硬化層の上部と下部に 1～ 2 mmの黄色～燈色

パ ミスを含み,硬化層の下位に 5 mm程度の厚さの燈色

パ ミス層と更に最下位に 2～ 4 mmの 赤褐色層を形成し

ている。

道跡 53は途中が分断されているが,黒灰色硬化面とそ

の中に燈色を呈 した縞 目模様の葉理が形成されている。

1か所に円形凹面を持つが,連続 して検出されなかった。

道跡 52,53は 比較的硬度が大きい。

道跡 54は道跡 53と 平行 して形成されている。径 1～
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2 mmの赤褐色パミスを含む。硬化面の厚さは約 l cmで ,

比較的硬度が大きい。

道跡 55は上位に径 l mm以下の黄色又は燈色のパ ミ

スを含む粘性の高い黒色土をもち,中位にⅣ層御池火山

灰に黒色土が染みたような黒褐色土が見 られる。粘性は

低い。さらに下位は黄色 と白色のパ ミスを含んだ青灰色

の硬化層 と褐色をした縞 目模様の葉理が入った硬化層か

ら形成されている。

以上各道跡について説明したが,道跡の諸計測データ

は第 141表に示す。道跡は全体的に北東 ―南西方向に大

きな流れがあり,道幅は削平された部分 もあるが平均 し

て約 50cmと なる。ほとんどの道で硬化面を形成 し,段
階を変えて道が重複する場合 もある。波板状凹凸面と呼

ばれる円形の凹面が数か所で検出されたが,円形の凹面

が検出される状況に規則性は認められなかった。ただ ,

円形凹面は硬い硬化面から形成されており,その間隔 (心々

距離)は平均 69cmと なる。

今回,桐木遺跡の道跡に関するデータを示す中で形成

メカニズムに関していくつかの問題点が見出された。硬

化層中に頻繁に観察された茶褐色を呈 した縞 目模様の葉

理 (ラ ミナ)は これまで鉄やマンガンの沈積であると考

えられてきた。また,硬化層中に葉理とともに観察され

た白色の粒子 も,流路や水量が頻繁に変化する所に土砂

が堆積 したものと考えられてきた。波板状凹凸面の形成

に関しては自然によるポットホール説や牛馬歩行痕説な

どがある。これらに加え,円形凹面の大きさや形の違い
,

2列 になる理由,硬化面の有無や道幅の違いなど,総合

的に研究していく必要がある。

第 141表  第 11文化層道跡観察表

※道の長さ,厚 さは,削 平されている部分もあり,実 際は数値以上の値が想定される。

※道幅は場所 によって差があるため,平均 的な数値 で表している。

※「葉理 Jと は硬化部分断面に縞模様の葉理 (ラ ミナ)が観察されたかを表す。

長さ(m) 幅(cm) 厚さ(cml 方向 葉 理 硬化面 円形の日面
波板の間隔
(心 距々離)

3 NE‐ SヽV ○ ○

○NE― SW ○ ○

3 5 吋E‐ SヽV ○ ○

NE‐ SヽV ○ ○

NNE SSW ○ 周 囲

6 ENEヽVSTIT ○(弱 )

NE‐ SE ○ ○

8 ENE WSヽ V O(弱 )

9 NNE― SSW ○

NE― SW ○

NNE‐SSW ○ O 916

○

35 ○

ENE―WSW ○

ENE_WSW ○ ○

ENE‐ ⅢVSヽV ○

ENE ⅢVSヽV ○

ENE WSW ○

ENEヽTSW ○

ENEヽTSIV ○ ○

5 NE‐ SW ○ ○

NE‐ SW ○

ENE‐ VヽSW ○

NE― SW ○

ENE‐ WSW ○ ○

ENEヽTSW ○ ○

9 E‐ ⅢV O(弱 )

NE‐ SW ○

NE― SヽV ○ ○

ENE‐ WSW ○

長さ(m) 中属(cm) 厚さ〈cm) 方向 葉理 硬化面 円形の凹面
碇板の間隔

'い

距々離)

3 NE‐ SヽV ○

3 ENEヽVSヽV ○

5 NE― SヽV ○

34 NE‐ S～V ○

35 NE‐ SヽT ○

41 NE‐ SヽT ○

ENEヽTSヽV ○

NE‐ SW ○

ENE WSIIf ○

ENE WSヽ V ○

NE SW ○ ○

NE SW ○ (弱 )

NE SW ○ ○

ENE― WSW ○

NE‐ S41 ○

NE― SヽV

ENE‐ WSW ○

NE‐ SヽV

NE‐SW ○ O

ENEヽ VSヽV ○

NE― SW ○ ○

NE―SW ○

NE‐ SヽV ○ ○

WE‐ SヽV ○

NE‐ SW ○ ○
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A'2950

Ci
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乾 色鉾 鋼 性虫再瑯恙動

③黒色硬化上④灰白色硬化土

④図

r/

①黒褐色硬化土②

②黒茶褐色硬化上(硬度:弱 )

A12944

B12943

①図

Ｆ

一

②図 ③図

ユ    旦 2951

―

道跡55

杉

D12949

①黒色上
②黒褐色土

第 386図  進ユ跡44～ 55

彰

Ｄ
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道肋28 翔
じ

翔
Ｏ

翻
↓

翔
↓

①黒褐色硬質土(白 色粒子を多く含む)

②   ″  (①より硬度:弱 )

③   ″  (白色粒子を少し含む)

④   ″  (③より硬度:弱 )

⑤黒色上(自色粒子を多く含む)

⑥黒色土(自 色粒子を少し含む)

⑦ ″ (⑤より硬度:弱 )

◎ ″ (⑥より硬度:弱 )

◎暗褐色土(表土)

道跡29
道跡30

b294,6

b294.6

b2946

b2946

第5段階

第387図 Group l 硬化面形成プロセス

平面 :25m
O     断面 :05m

O

道跡35
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O/

第1段階

レ

第4段階

第388図  Group lI 硬化面形成プロセス

①黒褐色硬質上(自 色粒子を多く含む) ⑤黒色土(自 色粒子を少し含む)

②  ″  (①より硬度:弱)   ⑦ ″ (⑤より硬度:弱 )

③  ″  (自色粒子を少し含む)③  ″ ⑬より硬度:弱 )

④  ″  (◎より硬度:弱)   ◎暗褐色土(表土)

⑤黒色上(白 色粒子を多く含む)

O/

道跡37

道帥39

-200-



3 弥生時代～古墳時代の遺物

古墳時代の遺物は H・ 1・ J・ K-3・ 4・ 5区 ,h-4
区を中心にⅢa層 及びⅢb層 より出土した。また,遺構は

検出されなかった。

1 遺物 (第 389図  1～ 12)

甕形土器 (1～ 5)

胴部下半から底部にかけての接合する破片が無 く,底
部については破片の出土は皆無であったため全体の器形

の分からないものばか りである。

1は,復元口径 23,7cmを 測る。全体の器形は不明であ

るが,日縁部が「 く」の字に外傾 し内面には明瞭な稜線

を持っている。日唇端部は平坦におさめられ,器面全体

が横位のナデ調整により仕上げられている。「く」の字に

外傾する日縁部は,日縁部下の器面調整が終了した後に

成形・調整されたと思われる。外面には,煤が付着 して

おり,煤の付着する箇所を網をかけて図示 した。

3は復元日径 16.2cmを測る。底部から胴部中央付近で

最大径を測るように膨 らみ,内傾 した後回縁部が「 く」

の字に外傾する器形が推測される。日唇端部は平坦に作

られ,日縁部には 2つ の孔が穿たれ,こ の孔の箇所で割

れている。内面には明瞭な稜線を持ってお り,こ の稜線

より7～ 9 mm程下はヘラ状の工具により強 くナデ調整

が巡 らされる。その他の器面は,全体に横位のミガキに

近いナデ調整で仕上げられている。

4は ,復元口径 16.7cmを測る。全体の器形は不明であ

るが,日唇端部が平坦におさめられ,日縁部が強 く外反

する。内面には稜線は見 られない。器面はヘラ状の工具

による荒いナデ調整が施され,日縁部外面には幅 1.2cm

程のヘラ状工具で下から上へ掻 き上げて成形・調整され

た跡が明瞭に残る。

2が口縁部, 5が胴部の破片である。共に内面に稜線

を持たないことが推測される。 2は 日唇端部は九 く,横
位のハケロ調整により調整されている。 5はハケロ調整

により調整され,日縁部外面には幅の狭いヘラ状の工具

で下から上へ掻 き上げて成形・調整を施 した痕跡が残っ

ている。

4・ 5は ,砂粒を多 く含んでお り粗い胎上である。

壷形土器 (6～ 9)

6が日縁部, 7が肩部, 8'9が底部である。

6は 日縁部は口唇部までほぼ同じくらいの厚さであり,

日唇端部は平坦に仕上げらる。器面調整は,日唇部が横

位のナデ調整,日縁部外面が縦位のハケロ調整,肩部が

横位のナデ調整が施されている。内面は,荒いヘラミガ

キにより調整される。

7は成形・調整共に荒 く,内面には粘土の継 ぎ目が明

瞭に見られる。復元頸部径は 19.2cmを測る。

8は ,復元底径 7.Ocmを 測る。外面はハケロ調整が施

され,下から l cm程 は更にその後ナデ調整を巡 らして

いる。また一部はミガキ調整に近い状況である。内面は

ナデ調整により調整されている。底部外面は,ヘ ラ状の

工具によるミガキ調整が施されている。

9は復元底径 4.6cmを 測る。内面外面共に荒いナデ調

整が施されている。

鉢形土器 (10～ 12)

10は 注目を持つ鉢形土器である。日径 22.2cm,器高

11.Ocmを 測 り,日唇部は九 くおさめられる。底部は,高
台状の緩やかな膨 らみを持つ。外面の調整は荒 く,ケ ズ

リに近い調整が施される。内面はヘラ状の工具によるミ

ガキにより丁寧に調整されている。

Hは 回径 24.Ocm,器高 11 9cmを 測る。日縁部が緩 く

外反 し日唇部が丸 くおさめられる。日縁部外面が横位の

ナデ調整が施され,その他の外面は荒いナデ調整が施さ

れる。内面調整は,ナデ調整の後丁寧なミガキ調整が施

される。底部は,高台状に指頭圧により成形・調整され ,

底部外面には木葉痕が残る。

12は 日径 16.5cmを 測る。回唇部は丸 くおさめられる。

外面内面共にヘラ状の工具によるケズリにより調整される。

また底部外面まで丁寧に調整されている。

第142表 第11文化層 (弥生時代・古墳時代)土器観察表

挿図番号 図番号 当土区(遺構) 出土層 器 種 部 位 調 整 色 調 取り上げ番号 (備 考 ) 備 考

1 Ⅲ b 発 口縁 ハケ ナデ 明褐 色 14787

2 Ⅲ b 発 口 縁 ハ ケ 灰 褐 色 一 括

Ⅲb 甕 口 縁 ハケ・ナデ 明赤褐色 2327, 2334

4 K‐3 Ⅲb 奏 口縁 ハケ・ナデ 褐 色 13593, 14721

5 K‐ 5 Ⅲa,Ⅲ b 奏 ハ ケ 明褐色 15848, 15695(Ⅲ a) 15696(Ⅲ b)

h-3,h-4 Ⅲa,Ⅲ b 士望 口縁～頚 ケヽ・ナデ 明褐 色 h弓 Ⅲb一括,h望 Ⅲa一括,工4Ⅲ b一括

H‐ Ⅲ b 壷 一肩 ナ デ 明褐色 一括

Ⅲ b 子霊 底 ハケ・ナデ 明褐色 2338,3080,3355,3079,2332,2355(2ケ ),2356.2339

Ⅲ b 霊 底 ナ デ 明赤褐色 3072, 3049, 3095

Ⅲ b 鉢 完 全 ケズリミガキ 明褐色
1316r, 13Zィ 7, 13166, 13281, 1327tJ, 13168, 13285,
13280 13274 `Ⅱ a) 1477R ]R571(IIヽ 】

Ⅲ b 鉢 完 全 ナデ ミガキ 明 黄 褐 色 14493, 14330 底 部 木 葉 痕

Ⅲa,Ⅲ b 鉢 完 全 ナデ・ケズリ
3270, ユ3275, 13278, 14328, 13169(Ⅲ a)
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4 古代～中世の遺物

桐木遺跡における古代の遺物は,Ⅲ a・ Ⅲb層 より土師

器が出土 した。器種 としては,郭・ 坑皿といった供膳

具や鍋・奏 といった煮炊具などである。出土区は主にK
-3区及び 」-3区から多数出土 しているが,その中に

は道跡に伴うものも数点みられた。

坪・塊・皿 (13～ 23)

13は 日径 7 9cm,底 径 2.9cm,器高 4.2cmを測る小型

の郭であ り,小イ とした。底部は回転ヘラ切 りによって

切 り離されている。体部は丸みをもち,日縁部で若干外

反するものである。体部下端には明瞭な段がつけられて

お り,高台を意識 したような作 りとなっている。内面及

び外面の一部に煤の付着があ り,灯明に転用されたもの

と考えられる。

14～ 20は不である。いずれも回転ヘラ切 りによって

切 り離されている。日縁部は欠損 しているため,その形

状は不明である。14は道跡より出土 したものである。円

盤状の底部をもち,体部が九みをもつものである。15～

20は いずれも平底のもので,底部から体部にかけての立

ち上が りが大 きく外傾 し,体部が直線的にのびるもので

ある。16～ 20は 回転ヘラ切 りによってはみ出た粘土塊

をヘラによって削 り,体部下端を丁寧に整えている。

21は坑である。体部が九みをもちなが ら立ち上が り,

高台がハの字状に開くもので,内面に赤色顔料が塗布さ

れたいわゆる内赤土器である。体部外面中央部に明瞭な

稜線が残 り,稜線から上部が横位のナデ調整が施され ,

稜線から高台接合部までは横位のヘラケズリによる調整

が施されている。また,内面には縦位及び横位のミガキ

が施されている。内面に煤が付着 した部分や黒色燻蒸 し

第 143表  第 11文化層 (古代・中世)土器観察表

た部分がみられることから,黒色土器として作 られたが ,

燻蒸がうまく進まず,赤色土器として転用された可能性

も考えられる。

22・ 23は皿である。22は平底の皿である。23は底部

が欠損 しているため,高台の有無は不明である。体部中

央部に稜線が明瞭に残 り,段がつけられている。体部の

傾きから皿と推定したが,塊の可能性 も考えられる。

鉢 。甕 (24～ 28)

24・ 25は鉢である。ともに底部は回転ヘラ切 りによっ

て切 り離されている①24は 体部が若干外傾 し,日縁部ま

で直線的に立ち上がるものである。体部から日縁部にか

けては,内タト面ともにケズリによる調整が施されているが ,

体部上部から回縁部にかけてはケズリの後,ナ デ調整に

よって再度調整が行われている。25は胴部が若干丸みを

もちなが ら立ち上が り,日縁部が外反するものである。

内外面ともにナデ調整が施され,胴部外面には煤が付着

している。

26～ 281よ 奏である。261ま道跡より出土したものである。

日径が H.Ocmを 測る非常に小さな奏と推定され,小奏と

した。口縁部が短 く,若干外反するもので,頸部内面に

稜線が明瞭に残るものである。27は胴部が頸部まで直線

的に立ち上が り,日縁部で大 きく外反するものである。

比較的胴部が長 くなると推定される。28は 道跡より出土

したものである。胴部が丸みを帯びながら膨 らみ,頸部

で内湾 し,日縁部で大 きく外反するものである。27・ 28

ともに頸部内面に稜線が明瞭に残 り,胴部の器壁は口縁

部と比較 して薄 くなると推定される。いずれも外面はナ

デ調整,内面は稜線より上部はナデ調整,下部は横位及

び斜位のケズリが施されている。

J3 雰 浅黄橙色 浅黄袴色 茶 粒 円盤状底部

応 浅黄 I●
H色

浅黄橙色 ナ デ ナ デ 石英  茶 粒 (25)

J3 イ 浅黄橙色 浅黄橙色 ナ デ 石 英  輝 石

J3 ネ 淡黄色 浅黄栓色 ナ テ ナ デ 長石  茶粒 (191

J3 IT 淡黄色 淡黄色 ナ デ 石 英  輝 石 (16)

J3 婉
浅黄橙色

褐灰色

橙色

赤褐色 ,褐 灰色

ナデ
ヘラケズリ ガ券

長 石  輝 石 (73) (86)

高台高推定

内面煤付着

,3
JII にぶい橙色 にぶ い橙 色 ナ デ ナ デ 輝 石

J3 皿 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナ デ ナ デ 石 英

鉢

にぶい橙色

浅黄橙色

にがい橙色

浅黄橙色
獅”

ケズリ
ナデ 節軸3569  13636

3663  13681
3709  13710

鉢 にぶ い橙 色 にぶい橙色 ナ デ

的釉
65 外面煤付着

皿 b

13688

14770
14813

J3 発 明赤褐色 明赤 褐 色
ナデ

ケズリ
石英 長石

角関石 282 (53)

整 明赤褐色 明赤 褐 色
ナデ

ケズリ
石英 長石

砂粒 (52)
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第 12節 近世の調査

1 近世以降の出土遺物

近世以降の遺物は,財部町側の耳取地区か ら陶磁器や

貨幣が出土 した。『財部町郷土史 (改訂版 )』 によると,

江戸時代、本遺跡の近隣には「通山の宿場」が存在 し,

現在の 10号線を挟み末吉側 と財部側に宿場が軒を連ねて

いたという。本遺跡 らは古代～近世にかけて使用 したと

考えられる古道跡 も数条確認されてお り,こ れらの地域

が古 くから交通の要所であつたことが想定される。出土

遺 物 は ,通 山 の 宿 場 に 関 連 す る もの と思 わ れ ,

表層一括で取 り上げたものの中から、近世に相当する資

料を抽出し掲載 した。

陶磁器 (第 391。 392図 )

1～ 3, 5。 6は 18世紀後半以降の龍門司焼である。

龍門司焼の製品は,碗等の食膳具が中心で,色調は個体

別に異なるものの緻密な胎土を呈する。 1～ 3は碗で ,

高台が断面三角形を呈 し,高台内面は兜布状 となる。釉

薬は, 1は ,褐色, 2は黒褐色の鉄釉がかか り, 3は 白

化粧土に透明釉がかかる。 2。 3は畳付から高台内面は

露胎, 1の み高台内面まで施釉され,畳付は釉剥ぎされる。

また, 1・ 2は見込みに蛇ノロ釉剥 ぎが看取される。 5

は仏飯器で,灰白色の胎土に褐釉がかかる。見込みには

蛇ノロ釉剥 ぎを施 し,外底面は露胎する。 6は油壷 と思

われる。褐釉が外面腰部までかか り,外底面は糸切 りで

ある。

4は京焼風陶器 と思われる碗で,黄 白色の緻密な胎土

にやや白濁 した透明釉が高台脇 までかか り,高台部を断

面角形に鋭 く削 り出すものである。

7～ 14は苗代川焼である。苗代川焼については悟鉢・

奏等の調理具・貯蔵具が中心で,褐色系の粗 目の胎土に

黒褐色の鉄釉 もしくは灰緑色の灰釉が掛かる。 7は灯明

皿受け台で,皿部外面は露胎する。 8は薄手の器壁 を呈

する片口である。 9は土瓶で,中心よりやや下位に胴部

の張 りを持ち,茶留め穴は縦方向に 2穴 あ く。17世紀後

半のものと思われる。10～ 13は指鉢で、 10。 12は外面

口縁部下位に 2条の突帯が廻る。18世紀前半の資料 と思

われる。10の 内面はスリロ上方に余白を持ち,タ タキ調

整後ナデ調整を施 しているが,一部にタタキロ痕が残る。

施釉は総釉でかけた後。口唇部のみ釉剥ぎされる。また ,

日唇部と外底面には貝 目が看取される。11は スリロの先

端が内面上位 まで達するもので,ス リロの下には、横方

向のナデ調整が看取 される。18世紀後半から 19世紀代

の資料 と思われる。13は器壁が薄手の奏で,内面には同

心円状のタタキロが看取される。

14・ 15は肥前系の染付磁器で,18世紀中頃から 19世

紀初めの資料である。14は筒形碗で,内面に虫文が描か

れる。15は 内面に草花文,見込みに矮小化 したコンニャ

ク印判が施された皿である。

0                  10Cm

第392図 陶磁器 (2)

第 144表  第 11文化層 (古代)土器観察表

レイアウト
種別 器種 +L土 区 層

法量 (cm)
胎 土 /1tI薬 備 考

挿 口

番号 口 径 底 往 器 高 番 号

陶 器 碗 耳取 表 層 黄栓色 鉄狛r茶 褐色
見込み蛇ノロ釉剥ぎ

畳付以外施為I

陶 器 碗 耳 取 表 婦 赤褐色 鉄釉 黒色 畳付～商台内面は無釉

桐 器 碗 耳 取 表 層 灰褐色
,旬 化粧土

透明釉
【付～高台内面は無踊I

阿 器 碗 耳 取 表 層 黄灰色 灰れ
'P灰

白色 畳付～高台内面は無釉 391

1町 器 仏飯器 耳 取 表 厨 灰 自色 鉄 rul責 褐 色 イ部内面蛇ノロ釉剥ぎ

陶器 油 奇 耳 取 表 層 茶褐 色 鉄冷I褐色 外底面糸切り

陶 器
用明皿

受台
耳 取 表 層 皿部82 茶褐色 鉄刑 畢褐色 皿部タト面 はれにれ1で アルミナ41落

8 ltl器 上 llA 耳 取 表層 黒褐 色 鉄粕I黒褐色 外底面媒付着 2穴

陶 器 片 日 耳 取 表層 灰 褐 色 灰釉 灰 緑 色 口唇常卜剤1承」き

陶 器 精 鉢 耳 取 表層 赤褐 色
褐 II

キ lJJ色

日唇都 外底面に只日

スリロ6条

陶 器 精 鉢 耳 取 表 ll● 茶 t9J色 鉄釉 黒褐色 スリF16条

陶 器 橘 鉢 耳 取 大 幅 茶褐色 鉄 釉 鶴 色 スリロ6条

FVJ器 整 耳 取 表 屑 赤 tL・ 色 灰 釉 灰 緑 色 内面にタタキ日狼

磁 器 碗 耳 取 表層 透1月 れI /FL込 みに虫 文

磁 器 皿 耳取 矢 賠 32 白色 透明焔1
内面膚単文 見込みコンニャク

印半」蛇ノ日釉誠1ぎ
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第V章  まとめ

1 第 1文化層 (XⅥ層・XⅦ層 )

基盤層 となるシラス (入戸火砕流 約 26,000～ 29,000

年前)層の上位に形成された遺物包含層で, Sz-17(約
26,000年前 ?)に相当するとみられる赤色パ ミスが上部

の XW9書 に含まれる 1)。

礫群は12基が検出された。礫群は①被熱等の痕跡はみ

られるが,炭化物の散布は認められず少数の礫が検出さ

れた 1号礫群,②炭化物の分布範囲と重なり,赤化や破砕

など被熱痕跡のあるものを含む礫が平面的に散在する2

号・4号・5号～ 7号・9号～ 12号礫群,①炭化物の分布

範囲の中に礫が上下に重なる明瞭な集中部分があり,礫の

検出下面に沿った掘込みをもつ 3号・8号の3種のタイプ

に大別できる。また,3号礫群は近接する2基の小礫群に

よって構成されるもので,形態的には福山町前原和田遺跡

検出例に類似するが,炭化物の分布と礫群の関係において

は違いがある。 1号を除く各礫群では,礫群内及び礫群内

と礫群外での礫の接合関係が認められるが,礫群間では近

接する3号 -8号間の1例のみと接合関係は希薄である。

3号・4号・5号・8号礫群では,礫群の検出範囲と重

なる不整形な土色の変調部分が検出された。断面観察等に

より掘込みの有無の確認を行ったが,周囲との明確な土質

の違いは認められず,かつ土色の変化が漸移的なものであ

ったことから,人為的な影響は考慮されるものの,人工的

に掘 られた遺構ではないと判断した。また 12基 中,10
基 につ い て AMS法 に よる C14年 代 測 定 を行 い

BP.24,330± 80(2→予)顔メ公BP,24,270± 180(6→予礫

群)か らBP.22,960± 170(3号礫群)の年代値が得 られ

ている。

39点の接合資料から,石核からの剥片剥離,剥片尖頭

器の再調整,ナイフ形石器の製作,台形石器の製作,彫器

の加工と使用,ス クレイパーの製作などの石器の製作使用

に関わる行為・行動が復元できる。剥片剥離技術には固定

された平坦な打面から作業面調整と剥片剥離を繰 り返しな

がら主にやや幅広の剥片を剥離するもの (接合資料 16な

ど)と 頻繁に打面転を移繰り返しながら不定形な剥片を剥

離するものがみられる。

主要な石器石材は,在地産とみられる珪質頁岩及び熟変

成を受けている堆積岩系の石材で,他にナイフ形石器,台
形石器にチャートを用いる。黒曜石は黒曜看。類に分類し

た上牛鼻・平木場産に類似する 1種類のみで,分布も第 1

遺物集中区を中心とする一定の範囲に限られている。

接合資料 7及 び10の彫器は基部の加工形態等からも剥

片尖頭器に伴うものとみられる。これまでも熊本県狸谷遺

跡,鹿児島県帖地遺跡などに出土例があるが,本遺跡では

調整及び使用の過程を接合資料により解明できることから,

剥片尖頭器の使用に伴う偶発的剥離により彫器状の彫刻刀

面が形成されたものではなく,こ の時期に彫器の製作・使

用が行われていたことを証左するものである。

今後,石器石材や接合関係を踏まえた遺物の出土分布の

見直 しによるブロック単位の認定と相互関係の検討が必要

であるが,調査時の所見としては礫群の検出層位,遺物の

出土傾向から2期以上に細分できる可能性があ り,概括的

には,ナイフ形石器文化後半期のⅡ期からⅢ期 2)の 中に位

置づけられるものと考える。

2 第 2文化層 (XⅡ b層 )

出土石器は総数で 46点 と少なく,明確な遺物集中部も

み られないが,燃島テフラ (約 19,100年前)の上位に形

成された遺物包含層で,出土遺物に比較的河ヽ型の台形石器

が含まれることからナイフ形石器文化期後半期のⅥ期 3)に

相当するものとみられる。東九州自動車道建設に伴い調査

された耳取遺跡のXⅢ層に対比される。

3 第 3文化層 (XIc層 。XⅡ a層 )

入戸火砕流 (シ ラス)の再堆積土により上下に区分され

る細石刃文化期のうち下位に位置する文化層で,点数は少

ないが細石刃,細石刃核,ス クレイパー,磨石敲石類など

が出土している。明確な遺物集中部を形成せず,散在的に

遺物が出土する状況であったが,耳取調査区では炭化物集

中部 が検 出 され ,AMS法 に よる C14年 代 測 定 で

c』.BC,15,235の 暦年代較正値が与えられている。

出土している細石刃核は,技術形態的に分類指標 となる

典型的な形態をもつものではないが,出土層位からは耳取

遺跡 XⅡ 層に相当するものである。

4 第 4文化層 (Xb層 。XIa層 )

礫群 2基,炭化物集中部 1か所,遺物集中部 24か所が

検出され,炭化物集中部の出土炭化物を試料するAMS法
による C14年代測定で cal.BC.14,320の 暦年代較正値が

与えられている。

礫群はいずれも平面的に礫が散在するタイプで,層位的

にはそれぞれXb層及びXb層 とXIa層 の漸移部分を検

出面 とする。遺物集中部 24か所は単位ブロックとして更

に細分することが可能であるが,調査時に把握 した遺物の

概観的集中分布を単位としてみた場合でも,石材,組成及

びその内容に明瞭な変異があり,集中部が単に石器製作の

作業単位のみならず,多様な形成要因を包括 しているもの

とみられる。

石器石材は黒曜石主体で,黒曜石を外観により10類 に

分類 したもののうち8種類が出土 している 41。 黒曜石 I類

は,樋脇町上牛鼻,市来町平木場で産出する黒曜石に,黒
曜石 ⅡA類は,大口市日東及び五女木産黒曜石に,黒曜石

ⅡC類は,鹿児島市三船産黒曜石に外観的特徴が類似する。

黒曜石Ⅲ類は,宮崎県えびの市桑ノ木津留及び大回市上青

木産黒曜石に類似するもので,本調査範囲において細石刃 ,

細石刃核の主要石材として用いられている。また,細石刃

核に占める黒曜石Ⅲ類の割合に対 し,細石刃では顕著に高

い比率を占める傾向がある。特に耳取側調査区の 6か所の

遺物集中部では,他の黒曜石を含む場合でも極めて高い比

率を占めている。黒曜石ⅢU類は石器石材分で内屋敷 UT
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群と判定された試料及びこれと頬似する外観的特徴をもつ

黒曜石で,細石刃核では 60パーセント以上の高い比率を

占めている。原礫は小礫で,簡略な石核整形ないし未整形

のまま用いられる場合が多 く,剥離作業の進行度の低いも

のが多数見られることから,在地系の黒曜石 として簡易的

に利用される性格をもっていた可能性がある。桐木側調査

区では,黒曜石ⅢU類が主体的で,次いで黒曜石 I類が

ややまとまりをもって出土している。黒曜石Ⅳ類は佐賀県

伊万里市腰岳,黒曜石 V類は長崎県佐世保市針尾中町,黒

曜石Ⅵ類は佐世保市東浜で採取される黒曜石に類似するも

ので,いずれも西北九州系の遠隔地石材とみられ,量比的

には少ないが,製品・石核の占める割合が高く,分布上小

規模ながら集中する箇所もみられる。

遺物集中部はXIa層 からXb層の間において一定の上

下幅をもって遺物が出土するが,概ねこの中に収敏し,層

位的に安定した部分において上位のXa層 に及ぶものは稀

である。また,各遺物集中部間では出土遺物の帰属層位に

相対的な傾向の差がみられ,Xb層 を中心とする場合,X
Ia層からXb層 にかけて双分的に出土する場合,XIa
層を中心とする場合があり,相対的な時期区分の指標とな

る可能性もある動。

細石刃及び細石刃核に層位的に伴出した遺物には,石鏃,

スクレイパー,使用痕剥片,棒状敲石類,磨石敲石類,台

石,土器片などがあり,第 12遺物集中部では石鏃及び棒

状敲石類・台石が,第 1遺物集中部では棒状敲石類と土

器片がいずれも同一の集中部内から出土している。このう

ち第 1集中部における土器との共伴は,出土状況からも

高い共時性を有するものとみられる。出土している土器片

は最大でも3cmに満たない小片で,形式的特徴は不明で

あるが,土器の出現期を検討する上で希少な資料である。

また,棒状敲石類として概括した資料は,細石器に共伴し

て出土する例が知られており,使用痕や出土分布を含めそ

の機能・用途について検討すべき点がある。

細石刃核は素材形態及び技術形態的特徴により分類外と

したF類を含め12類に分類した。

A類は概括的に野岳型細石刃核の範疇に位置づけられて

きたもので,Al類はこのうち位牌塔型及び茶園型として

区分されるものを包括する。A2類は上面観が扁平型であ

るが正面観が逆三角形状を呈し下縁が尖る形状をもち,石

核調整の特徴からもAI類とは区分できるもので,新期の

様相をもつものとみられる。A3類は上記を除く野岳型細

石刃核で,打面・作業面の転移が行なわれるものを含む。

剥片素材を用い打面調整を除くと石核調整を施さない新相

として位置づけられるものも一部含まれる。A4類 は作業

面側からの打面形成 (調整)が行われるが,分割面及び主

要剥離面を側面として背面をもたず, しばしば下縁及び背

縁側から調整がみられることを考慮すれば野岳型細石刃核

の範疇から区分すべきもので,一部は宇久島型の範疇に含

まれる。県内では川内市成岡遺跡,東市来町今里遺跡など

に関連資料がみられる。

B類は礫面を打面とし,打面調整を施さないもので素材

礫の形状が板状でないものである。形態的にはA3類,C
類 との関連が考えられる。

C類は黒曜石製の細石刃核を主体 とするが,分割礫素材

で素材の分割面を打面とし,打面調整を加えない特徴から

船野型細石刃核に類似する特徴をもつものである。

D類は板状の礫・分割礫・剥片を素材 とし,小 日面に

打面及び作業面をもつ細石刃核である。Dl類は作業面all

から打面形成 (調整)を行うもので,打面 (作業面 )転移が

み られるなどA3類 との技術的近似性が認められる。D2

類は狭義の南九州型 (注に相当するもので,成岡遺跡,鹿

屋市榎崎 A遺跡などに類例がある。D3類は,板状素材で

打面調整を行わず,打面端細調整を施す南九州型に類する

もの,及び側方打面調整を特徴 とする岩土原型,羽佐島Ⅲ

型 6)と されるもので,下面に調整が加えられるものが多

くみられ,E2類 との技術的関係が考えられる。

E類は主に剥片素材で下縁 (尾縁)があり楔形の正面観

をもつ細石刃核で概括的には福井型細石刃核に包括される

ものであるが,接合資料 2を 除くと縦長削片の剥出による

打面形成が伺われる顕著な例はみられない。El類 は作業

面側から打面調整が行われるもので,その一部は石ケ元型

とも関連するとみられる。E2頬は泉福寺型とされる側方

打面調整をもつものと,横長削片の削出により打面を形成

するもの,及び作業面後方から打面形成を行うもので,い

ずれも部分的ではあるが高い頻度で下縁調整を伴う。また

ブランクとして分類 した資料は上記 E2類 に関係するもの

とみられる。以上第 4文化層出土の細石刃核にはその技

術的,形態的特徴から,加治屋園・畦原型細石刃核はみら

れないものの,編年上,各形式の細石刃核が出土しており,

本文化層が南九州 I期～Ⅲ期 7)の各時期を包括 してお り,

先行する細石刃文化期の文化層である第 3文化層 と第 4

文化層を区分する画期は南九州。期に内包されている可能

性が高い。また,既に指摘されているように,本遺跡出土

資料からも細石刃文化期における複雑な技術的連関が看取

され,今後その検討を進める必要がある 8)。

5 第 5文化層 (Xa層 )

Xa層 は薩摩火山灰層 (Ⅸ 層 約 12,800年前)下位の

遺物包含層で,出土土器は形式的特徴が明らかなものが少

ないが,隣接する東九州自動車道建設に伴う調査で出土 し

た隆起線文土器である可能性が高 く,主要な出土遺物の組

成からも縄文時代草創期に位置づけられる。 Xa層では ,

細石刃・細石刃核の出土もみられるが,XIa層 ・ Xb層
を中心に一部 Xa層に及んで遺物が出土した第 4文化層第

13遺物集中部を除き,層位的に安定する部分で細石刃及

び細石刃核などがまとまりをもち出土する状況がみられな

いことから,当該期に細石刃の使用がおこなわれていた明

確な確証は存 しないと考える。また,Xb層 出土土器は出

土点数も少なく,形式的特徴が明らかでなかったため Xa
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層出土土器 と併せて報告 したが,細石刃文化期の第 4文

化層に帰属する可能性もあり,今後の資料の増加を待ち検

討したい。

磨石集積はいずれも使用痕跡のある磨石・敲石類 4点

がまとまって検出されたもので,検出状況から埋置されて

いたものとみられる。集石は2基が検出されている。

石鏃は 5点 が出土 しているが,いずれも浅い凹基の石

鏃で頁岩製,黒曜石Ⅲ類製が各 2点出土 している。出土

石器にはこのほかスクレイパー,楔形石器,石斧,磨石敲

石類,棒状敲石類などがあるが,図に示す薩摩火山灰層の

希薄及び部分的に欠落する部分の出土遺物については,帰
属層位に留保すべき点がある。38の石斧は出土層位から

は明らかに縄文時代草創期に帰属するものであるが,南九

州で縄文時代草創期に一般的にみられる石斧類 とは形態的

にも製作技術の特徴からも異なるものである。

6 第 6文化層 (Ⅶ層・Ⅷ層)

薩摩火山灰層の上位,Sz-11(約 8,000年 前)の下位

に位置する遺物包含層で,層位的には 2層 に区分され ,

漸移層付近を中心にSz-12(約 9,000年 前)が上下に浮

遊する。主な出土土器の形式から縄文時代早期前葉から後

葉に位置づけられるが,石斧集積及び集石を以外の遺構は

検出層位及び埋土等から縄文時代早期前葉から中葉のもの

とみられる。

連穴土坑は煙道の崩落過程が看取され,壁面に焼土が観

察されるなど,ほぼ単基形態の連穴土坑として極めて良好

な残層状況を示すもので,焼土の検出位置からみると,機
能的な視点において炉部に火炎が及んでいたことが推定さ

れる。内部の炭化物からはcal.BC.8,295年 の暦年代較正

値が与えられている。落し穴遺構は 3基を検出してお り,

いずれも底面で 1か所の杭痕を検出 している。形態的類

似性及び埋土,位置関係から同時に使用されていた可能性

もあり,ま た地形上の配置から獣道に仕掛けられた罠猟の

ための施設であった可能性が高い。石斧集積は検出層位か

ら縄文時代早期後葉のものとみられ,出土状況から埋置さ

れていた可能性が高い。集石遺構は桐木側調査区において

分散的に分布するのに対 し,耳取側調査区では調査区西側

を中心に濃密な分布を示 し,集石 として記録された以外に

被熱の痕跡あるものを多 く含む多数の礫が出土している。

これらの礫は人為的に遺跡内に持ち込まれたもので,集石

の礫 として使用されたものである可能性が高く,遺構とし

て検出された見かけの総数以上に集石遺構の使用と廃棄が

繰 り返 しおこなわれた可能性を示唆するものである。Ⅶ層

検 出の 5号 集石 内出土炭化 物 に よる年代 測 定 で は

c江.BC5,995年 の暦年代較正値が与えられている。

I類土器は円筒形の前平式土器で,胴部の条痕調整は比

較的丁寧に施される。Ⅱ類土器は斜位の貝殻条痕文の上に

貝殻刺突文を重ねるいわゆる二重施文を特徴 とする加栗山

式土器で,角筒形のみが出土している。Ⅲ類土器は円筒形

の器形で胴部は縦位の貝殻刺突文が密接に施文されるもの

で,二重施文の加栗山式から貝殻押引文の吉田式の中間段

階に位置づけられるとの指摘があり9,小牧 3A遺跡など

に類例がある。Ⅳ類土器は知覧町石坂上遺跡出土資料を指

標とする石坂式土器で,新段階の石坂 Ⅱ式土器 10)とこ相当

する。V類土器は溝辺町桑ノ丸遺跡を標識とする桑ノ九式

土器の範疇に含まれる。Ⅵ類土器は円筒形の器形で回縁部

に条痕文を施す土器で,中原式として細分されており11),

施文帯が広 く縦位の条痕に横位の条痕文が重ねて施文され

ていることから,中原V式土器に相当する。Ⅶ類土器は押

型文土器及び松枝回転文 12)と よばれる回転施文が施され

るもので,量的には少ないが,施文,器形等特徴的な様相

を示す。Ⅷ類土器は手向山式土器,Ⅸ類土器は平棒式上器

である。

X類土器は撚糸文系の塞ノ神式上器 Aa類で,主に口縁

部文様により4類に細分 した 13)。 胴部が円筒状を呈する

深鉢型土器のほか, Xb類では壺形土器,Xc類 では日縁

部,胴部とも角部をもち,方形を呈する深鉢型土器が出土

している。 XI類 は塞ノ神式土器 Abで,XⅡ類は幾何学

的な文様のモチーフをもつ点においてXI類 に類するが ,

区画沈線をもたず貝殻による連続刺突文により施文される

塞ノ神式土器 Bd類で,近年,郡山町湯屋原遺跡 XⅡ 類中

にも類似する資料が報告されている。

石器は石鏃,石匙,石錐,ス クレイパー,楔形石器など

の剥片石器,石核,石斧,礫器,軽石製品,磨石敲石類 ,

石皿台石類が出土している。石鏃では縄文時代早期前葉に

特徴的な小型三角形鏃のほか鍬形鏃もみられ,桑ノ木津留

及び大日市上青木産黒曜石に類似する黒曜石Ⅲ類が多用さ

れる,竜ヶ水産黒曜石に類似する黒曜石 Ⅱcの ほか,佐世

保市東浜産黒曜石に類似する黒曜石Ⅵ類,姫島産に類似す

る黒曜石Ⅷ類など遠隔地石材もみられる。また,チャー ト,

頁岩,安山岩,蛋白石などの非黒曜石の利用も一定量みら

れ,他の剥片石器類についても,ほぼ同様の傾向がみられ

る。石斧は石斧集積内出土のものも含め長さが 10cm未満

の小型磨製石斧が多 く,その用途については伐採具に限定

しない多角的な検討が必要であると考える。磨石敲石類及

び石皿・台石類も安定 した出土を示 し,早期前葉に特徴的

な石鹸状の方形の磨敲石 ,ま た,1点のみであるが A類
とした有縁の石皿も出土 している。

7 第 7文化層 (Ⅵ a層 )

下位のSz-11と 上位の鬼界アカホヤ火山灰層 (K― 投蝸

約 7,300年 前)の間に形成 された遺物包含層で,包含層

中に霧島牛ノ歴テフラを含む。

集石 13基 を検出してお り,平面的に礫が散在するもの ,

平面上集中した礫の分布を示すが堀込みがないもの,集石

内に小範囲に礫が集中する部分があり明確な堀込みをもつ

ものなど,形態的な特徴がみられる。遺構数と比較 して総

じて遺物の出土量は少ない傾向にあるが,出土層位から時

間的幅が限定され,資料的価値は高いものと考える。

I類土器は貝殻文系の塞ノ神式土器, Ⅱ類土器は右京西
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式土器あるいは轟 I式土器にとよばれる条痕文土器で,本

遺跡では,いずれも層位的な出土状況から早期終末段階に

位置づけられる。またⅡ類土器は土器付着炭化物を用いた

AMS法 による年代測定で,cal.BC.5,490の暦年代較正値

が与えられている。

石器では石鏃の占める割合が高く,磨石敲石類が少なく,

石匙・石皿の出土はみられなかった。石材では黒曜石Ⅷ類

とした姫島産黒曜石が,全体に少ない資料数のなかで目立

つ傾向にあり,砕片類の石材細分をおこなえなかったため

明示することができなかったが,同石材を用いる2か所の

石鏃製作llLが確認されている。

8 第 8文化層 (Ⅳ下層・Va層 )

アカホヤ火山灰層 と霧島御池テフラ (約 4,600年 前)

の間に形成された遺物包含層で,上部のⅣ下層はSz-7
を含む。検出された遺構は土坑 2基及び集石 4基のみであ

るが,遺物量は比較的多い。

I類土器は熊本県貝塚を標識とする曽畑式土器である。

曽畑式土器は,九州の縄文時代前期を代表する土器であり,

前期後半に位置づけられる。一般的に古い段階のものは,

胎土に滑石がおおく含まれるが,本遺跡出土土器にはそれ

がみられない。滑石を産出するのは,有明海沿岸であり,

そこから遠く離れた内陸部に位置する本遺跡では滑石の供

給が得られなかったものと考えられる。

Ⅱ類土器は一見轟式土器のようであるが,貝殻条痕が浅

いことと器壁がかなり薄い点が異なる。類例は多くないが

縄文時代前期末～中期前半の土器にともなう例もみられる

ことから,こ の時期に相当するものと考えられる。

Ⅲ類土器は器形や器面調整などは,Ⅳ類とした尖底条痕

文土器に類似しているが,外面は縦方向を意識して条痕が

施文される点で異なる。このような土器は,少ないながら

も金峰町上水流遺跡や松元町仁田尾遺跡でも出土しており,

Ⅳ類の土器も一緒に出ている。したがつて,同時期かもし

くは接近した時期に存在していると考えられるが,今後資

料の増加の期待も含めて注意を促すために,類 を別にした。

縄文時代中期前半に位置づけられるものと考えられる。

Ⅳ類土器は,いわゆる尖底条痕文土器であり,船元式土

器に類似する土器が出土する遺跡での出土例が増加してい

る。春日式土器よりは古い段階のものであり,底部のつく

りが全 く異なることから春日式土器とは区別される。国分

市上野原遺跡では完形品が出土し,底部以外は春日式土器

に類似している。船元式土器の中段階に近い時期に位置づ

けられるものと考えられる。素文のものと隆帯を貼り付け

るものがあり区別できるかもしれないが,今後の研究の促

進を期待しつつ最初に注意が換起された志布志町野久尾遺

跡をとって「野久尾タイプ」と呼んでおきたい。

以上の土器は春日式土器に近いものの,春日式上器に含

めるのには躊躇するものである。春日式土器の前段階に置

かれているのは深浦式土器であるが,その間には違いが大

きく直接つながるものではないと考えられてきた。V類土

器がこの間を埋めるものであるとすれば,ス ムーズにいく

と考えられるが単体で検出されるような検出例を待ってか

ら呼称など考えていくべき土器である。

Ⅵ a類 とした土器は口縁部内面に段を持たないことから

船元 Ⅱ式上器に関係するものと考えられる。鹿児島側から

見ると完全な船元Ⅱ式土器と思われるのであるが,北部九

州・瀬戸内及び近畿地方の研究者から見れば完全な船元 Ⅱ

式土器ではないという。この様な中間的な土器についてど

のように扱えばよいのか苦慮するところであるが,中間地

域にその出自が求められるのか,あるいは二世以降の製作

者が作ったものか追及することが今後の課題である。併せ

てこの様な土器を何と呼んだらいいのかという問題もある

が,現在のところ船元式系土器として扱って細分も船元式

土器に連動させて呼称したいと考える。

Ⅵb類とした土器は太目の率電文を施すのを主としており,

最近宮崎県での出土例が多 くなっている。宮崎県須木村上

長谷遺跡や宮崎県高鍋町下耳切遺跡で良好な資料が出土し

ており,今後これらの地域での解明が進むものと考えられ

る。時期的には両者と重複する可能性もあるものの深浦式

から春日式土器の間に位置づけられるものと考えられる。

Ⅶ類土器は春日式土器である。文様が頸部以上に限られ

ている点,強いキヤリパー形を呈する点,底部が上げ底状

になる点などから,前谷段階に相当するものと考える。

111は彫 りが深く渦巻状の文様がしっかりしている点と貝

殻条痕がみられないことから瀬戸内地方からの搬入品では

ないかと考えられる。これらの土器は里木Ⅱ式土器に対応

できるものであり,縄文時代中期中葉～後半に位置づけら

れるものと考えられる。

Ⅷ類土器は本文中で述べたような特徴から,縄文時代中

期中葉に位置づけられる春日式土器の中でも前谷段階に相

当するものと考えられる。今回測定したAMS法の暦年代

で,cal.BC.3,090年 という結果が得られた。通常の春 日

式土器との大きな違いは滑石を多量に含有する点である。

このような滑石を混入する春日式土器に類似した土器は,

量的に多 くはないが鹿児島県内では普遍的に見られるもの

である。春日式土器の中でも最も古く位置づけられる北手

牧段階の滑石混入の土器は,枕崎市鞍谷遺跡や鹿屋市榎木

原遺跡で知られている。前谷段階である松山町前谷遺跡や

末吉町小倉前遺跡では,こ の段階の滑石混入土器が全体の

1%ほ ど見られる。轟木ヶ迫段階と南宮島段階の滑石混入

土器については詳細はわかってはいないが、おそらく鶏冠

状の口縁部を持つほぼ直口する土器が相当すると考えられ

る。鹿児島県内にはこれほど良質な滑石を産する場所がな

く,滑石自体は長崎県西彼杵半島と同様の鉱脈をもつ産地

のものであると考えられる。現在は滑石混入土器も春日式

土器の中に含めているが,有明海を中心とした同時期の遺

跡があればその遺跡を標識とした型式名をつけたほうがよ

いと考える。縄文土器がどこで作られたかという大きな問

題に射して示唆を与える好資料である。
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石器は,石鏃,石匙,石錐,ス クレイパー,石核,礫器 ,

磨石敲石類,石皿・台石類のほか,石刀として報告 した特

殊な礫石器が出土 している。剥片石器の石器石材は黒曜石

のほか,安山岩,チ ャー ト,蛋白石,頁岩などの非黒曜石

石材の利用が目立つ。また他の文化層と比較して石匙が占

める割合が高 く,石斧は出土していない。

9 第 9文化層 (Ⅳ層)

霧島御池テフラの上部に形成された遺物包含層で,上位

のⅢb層 に比べ腐植は進んでいない。

土坑 2基及び集石 2基が検出されているが,包含層の

残存範囲が狭 く,遺物量も少ない。出土遺物 。土器を指標

に縄文時代後期の遺物包含層と位置づけている。

I類土器 は中期末か ら後期初頭にかけての阿高系の

土器である。工具による沈線,ハ ケロ状工具による浅

めの凹線文,指頭文等 を特徴 とする土器で,その位置

づけについては改めて検討 したい。 Ⅱ類土器は棒状工

具による沈線 を施 しているので,広義の指宿式に属す

る。その中で も,12,13は ,橋牟礼川タイプ,14は ,

靴形状の施文 を特徴 とする成川 タイプとされる。底部

資料 は,縄文時代後期初頭か ら前葉にかけてのもので

あるとみ られる。 Ⅲ類土器は市来式土器であるが,Ⅲ
-2類 は少 し古手で松 山式土器か ら狭義の市来式土器 ,

またⅢ-3類 は草野 タイプとされる。Ⅳ類土器は器壁

がやや厚 く, くの字状の頸部の屈曲が鈍 く,日唇部の

沈線が 3条でな く 2条 であるが,西平式土器の範疇 と

捉える。

石器は石鏃 ,石匙 ,ス クレイパー,石核 ,磨石敲石

類,石皿などが出土 している。石器石材では佐賀県嬉

野町権葉川流域で採取 される黒曜石に類似する黒曜石

Ⅶ類製の石鏃が出土 している。

10 第 10文化層 (Ⅲ b層 )

今回の調査では竪穴住居跡 1基 と入佐式土器,石器が検

出された。入佐式土器は南九州の土器編年で縄文時代晩期

中葉に位置づけられてきたが,青森県亀ヶ岡遺跡を指標 と

する広域編年により縄文時代後期終末から晩期初頭とする

意見も出てきた。ここでは,本文同様従来通 りの編年案に

従い論を進める。縄文時代晩期の遺跡の中心は隣接する公

回桐木遺跡部分にあり,本調査地
`ミ

は縁辺部にあたる。そ

のために,縄文時代晩期の様相は両地点の調査成果を併せ

て検討することによって初めてみえてくるものである。公

団桐木遺跡は現在報告書作成中であるので,こ こでは今回

の調査成果と本県におけるこれまでの調査例を比較・検討

することに留めたい。

本県で入佐式期に該当する住居跡は鹿屋市榎木原遺跡 ,

同市中ノ原遺跡,加世田市上加世田遺跡で 1基ずつ発見さ

れている。平面プランが円形であることや中央に地床炉を

配置している点は榎木原・中ノ原遺跡の住居跡と共通 して

いる。しかし,両遺跡の住居跡の直径が 3m弱であるのに

対 し,本遺跡のものは直径が 2mと 小さいことや,直径

10 clll以 下の柱穴が弧状に配置される点は本遺跡特有のも

のである。住居跡の平面形や柱穴の大きさから単純に比較

すれば,本遺跡のものは小型で簡易的なものであるという

ことが言える。さらに,こ れまでの調査例では,住居内の

遺物が住居の埋没に伴い周辺から流れ込んだ様相を呈する

ものが多いのに対 し,本遺跡では住居廃絶後短期間のうち

に土器や石器が有機物と共に廃棄されている状況が推察で

きる。住居の構造には住居の使用時季や使用期間,季節風

などの自然環境が大きく影響していると思われ,今後は土

器や石器の組成,遺物の廃棄状況などをさらに加味しなが

ら検討していく必要がある。埋土からは 3種類のえ化種子

が検出された。イチイガシ・アズキ類は食用 として,カ ラ

スザンショウは実に含まれている毒を毒流 し漁に利用でき

る。フローテンション法は植物利用を考える上で有効な手

段であり,今後も積極的に導入していく必要がある。

出土土器は精製浅鉢Ⅶ類を除き全て入佐式上器に該当す

る。竪穴住居跡及びI～ L-4～ 10区出土の深鉢 I類 は日

縁部文様帯の退化や日縁部文様の条痕化がみられ,調整に

粗いミガキやナデが施されていることから,堂込編年 14)

の深鉢形土器B類に対応する。従って,こ の地点の土器群

は入佐式古様式の中でも新しい方に属する。一方,M～ 0
-13～ 15区出土の深鉢Ⅲ類は,日縁部文様帯を喪失して

お り深鉢 I類 よりも新 しい特徴をもっている。このことか

ら,こ の地点の土器群はI～ L-4～ 10区の土器群よりも

時間的に新 しいことが推察される。両地点で土器型式の組

成比が違うことも,時間差を反映していると考える。しか

し,両地点の土器群は共に入佐式古様式新段階の範疇に収

まるものであり,それほど大きな時間差はないと思われる。

最後に報告書をまとめるにあたって浮上 してきた 2つの

問題
`ミ

について触れておきたい。 1つ は本文で深鉢 Ⅱ・Ⅲ

類 (9・ 10)と した土器の系譜についてである。本遺跡

で主体を占める深鉢 I類は本県で一般的にみることのでき

る入佐式土器である。それに対 し,深鉢Π・Ⅲ類は末吉地

域特有の地域色をもつ土器である。その特徴を挙げると深

鉢 Ⅱ類は屈曲の弱い胴部から日縁部が短 く直立する厚手の

土器で,色調は橙色を呈する。深鉢Ⅲ類は胴部から口縁に

かけて緩やかに外反し,日縁部に文様帯を形成 しない厚手

の土器である。両者とも深鉢 I類 とは形態や重量,質感が

明らかに異なる。従来,深鉢 I類に代表される入佐式土器

は縄文時代後期後半に九州全域で出土する御領式土器から

の型式変化が考えられている。しかし,本遺跡の深鉢 Ⅱ・

Ⅲ類はその型式的特徴から,御領式と併行する時期に東南

部九州地域に分布する中岳Ⅱ式土器 15)の系譜を引 くので

はないかと考えられる。つまり,本遺跡では御領式上器の

系譜を引く入佐式土器 (深鉢 I類)と 中岳 Ⅱ式土器の系譜

を引 く深鉢 Ⅱ oⅢ 類が共伴 している可能性が考えられる。

ちなみに両者は,竪穴住居跡から共伴 して出土 している。

ところが,縄文時代後期に東南部九州で盛行 した中岳 Ⅱ式

上器の系譜を引く深鉢Ⅱ・Ⅲ類は,全体のわずか 1パーセ
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ントを占めるに過ぎない。堂込により本県の黒川式土器に く仕上げる成形の若千不足 しているもの,345が丁寧

は地域差が認められないことが指摘されている。本遺跡で に成形されたものという347→ 344→ 345の順で底部成

深鉢 Ⅱ・Ⅲ類の占める割合が少ないことは,黒川式土器へ 形・調整の荒い ものか ら丁寧なものへ と段階的に捉 え

移行 していく晩期土器変遷の中で,深鉢の地域色が徐々に ることも可能性の一つ として指摘 したい。

薄れていく末吉地域の土器変遷の過程を表しているのかも

しれない。                    (註 )

2つ 目は,浅鉢の用途の問題である。本遺跡で出土して ゅ 本書では用いたテフラの表記・年代は F新編火山灰アトラス』(町田洋

いる精製浅鉢 I類・Ⅲ類,浅鉢 V類は日縁部内外面に煤が 新井房夫 2003東京大学出版会)に よっている。

付着し,下胴部に二次焼成を受けているものがあり,明 ら 動 桑波田武志 2003「鹿児島県のナイフ形石器後半期の研究」F縄文の

かに煮炊きに使用している。付着 している煤は,深鉢で見  森から』創刊号 鹿児島県立坦蔵文化財センター

かけるような噴きこばれによるものではなく,空焚きをし 動 同上

た際に付着する焦げ付いた状態の ものである。深鉢 と浅鉢  → 石材分類は,「城ケ尾遺跡』(有馬ほか 鹿児島県立埋蔵文化財センタ

の煤の違いは,内容物の違いに起因すると考えられる。推  ―発掘調査報告書o① 2000を 参考とした。

測の域 を出ないが,本遺跡では深鉢 は煮沸 に,浅鉢 は木の  動 計測表中に示したXIa層の上。中・下の区分はXIa層中での出土

実などを炒 る作業 に使用 したのではないか と考え られる。 レベルの傾向差を導き出すことを目的として,XIa層を3分 して取上げ

特に浅鉢 V類は,これまでに入佐式の時期 にはほとんど知  をおこなった人工層位であり,自然層位 (Xb及びXIa層)上の分布傾

られていないものである。その形態や使用法は,次の黒川  向と併せ相封的な傾向を示すと考える。

式段階に出現する組織痕土器に類似 してお り,その関係が  ω 多田 仁 2001「羽佐島技法の再評価」F十 日石器考古学』62+日石器

注 目される 16)。                    談話会

石器は石鏃,石匙,ス クレイパー,石錐,異形石器,楔  D桑 波田武志 宮田栄二 1997随児島県における十日石器研究の現状と

形石器,石核,石斧,磨石敲石類,石皿が出土 し,石鏃 に 課題」『鹿児島考古』第3孔 号 鹿児島県考古学会

は縄 文 時代 晩期 に特 徴 的 な五 角 形 鏃 も含 まれ る。 また ,打  動 宮田栄二 2003「九州細石刃石器群の東西対極構造と集団」 F中 ・四

製石 斧 の 出土 が み られ ない点 も注 目 され る。        国地方旧石器文化の地域性と集団関係 中・四国旧石器支化談話会20周年

11 第 11文化 層                       記念シンポジュウム発表要旨』中・四国旧石器談話会20周 年記念シンポ

文明 ボ ラ (Sz-3 1471年 頃)直下 の畑跡 の ほか ,土  ジュゥム実行委員会

坑 ,道跡が検出され,弥生時代か ら中世の遺物が出土 した。 働 黒サ|1忠 弘 桑波田武志 2000「鹿児島市加栗山遺跡資料の紹介―新

古 墳 時代 の土 器 で は 344・ 347・ 345の鉢 形 土 器 の 出  たな接合資料を中心に 」「大,可』第7号 大,可同人

土 が あった。3441よ 緩 い高台状 の底 部 ,3471よ木葉痕 のあ  lo前 迫亮-2003「石坂式上器再考」『縄文の森から』倉1干J号

る底部 ,345は全 て丁寧 に調整 され る底部 と 3点共 に異 な 11)木崎康弘 1996「総括J熊本県文化財調査報告書第158集 『蒲

った底 部の成形 を してい る。 また古 墳 時代 に 344の よう 生・上の原遺跡』熊本県教育委員会

な注 目のある鉢形土器 ,347の木葉痕 の残 る鉢形土器の出  l勢 黒,II忠 弘 2003「南の押型文土器」「不可根ナ||』 24・ 25

土 は南 九州 において は珍 しい もので あ る。 この 3点 の底  13)X頚 土器の細分は人木澤一郎による F上野原遺跡 (第 10地 点)』

部 成 形 の うち 347の木 葉 痕 の残 る もの が珍 し く特 筆 さ (2001鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書 (2め )での分類

れ るの だが ,そ の調 整 が 荒 く指 頭 や 爪 と思 わ れ る痕 跡  を参考とした。

を残 す こ とか ら,347は 土 器 の製 作 過 程 にお い て底 部  1っ 堂込秀人孔997肺 九州縄文晩期土器の再検討―入佐式と黒サ|1式 の細

に若 干 の成 形 と調 整 を行 っ た だ けの もの で あ り,そ れ  分 」F鹿児島考古』31号 鹿児島県考古学会

と同時 に底 部 PI・ 面 にお Vヽ て は何 ら調 整 を行 わ なか った  1働 桑畑光博 1989「東南部九州におけるある縄文上器の型式組列―中岳

結 果 木 葉 痕 が 残 っ た可 能 性 を指 摘 した い。 す な わ ち ,「 式上器の再検討―」「鹿児島考古』23号 鹿児島県考古学会

木 葉 痕 が残 る もの は珍 しい もの で あ る もの の この土器  lo東 和幸氏教示による。

だけが木葉を敷 き,木葉の上で土器の製作 を行い,そ  (参考文献)

の痕跡 を残すことを目的 とした ものではない と考えた 長野真- 2001「 十日石器時代の人体型石製品―耳取遺跡―JF考古学ジャ

い。更 に言及すれば,古墳時代 に属する本遺跡出土の ―ヵレ』467ニユーサイエンス社

鉢 形 土 器 の製作 法 は ,ま ず 底 部 が 大 き く荒 い ま ま胴 部  4ヽ文田弘巳 1987「西日本の楔形石核とその系譜について」『東アジアの考

か ら口縁 部 にか イナて の成 形 を終 了 させ , そ の後 器壁 を 古と歴史』 岡崎故先生退官記念論集

薄 くす る底 部 の成 形 を行 っ た後 ,全 体 の調 整 を行 った  松本 茂 2003「東南部九州地域の細石刃石器群」Fシ ンポジウム 日

の で は ないか とい うこ とを想 定 し,木 葉痕 が残 る もの  本の細石刃文化 I― 日本列島における細石刃文化 』八ヶ岳十日石翻 f究 グ

を と りわ け特 筆 し強 調 せ ず , 3点 の み の 出土 資料 か ら ループ

ではあるが,古墳時代 に属する本遺跡出土の鉢形土器 黒,II忠広 2002「南九州貝殻文系土器I 鹿児島県』南九州縄文研究会

を 347が底部成形の荒い もの,344が底部の器壁 を薄
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桐木遺跡自然化学分析 1(パ リノサーヴェイ)リ ン分析

1 試料

縄文時代早期前葉 と推定 される土坑はⅨ層上面で検出

され,墓坑の可能性が考えられている。土坑に遺体が埋

葬されたかどうか検証を行うには,土坑覆土中に含まれ

ているリン酸の含有量を調べることが有効である。今回は,

土坑底部から約 30cm上位までの覆土において,サ ンプ

ル 1～ 7の 7点の試料が採取されている。サンプル 1は

土坑底より約 30cm上位,サ ンプル 2～ 4は土坑底より

20cm上位,サ ンプル 5～ 7は土坑底真上の 5～ 10cmの

覆土を採取してお り,平面的にはサンプル 1が土坑の縁

辺部,サ ンプル 2～ 7が土坑中央部付近にあたる。この

7試料と,対照試料として土坑外のⅧ層,Xa層 ,XI
a層の各層より1点ずつ採取された土壌 3点 ,合計 10点

についてリン酸分析を行う。

2 分析方法

リン酸分析は,硝酸・過塩素酸分解―バナ ドモリブデ

ン酸比色法で行った。 (土壌養分測定法委員会 1981)。

以下に操作工程を示す。

試料を風乾後,軽 く粉砕 して2.00mmの節を通過させ

る (風乾細土試料)。 風乾細土試料の水分を加熱減量法 (10

法 (105℃ ,5時 間)に より測定する。風乾細土試料

2.00gを ケルダール分解フラスコに秤量し,は じめに硝酸

(HN03)約 5mlを 加え加熱分解する。放冷後,過塩素酸

(HC104)約 10mlを 加えて再び加熱分解を行う。分解終

了後,水で 100mlに定容してろ過する。ろ波の一定量を

試験管に採取し, リン酸発色液を加えて分光光度計によ

リリン酸 (P205)濃度を測定する。この測定値 と加熱減

量法で求めた水分量か ら,乾土あた りのリン酸含量

(P205mg/g)を求める。

3 結果

土坑覆土試料の 7点のうち,最も上位のサンプル 1は ,

0,70P205mg/gで あり,中位のサンプル 2～ 4は ,ほぼ

07～ 0.8P205mg/gの範囲内にある。さらに下位のサン

プル 5～ 7は ,中位のサンプルよりもやや値が高く,0.8

～0,95P205mg/gで ある。一方,対比試料の3点のうち,

Ⅷ層およびXa層試料はともに■O P205mg/gを 超えるが,

XIa層試料は0.51P205mg/gである。以上の各試料の

分析結果は,表 1に示す。

4 考察 (土坑の用途)

土壌中に普通に含まれるリン酸量,い わゆる天然賦存

量については,い くつかの報告事例があるが,(Bow―

en,1983;Bolt・ Bruggennwert,1980;ナ II崎 ほか ,1991;天野ほ

か,1991),こ れらの事例から推測される天然賦存量の上

限は,約 3.O P205mg/g程度である。また,人為的な影響

(化学肥料の施用など)を受けた黒ボク土の既耕地では,

5.5P205mg/g(,II崎ほか)と いう報告例があり,当社に

おけるこれまでの分析調査事例では,骨片などの痕跡が

認められる土壌では6.O P205mg/gを超える場合が多い。

今回の土坑覆土のリン酸含量はいずれも天然賦存量の範

囲内であり,ま た土坑の上位の土壌層であるⅧ層や土坑

上部の壁を構成しているXa層に比べても低い値である。

したがって,含量からみれば,特に土坑内におけるリン

酸含量の濃集を指摘することはできない。しかし,土坑

の底部に近いサンプル 5～ 7の リン酸含量は,他の試料

よりわずかに高い傾向を示し,かつ土坑下部の壁を構成

しているXIaよ りも高い値であることから,土坑底部

にリン酸を富化させたものがあった可能性はある。今後 ,

炭素含有量などほかの指標により土壊の組成を検討する

ことができれば,今回の分析結果の再評価も可能であろう。

1 マンセル要雹係に準 じた新版標準土色帖 (農林省晨林水産技術会議監修,196
土壌調査ハンドブック (ペ ドロジス ト懇談会編,1984)の 野外土性による。

SiCL・ …シル ト質埴壌土 (粘±15～ 25%、 シル ト45～ 85%、 砂0～40%)

SiL・ 中シル ト質壌土 (粘±0～ 15%、 シル ト45～ 100%、 砂0～55%)

表 1 リン酸分析結果

(2)土性
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鹿児島県,桐木遺跡における自然科学分析

株式会社 古環境研究所

I.桐木遺跡の土層とテフラ

1. はじめに

鹿児島県末吉町域には,姶良カルデラや鬼界カルデラ

などか ら噴出 したテフラ (火山砕屑物 ,い わゆる火山灰 )

が数多 く認め られる。テフラの中には,噴出年代が明 ら

かにされている示標テフラがあ り,こ れらとの層位関係

を遺跡において求めることで,遺構の構築年代や遺物包

含層の堆積年代 を知ることができるようになっている。

そこで,年代の不明な石器が検出された桐木遺跡におい

ても,地質調査を行って土層の記載を行 うとともに,認
められたテフラについて届折率測定を行って示標テフラ

の層位を求め,石器の層位や年代に関する資料 を収集す

ることになった。調査の対象 となった地点は,耳取調査

区南壁および桐木調査区東壁の 2地点である。

2.土層の層序

(1)耳取調査区南壁

耳取調査区南壁では,下位より黄色軽石を含む黄色砂

質火砕流堆積物 (層厚 5 cm以 上,軽石の最大径 42 11ull),

黄色砂質土 (層厚 36 cm,X硼動 ,橙色軽石混 じり灰褐色

土 (層厚 16 cm,軽石の最大径 10 11ml,石質岩片の最大径

2 1nln,Xヽり目),暗灰褐色土 (層 厚 31 cm,XV層 ),橙色

細粒軽石混 じり褐色土 (層厚 15 cm,軽 石の最大径 8 1un,

石質岩片の最大径 3 alln,X凸り琶上部),黄色軽石を多 く含

む褐色土 (層厚 8 clll,軽石の最大径 7111111,石 質岩片の最

大径 3 mll, XⅢ層),暗灰色土 (層 厚 8 cm),黄 色軽石 を

多 く含む暗灰色土 (層 厚 21 11un,石 質岩片の最大径 4 1mll,

以上 XⅡ b下層),灰褐色土 (層厚 7 cm, XⅡ b上層),若
千色調が暗い灰褐色土 (層厚 19 cm,XHa層 ),若千灰色

がかった黄色砂質土 (層厚 5 cm,XIc層 ),黄色軽石混

じり責色砂質土 (層厚 7 cm,軽石の最大径 6 11ull,XIb層 ),

若千灰色がかった黄色砂質土 (層厚 16 cm,XIa層 ),黒
褐色土 (層厚 7 cm,Xb層 ),黒色土 (層厚 6 cm,Xa層 ),

成層 したテフラ層 (層 厚 18 cm,Ⅸ 層),黄色軽石混 じり

黒褐色土 (層厚 23 clll,軽石の最大径 22 11ull,Ⅷ 層),責色

軽石を多 く含む暗掲色土 (層厚 20 clll,軽石の最大径 18 mm,

Ⅶ層),成層 したテフラ層 (層厚 16 cm,Ⅵ b層 ),黄色軽

石を多 く含む褐色土 (層厚 5 cm以上,軽石の最大径 10 11ull,

Ⅵa層 )が認められる (図 1)。

これらのうち,最下位の黄色軽石を含む黄色砂質火砕

流堆積物は,その層相から約 2.4～ 25万年前
*1に

姶良カ

ルデラから噴出した姶良入戸火砕流堆積物 (A工to,荒牧 ,

1968, 町田 。新井, 1976, 1992, 1斉ラトほか, 1987, 本寸山

ほか,1993,池田ほか,1995)に 同定される。また, 2
層の成層したテフラ層のうち,下位の成層したテフラ層は,

下部の責色軽石層 (層厚 8 clll,軽 石の最大径 20 1nlll,石 質

岩片の最大径 2 41nl)と ,上部の黄色細粒火山灰層 (層厚

10 cm)か らなる。このテフラ層は,そ の層相から約 1.1

～ ■2万年前
剤に姶良カルデラ桜島火山付近から噴出した

桜島薩摩テフラ (Sz―S,町田・新井,1992,奥野,1996,
P14:小林,1986)に 同定される。さらに,上位の成層

したテフラ層は,下位より黄色軽石層 (層厚 5 clll,軽石

の最大径 21 1Hll,石 質岩片の最大径 4111111),黄灰色粗粒火

山灰層 (層厚 2 cm),黄色軽石層 (層厚 9 cm,軽石の最大

径 24 1nln,石質岩片の最大径 5 1nlll)か らなる。このテフラ

層は,その層相から約 7,500年前
mに

桜島火山から噴出し

た Pll(小林,1986,Sz― Sy:森脇,1994,Sz―Ym:早田,

1997)に 同定される。

発掘調査では,XⅦ～ Xヽ嵯ヨから剥片尖頭器,台形石器 ,

礫群,XⅡ b下～ XⅡ a層 か ら小形ナイフや台形石器, X
Ic層から細石刃,XIa～ Xb層から細石刃,Xa層 から

縄文時代草創期の遺物,Ⅷ層上部から縄文時代早期前葉 ,

Ⅷ層から縄文時代早期中～後葉,Ⅵ a層 か ら縄文時代早

期終末の遺物が検出されている。

(2)桐木調査区東壁

桐木調査区東壁では,下位より黒色土 (層厚 5 cm以上 ,

Xa層 ),成層 したテフラ層 (層 厚 28 cm,Ⅸ層),黄色軽

石混じり黒褐色土 (層厚 21 cm,軽石の最大径 12 mm,Ⅷ層),

黄色軽石を多 く含む暗褐色土 (層厚 19 cm,軽 石の最大径

17 11ull,Ⅶ 層),成層 したテフラ層 (層厚 21 cm,Ⅵ b層 ),

黄色軽石を多 く含む炭化物混 じり灰褐色土 (層 厚 ユl cm,

軽石の最大径 1 l lnm,Ⅵ a層 ),成層 したテフラ層 (層厚

28 clll,Vb層 ),黄褐色土 (層厚 7 cm,Va層 ),黄色軽石

混 じり褐色土 (層厚 17 cm,軽石の最大径 13 1nlll,Ⅳ 下層 )

責色細粒軽石に富む褐色土 (層厚 13 cm,軽 石の最大径 6

HunⅣ 層)灰掲色土 (層厚 35 cm,Ⅲ b層)が認められる (図

2)。

これらのうち,最下位の成層 したテフラ層は,下部の

責色軽石層 (層厚 7 cm,軽石の最大径 21 11un,石質岩片の

最大径 3 mll)と ,上部の黄色細粒火山灰層 (層厚 21 cm)

からなる。このテフラ層は,その層相か ら Sz―Sに 同定さ

れる。中位の成層したテフラ層は,下位より黄色軽石層 (層

厚 6 cm,軽石の最大径 22 1nlll,石 質岩片の最大径 5 11un),

黄灰色粗粒火山灰層 (層厚 l cm),黄色軽石層 (層厚 14 cm,

軽石の最大径 21 null,石質岩片の最大径 3 11ull)か らなる。

このテフラ層は,Pllに 同定される。

さらに上位の成層 したテフラ層は,下位 より黄色細粒

軽石層 (層 厚 l cm,軽 石の最大径 5 11ull,石 質岩片の最大

径 2 11un),褐色火山豆石層 (層厚 3 clll,火山豆石の最大径

811m),黄色細粒軽石層 (層厚 3 cm,軽石の最大径 5 11ull,

石質岩片の最大径 2 Hul),黄橙色細粒火山灰層 (層厚 21 cm)

からなる。このテフラ層は,層相から約 6,300年前
半1に

南

九州地方の鬼界カルデラから噴出した鬼界アカホヤ火山

灰 (K―Ah,町田 。新井,1978)に 同定される。

また,褐色土中に多 く含まれている責色細粒軽石は ,
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その層位や岩相から約 4,200年 前
れに霧島火山の御池火口

か ら噴出した霧島御池軽石 (Kr_M,町 田 。新井,1992,

早田,1997)に由来すると考えられる。発掘調査では ,

Ⅵa層 から縄文時代早期終末の遺物が,ま たVa～ Ⅳ下層

から縄文時代前～中期の遺物が検出されている。

3.届折率測定

(1)測定試料 と測定方法

土層観察の際に認められた軽石粒子や起源が不明な土

層について,テ フラ粒子の起源を明 らかにするために ,

耳取調査区と桐木調査区において採取された試料のうち,

10点 について屈折率測定を行い,示標テフラとの同定の

精度を向上させることにした。測定は,温度一定型屈折

率測定法 (新井,1972,1993)に よる。

(2)測定結果

屈折率測定の結果を表 1に示す。耳取調査区試料 10の

軽石には,重鉱物として斜方輝石や単斜輝石が認められる。

斜方輝石 (7)の屈折率は,1.707-1.712で ある。耳取調

査区試料 9の軽石には,重鉱物 として斜方輝石や単斜輝

石が認め られる。斜方輝石 (/)の屈折率は,1,707-

1,711である。試料 8の軽石には,重鉱物 として斜方輝石

のほか,ご く少量の単斜輝石が認められる。斜方輝石 (ノ )

の届折率は,1.740-1.755で ある。黄色軽石である試料 7

の火山ガラス (n)の屈折率は,1.502-1.505で ある。軽石

に含まれる重鉱物 としては,カ ンラン石のみが認められ

非常に特徴である。白色軽石である試料 Tに ついては ,

microliteが多 く火山ガラス (n)の屈折率が困難である。

この軽石についても,重鉱物 としてはカンラン石が認め

られるのみである。

耳取調査区試料 6に は,火山ガラスが多 く含まれている。

火山ガラスは,無色透明の軽石型ガラスやバブル型ガラ

スで,屈折率 (n)は ■498-1.501(modtt rangα■499-1500)

である。重鉱物 としては,斜方輝石や単斜輝石のほか ,

少量の角閃石が含まれている。斜方輝石 (7)の屈折率は,

■705-1.732(modal rangα l.728-1732)で ある。

耳取調査区試料 3に含 まれる軽石の火山ガラス (n)

の屈折率は,1.510-1.516で ある。重鉱物 としては,斜方

輝石や単斜輝石が認められる。斜方輝石 (7)の屈折率は,

1.707-1.711で ある。試料 2の軽石に含 まれる軽石の火山

ガラス (n)の屈折率は,1.509-1514で ある。重鉱物 とし

ては,斜方輝石や単斜輝石が認められる。斜方輝石 (7)

の屈折率は,1,708-1.711で ある。

桐木調査区試料 どに含 まれる火山ガラスの (n)の 屈

折率は,1.508-1.510で ある。重鉱物 としては,斜方輝石

や単斜輝石が認められる。斜方輝石 (7)の屈折率は ,

1.708-1712である。この試料には,細粒の石質岩片が多

く含 まれている。また試料 2に含まれる軽石の火山ガラ

ス (n)の屈折率は,1510-1.514で ある。重鉱物としては,

斜方輝石や単斜輝石が認められる。斜方輝石 (7)の屈

折率は,1.710-1,713で ある。

4.考察

屈折率測定の対象 となったテフラのうち,耳取調査区

試料 10の軽石は,層位や重鉱物組成さらに斜方輝石の届

折率などから,P17(約 2.3万年前
却,小林,1986,町田・

新井,1992,奥 野,1996,Sk― Tk6;森脇,1994)の可能

性がある。試料 9の軽石についてはP17の 特徴 とよく似

ているが,そ の層位からここでは P15(約 2.1万年前
*1,

小林,1986,町 田 。新井,1992,奥野,1996,Sk― Tk4;

森脇,1994)と 考えたい。精度の高い同定のために,今
後標式地での P15に ついて分析を行う必要がある。

試料 8の軽石は,層位や重鉱物組成さらに斜方輝石 leditel

の屈折率などから,燃島テフラ (A/1i,小林,1986,町 田・

新井,1992)とこ由来すると考えられる。Mjについては ,

約 1.6万年前・ と推定されている高野テフラ (Tkn,森脇 ,

1994)と 一連の噴火で噴出した可能性が高いと考えられ

ている。

試料 7お よび試料 7の軽石については,従来知 られて

いないテフラの可能性が高い。軽石にもかかわらず,重
鉱物 としてカンラン石が認められるテフラは,流紋岩質

マグマに由来するテフラに存在する可能性が高いようで

ある (新井房夫群馬大学名誉教授談)。 特徴的なことか ら

今後良い指標 として利用できると思われ,その給源火山

や年代などについて明らかにする必要がある。ここでは ,

仮にこれ らの軽石について,桐木軽石 (KrP)と 呼ぶこ

とにする。

試料 6の上層に含 まれるテフラ粒子は,その特徴か ら

A Itoであると考えられる。 したがって,今回の分析では,

この土層には A―Ito起 源のテフラ粒子が多 く含 まれてい

ると考えられる。なお,こ の土層 と似たような層位 にあ

る土層については, レス起源の土壌 と推定されているよ

うである (Lds,成瀬ほか,1994,奥野,1997)。 本遺跡

のXIb層 がもしこの上層に対比されるようなら,現地性

の粒子も多 く含まれていると言えるのかも知れない。

試料 3と 試料 2の軽石の特徴は非常によく似てお り,

層位や重鉱物組成さらに火山ガラスや斜方輝石の屈折率

などから,P12(約 8000年前
半1,パ、林,1986,奥野,1996,

Sk―Ub;森脇,1994)に 由来する可能性が高い。

桐木調査区試料 どには,細粒の石質岩片が多 く含 まれ

ていることから,約 6,300～ 6,500年前・ に霧島火山か ら

噴出した霧島牛ノ睡下部テフラ (Kr―USL,井ノ上,1988,

早田,1997)が混入 している可能性が考えられる。試料

2の軽石は,層位や重鉱物組成さらに斜方輝石の屈折率

などから,P7(約 4,3C10年前・ ,小林,1986,奥野,1996,

Sk―Tk2;森脇,1994)|こ 由来する可能性が高い。

桐木遺跡 とテフラとの層位関係については,XⅧ百～

Xヽり霞 (剥片尖頭器,台形石器,礫群)は A―Itoの上位で

P17降灰層準前後,XⅡ b下～ XⅡ a層 (小形ナイフや台

形石器)は 晒 の上位で Sz―Sの下位 (KrP降灰層準付近),

XIc層 (細石刃),XIa～ Xb層 (細石刃),Xa層 (縄
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文時代草創期遺物)は KrPの上位で Sz―Sの下位,Ⅷ層 (縄

文時代早期中～後葉遺物)は Sz―Sの上位で Pllの下位 ,

Ⅵa層 (縄文時代早期終末)は Pllの上位で K―Ahの下位 ,

Va～ Ⅳ下層 (縄文時代前～中期遺物)は K―Ahの上位で

Kr―Mの下位にあると考えられる。

以上のように,桐木遺跡では数多 くのテフラを検出す

ることができた。 しかしなが ら,本遺跡とその周辺では,

ほかにも霧島小林軽石 (Kr―Kb,1.4～ 1.6万 年前
キ1,伊

田ほか,1956,早 田,1997)な ど,多 くのテフラが検出

される可能性が残 されている。 より詳細な編年研究のた

めに,テ フラに関する精度の高い調査分析が継続 されて

いくことが期待される。

5。 小結

桐木遺跡において,地質調査 と屈折率測定を行った。

その結果,下位より姶良入戸火砕流堆積物 (A Ito,24
～ 2.5万年前

*1),P17(約
2.3万 年前

半1),P15(約 21万

年前
載),燃島テフラ (hli,約 16万年前・ ),桐木軽石 lKP,

新称),桜島薩摩テフラ (Sz S o P14,約 1.1～ 12万年前
m),P12(約

8,000年前
*1),Pll(約

7,500年前
半1),霧

島

牛ノ圧下部テフラ (Kr―USL,約 6,300～ 6,500年 前
半1),

鬼界アカホヤ火山灰 (K― Ah,6,300年 前
*1),P7(約

4,300年前・ ),霧島御池軽石 (Kr M,4,200年前
m)な ど

が検出された。

このほかにも桐木遺跡の周辺での発掘調査では,旧石

器時代から歴史時代にかけて桜島火山,鬼界カルデラさ

らに霧島火山などから噴出したテフラが多 く検出される

可能性が高い。51き 続いてテフラに関係する調査分析 を

行い,遺物や遺構 とテフラの関係を把握 してお く必要が

ある。
キ1 放射性炭素 (14c)年代 .
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表 1 桐木選跡における屈折
j1/む

‖定 ta・ 果

削査区 試 ll 火山ガラス

比  形態  色調  屈折率 (n) 組成 屈折率

耳取   2

耳取   3

耳取   6

耳取   7

1 509-1 514   opx>cpx opx(/)11708-1711

1 510-1 516   opx〉 epx opx(γ ):17071711

‖+ pm>bw el  1 498 1 501 opx〉 cpx,(hO)。px(γ ):1705■ 792

(1499-1500)            (1728-1732)

1 502-1 505   ol

1 501 1 604 opx,(c,x) opx(γ ):17401755

opx(γ ):17071711

耳取   7'

耳取

耳取

耳取

桐木

桐木

1 510-1 514   opx>epx

1 50S-1 510   op31〉cpx

OpX(7)117071712

opx(γ ):1710■ 713

0pX(7):17081712

llL折 率の測定は温度一定型屈折率測定法 (新 刀:,1972,1993)に よる 0は ,modal rangeを
示す bw〔 バブル型,即 :軽石型 *1:microllteが 多く,讀1定 に不適 ol:カ ンラン石,Opx
:斜方輝石,cpx:II斜脚石,ho:rFl閃 石.
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Ⅱ.桐木遺跡における植物珪酸体分析

1.は じめに

植物珪酸体は,植物の細胞内にガラスの主成分である

珪酸 (Si02)が蓄積 したものであ り,植物が枯れたあと

も微化石 (プ ラント・オパール)と なって土壌中に半永

久的に残っている。植物珪酸体分析は,こ の微化石を遺

跡土壌などから検出して同定 。定量する方法であ り,イ
ネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生・

古環境の推定などに応用 されている (杉山,2000)。

2.試料

分析試料は,耳取調査区南壁,桐木調査区東壁,Ⅲ a

層畠跡の 3地点から採取された計 31点である。試料採取

箇所を分析結果の柱状図に示す。

3.分析法

植物珪酸体の抽出と定量は,プラント・オパール定量

分析法 (藤原,1976)を もとに,次の手順で行った。

1)試料を 105℃ で 24時 間乾燥 (絶乾)

2)試料約 lgに 直径約 40μ mの ガラス ビーズを約

0.02g添加 (電子分析天秤により0.lmgの精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃ ・ 6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・ 42KHz。 10分間)に よる

分散

5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オ イキット)中 に分散 してプレパラー ト作

成

7)検鏡・計数。

同定は,イ ネ科植物の機動細胞に由来する植物産酸体

をおもな姑象 とし,400倍 の偏光顕微鏡下で行った。計

数は,ガ ラスビーズ個数が 400以上になるまで行った。

これはほぼプレパラー ト1枚分の精査に相当する。試料

lgあ た りのガラスビーズ個数に,計数された植物垂酸

体 とガラスビーズ個数の比率をかけて,試料 lg中の植

物珪酸体個数を求めた。

また,お もな分類群についてはこの値に試料の仮比重

と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個 あた りの植物

体乾重,単位 :105g)を かけて,単位面積で層厚 l cm

あた りの植物体生産量を算出した。イネ (赤米)の換算

係数は2.94(種実重は 1.03),ス スキ属 (ス スキ)は 1.24,

メダケ節は 1.16,ネ ザサ節は 0.48,ク マザサ属 (チ シマ

ザサ節・チマキザサ節)は 0.75, ミヤコザサ節は0.30で

ある。タケ亜科については,植物体生産量の推定値か ら

各分類群の比率を求めた。

4.分析結果

(1)分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下の

とお りである。これ らの分類群について定量を行い,そ
の結果を表 1お よび図 1～図 3に示 した。主要な分類群

について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

イネ,キ ビ属型,キ ビ族型,ス スキ属型 (お もにスス

キ属),ウ シクサ族A(チ ガヤ属など),ウ シクサ族B(大
型),モ ロコシ属型,シバ属,Aタ イプ (く さび型),B
タイプ

〔イネ科 ―タケ亜科〕

メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・リュウキュウチク節 ,

ヤダケ属),ネザサ節型 (お もにメダケ属ネザサ節),ク
マザサ属型 (チ シマザサ節やチマキザサ節など), ミヤコ

ザサ節型 (お もにクマザサ属 ミヤコザサ節),未分類等

〔イネ科 ―その他〕

表皮毛起源,棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来),

茎部起源,未分類等

〔樹木〕

ブナ科 (シ イ属),ブナ科 (ア カガシ亜属 ?),ク スノ

キ科,マ ンサク科 (イ スノキ属),はめ絵パズル状 (ブナ

科ブナ属など),そ の他

(2)植物珪酸体の検出状況

1)耳取調査区南壁 (図 1)

A Ito直 上のXⅦ層 (試料 181か らPll直下層のⅦ層 (試

料 1)ま での層準について分析を行った。その結果,X
Ⅶ層 (試料 18)で は,キ ビ属型,ウ シクサ族A,ク マザ

サ属型, ミヤコザサ節型などが検出されたが,いずれも

少量である。キビ属型には栽培植物のキビが含まれるが (杉

山ほか,1988),ク サヨシ属クサヨシにもこれと類似 した

植物珪酸体が含 まれてお り,現時点では両者を完全に識

別するには至っていない。P17混のXWV冒 (試料 17)で は,

ミヤコザサ節型や未分類等が大幅に増加 してお り,キ ビ

族型も出現 している。P15直 下の

層 (試料 16)か らXIa層 (試料 7)にかけては, ミヤコ

ザサ節型が多量 に検出され,ウ シクサ族A,Bタ イプ ,

クマザサ属型なども検出された。P14直 下の Xa層 (試料

5)にかけては,ク マザサ属型が増加 してお り,モ ロコ

シ属型 も少量検出された。モロコシ属型には栽培種のモ

ロコンが含 まれるが,現時点ではモロヨシガヤなどの野

生種とを完全に識別するには至っていない。Ⅷ層 (試料 4)

からPll直下のⅦ層 (試料 1)に かけても,おおむね同

様の結果である。お もな分類群の推定生産量によると,

P17混の XⅧ曙からPll直 下のⅦ層にかけてはミヤコザサ

節型が優勢 となっていることが分かる。

2)桐木調査区東壁 (図 2)

Pll直下層のⅦ層 (試料 6)か らKr―Mよ り上位のⅢ b

層 (試料 1)ま での層準について分析を行った。その結果 ,

Ⅶ層 (試料 6)ではミヤコザサ節型が多量に検出され ,

キビ族型,ス スキ属型,ウ ンクサ族A,ク マザサ属型な

ども検出された。K―Ah直下のⅥ a層 (試料 5)では,ブ
ナ科 (ア カガシ亜属 ?),ク スノキ科,マ ンサク科 (イ ス

ノキ属)な どの樹木 (照葉樹)起源が出現 してお り, ミ

ヤコザサ節型は減少 している。樹木は一般に植物珪酸体
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の生産量が低いことから,少量が検出された場合でもか

なり過大に評価する必要がある。なお,すべての樹種で

植物珪酸体が形成 されるわけではなく,落葉樹では形成

されないものも多い。K―Ah直上のVa層 (試料 4)では,

イネ科はほとんど検出されなかったが,樹木起源は K―

Ah直下層 と同様の分類群が検出され,ブナ科 (シ イ属 )

も出現 している。 Kr―Mよ り上位のⅢb層では,マ ンサ

ク科 (イ スノキ属)が大幅に増加 している。

(3)Ⅲ a層 畠跡 (図 3)

P3直下のⅢ a層 か ら採取 された試料 A■ ,A-3,B-4,
B-5,D-4,E-1,E‐ 2に ついて分析 を行った。その結果 ,

メダケ節型やネザサ節型が多量に検出され,ス スキ属型

やウンクサ族 Aも 比較的多 く検出された。また,ク マザ

サ属型やマンサク科 (イ スノキ属)な ども検出され,部

分的にキビ族型,ブナ科 (シ イ属),ク スノキ科なども検

出された。また,試料 A-1,A-3,B5,E-2では,イ ネが

検出された。イネの密度は 600～ 1,400個 /gと 比較的低

い値であり,稲作跡の検証や探査を行う場合の判断基準

としている5,000個 /gを 下回っている。おもな分類群の

推定生産量によると,メ ダケ節型およびネザサ節型が優

勢となっていることが分かる。

5.植物珪酸体分析から推定される植生と環境

P17(約 2.3万年前)混のXW曜からP14(約 1.1～ 1.2

万年前)直下のXa層 にかけては,ク マザサ属ミヤコザサ

節などのササ類を主体としたイネ科植生が継続されてい

たと推定される。タケ亜科のうち,メ ダケ属は温暖,ク

マザサ属は寒冷の指標とされており,両者の推定生産量

の比率の変遷は,地球規模の氷期一間氷期サイクルの変

動と一致することが知られている (杉山 。早田,1996)。

また,ク マザサ属のうちチシマザサ節やチマキザサ節は

積雪に対する道応性が高いとされ, ミヤヨザサ節は太平

洋側の積雪の少ないところに分布している (室井,1960)。

これらのことから,当時は比較的積雪の少ない寒冷で乾

燥 した環境であったと推定される。なお,P14直下のXa

層ではクマザサ属型 (チ シマザサ節・チマキザサ節)の
比率が増加 していることから,こ の時期には積雪量 (降

水量)が増加した可能性が考えられる。

クマザサ属は氷点下 5℃程度でも光合成活動をしており,

雪の中でも緑を保っていることから,大半の植物が落葉

または枯死する秋から冬にかけてはシカなどの草食動物

の重要な食物となっている (高槻,1992)。 遺跡周辺にこ

れらのササ類が豊富に存在したことは,当 時の動物相を

考える上でも重要である。

P14(約 1.1～ 1.2万 年前)直上のⅧ層からPll(約

7,500年前)直下のⅦ層にかけては, ミヤコザサ節などの

ササ類を主体 としてススキ属やチガヤ属なども見られる

草原的な環境であったと推定される。鬼界アカホヤ火山

灰 (K―Ah,約 6,300年前)直下のⅥa層の時期には,周辺

でカシ類や,ク スノキ科,イ スノキ属などの照葉樹林が

成立 していたと考えられ,イ ネ科草本類は減少 したと推

定 される。南九州の沿岸部では,約 7,500年前 までには

シイ属を主体 とした照葉樹林が成立 していたと考えられ

ているが (杉山,1999),本遺跡のような内陸部では沿岸

部よりも遅れて照葉樹林が拡大したと推定される。今後 ,

周辺地域で同様の検討を行うことにより,照葉樹林の存

在や分布拡大の様相が解明されると期待される。

その後,K―Ahの堆積によって当時の植生は被壊され

たと考えられるが,K―Ah直上のVa層の時期には K―Ah

直下層と同様の照葉樹林が再生し,シ イ類 も見られるよ

うになったと推定される。このような照葉樹林の回復と

拡大には,現在よりも平均気温が約 2℃ 前後高かったと

される当時の高温・多湿な気候環境が大きく影響 したと

考えられる。

霧島御池軽石 (Kr―M,4,200年前)直上のⅢb層 の堆積

当時は,イ スノキ属などの照葉樹林に覆われるような状

況であったと考えられ,部分的にススキ属やチガヤ属 ,

メダケ属 (メ ダケ節)な ども生育していたと推定される。

桜島文明軽石 (P3,1471年 )直下層のⅢa層の堆積当時は,

メダケ属 (メ ダケ節やネザサ節)を主体としてススキ属

やチガヤ属なども生育する草原的な環境であったと考え

られ,遺跡周辺にはイスノキ属などの照葉樹林が分布し

ていたと推定される。Ⅲa層 畠跡では少量ながらイネが検

出され,イ ネが栽培されていた可能性が認められた。
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衷1 虎児t果、ff・l木選跡における絶物難該体分析結米

おもな分類群の推定生産■ (単位 :kg/■・cm)
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l
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タケ亜科の比率 (%)
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鹿児島県、桐木遺跡における放射性炭素年代測定

株式会社 古環境研究所

1,試料と方法

試料名  遺構・遺物等     種類       前処理・調整 測定法

N01  春回式上器 血3502   上器付着炭化物  酸 アルカリー酸洗浄,石墨調整   hllS法

No 2  条痕上器  Alo 872   上器付着炭化物  酸―刀,カ リー酸洗浄,石墨調整   AMS法

N03  集石内  C13    炭化物      酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整   創S法

血4  炉穴内a       炭化物      酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整   AMS法

血5  礫群内①  hfo6239   炭化物      酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整   hllS法

No 6  礫群内②  N06240  炭化物      酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整   AMS法

No 7  礫群内③  血6263   炭化物      酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整   AIIIS法

※AMS法 :加速器質量分析法

2.測 定結果

試料名  118年 代  δ13c  補正14c年代   暦年代 (西暦)

(年BP)   (‰)   (年 BP)

測定血
Beta―

No 1  4450± 50  -25,9  4440± 50   交点 I cal BC3090            141497
lσ :cal BC3315～ 3230, 3110～ 3010

2σ : cal BC3345´ V2915

N02  6550± 70  -25.0  6550± 70   交点 I cal BC5490            141498
lc/1 cal BC5545～ 5470

2 σ i cal BC5625～ 5365

No 3   10990± 120  -26.6  10960± 120   交点 :cal BCl1035                141499
l σ i cal BCll175～ 11135, 11080～ 10955

2 σ l cal BCl1205～ 10910

N04  9140± 70  -24.9  9140± 70   交点 :cal BC8295            141500
l σ i cal BC8430-8360, 8335-8270
2 σ i cal BC8540～ 3240

h5   24040± 170  -26.3  24020± 170          -                    141501

No 6   24290± 180  -26.5  24270± 180          -                    141502

No 7   23000± 170  -27.5   22960± 170          -                     141503

1)14c年代測定値                 年代既知の樹木年輪の14cの 詳細な測定値,お よびサン

試料の14c/12c比 から,単純に現在 (1950年 AD)か  ゴの U―Th年代と14c年代の比較により作成された補正

ら何年前かを計算した値。14cの 半減期は国際的慣例に 曲線を使用した。最新のデータベース (WINTCAL98 Ra―

従い 5,568年を用いた。                 diocarbon Age CalibrationW Stuiver et al,1998,Radiocar―

2)δ 13c測定値                   bOn 40(3))と こより,約 19,000年 BPま での換算が可能

試料の測定 14c/12c比 を補正するための炭素安定同位 となっている。ただし,10,000年 BP以前のデータはま

体比 (13c/12c)。 この値は標準物質 (PDB)の 同位体比 だ不完全であり,今後も改善される可能性がある。

からの千分偏差 (‰)で表す。              暦年代の交点とは,補正 14c年代値と暦年代補正曲線

3)補正 14c年代値                  との交点の暦年代値を意味する。lσ (68%確率)。 2σ

δ13c測 定値から試料の炭素の同位体分別を知 り,(95%確率)は,補正 14c年代値の偏差の幅を較正曲線に

14c/12cの 測定値に補正値を加えた上で算出した年代。  投影した暦年代の幅を示す。したがって,複数の交点が

4)暦年代                     表記される場合や,複数の lσ ・ 2σ 値が表記される場

過去の宇宙線強度の変動による大気中14c濃度の変動 合もある。

を補正することにより算出した年代 (西暦)。 補正には,
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放射性炭素年代測定

山形 秀樹 (パ レオ・ラボ)

1. はじめに

桐木遺跡より検出された炭化物の加速器質量分析法 (_4A71S

法)に よる放射性炭素年代測定を実施 した。

2.試料と方法

試料は,遺構内 (住居 l■)か ら出土 した炭化物 1点 ,

遺構内 (集石)か ら出土した炭化物 1点、包含層 (集石 ?)

か ら出土 した炭化物 1点 ,包含層 (炭化物集中域)か ら

出土 した炭化物 1点 ,遺構内 (17層 礫群)か ら出土 した

炭化物 7点の併せて H点である。

これら試料は、酸・アルカリ・酸洗浄を施 して不純物

を除去 し,石墨 (グ ラファイ ト)に調整 した後,加速器

質量分析計 (AMS)に て測定 した。測定された 14c濃度

について同位体分別効果の補正を行なった後,補正 した
14c濃度を用いて 14c年代を算出した。

3.結果

表 1に ,各試料の同位体分別効果の補正値 (基準値 ―

250%。 ),同位体分別効果による測定誤差 を補正 した 14c

年代,14c年代を暦年代に較正 した年代を示す。
14c年代値 (yrBP)の 算出は,14cの半減期 として Lib―

byの 半減期 5,568年 を使用 した。 また,付記 した 14c年

代誤差 (± lσ )は ,計数値の標準偏差 σに基づいて算

出し,標準偏差 (One sigma)に 相当する年代である。

これは,試料の 14c年代が,そ の 14c年代誤差範囲内に

入る確率が 68%であることを意味する。

なお,暦年代較正の詳細は,以下の通 りである。

暦年代較正

暦年代較正 とは,大気中の 14c濃度が一定で半減期が

5,568年 として算出された 14c年代に姑 し,過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大気中の 孔4c濃度の変動、

お よび半減期の違い (14cの 半減期 5,730± 40年 )を較

正 し, より正確な年代を求めるために、14c年代を暦年

代に変換することである。具体的には,年代既知の樹木

年輪の詳細な測定値 を用い,さ らに珊瑚の U_Th年代 と
14c年代の比較,お よび海成堆積物中の縞状の堆積構造

を用いて 14c年代 と暦年代の関係を調べたデータにより,

較正曲線を作成 し,こ れを用いて 14c年代 を暦年代に較

正 した年代を算出する。
14c年代を暦年代に較正 した年代の算出に CALIB 4.3

(CALIB 3.0のバージョンアップ版)を使用 した。なお、

暦年代較正値は 14c年代値に封応する較正曲線上の暦年

代値であ り,lσ 暦年代範囲はプログラム中の確率法を

使用 して算出された 14c年代誤差に相当する暦年代範囲

である。カッコ内の百分率の値はその lσ 暦年代範囲の

確からしさを示す確率であり,10%未満についてはその

表示 を省略 した。lσ 暦年代範囲のうち,その確からし

さの確率が最 も高い年代範囲については,表中に下線で

不 した。

暦年代較正は約 2万年前か らADl,950年 までが有効で

あ り,該当しないものについては 14c年代を暦年代に較

正 した年代を
キ****と

表記 した。

4.考祭

各試料は,同位体分別効果の補正および暦年代較正を

行なった。暦年代較正 した lσ 暦年代範囲のうち,その

確からしさの確率が最 も高い年代範囲に注 目すると,そ
れぞれより確かな年代値の範囲として示された。
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桐木遺跡出上の黒曜石製遺物の原材産地分析

藁科 哲男 (京都大学原子炉実験所)

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて,客観的に,

かつ定量的に推定し,古代の交流,交易および文化圏,交

易圏を探ると言う目的で,蛍光 X線分析法によリサヌカイ

トおよび黒曜石遺物の石材産地推定を行なっている・ 23)。

石材移動を証明するには必要条件 と十分条件を満たす必

要がある。地質時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭

を元素分析で求めるとき,移動原石と露頭原石の組成が一

致すれば必要条件を満たし,その露頭からの流れたルー ト

を地形学などで証明できれば,他の露頭から原石が流れて

来ないことが証明されて,十分条件を満たし,ただ―力所

の一致する露頭産地の調査のみで移動原石の産地が特定で

きる。遺物の産地分析では F石器とある産地の原石の成分

が一致したからと言って,そ この産地のものと言い切れな

いことは,他の産地にも一致する可能性が推測されるから

で, しかし一致しなかった場合そこの産地のものでないと

言い切れる。』が大原則である。考古学では,人工品の様

式が一致すると言う結果が非常に重要な意味があり,見え

る様式としての形態,文様,見えない様式として土器,青

銅器,ガラスなどの人手が加わった調合素材があり,一致

すると言うことは古代人が意識して一致させた可能性があ

り,一致すると言うことは,古代人の思考が一致すると考

えてもよく,相互関係を調査する重要な意味をもつ結果で

ある。石器の様式による分類ではなく,自然の法則で決定

した石材の元素組成を指標にした分類では,例 えば石材産

地が遺跡から近い,移動キャンプ地のルー ト上に位置する,

産地地方との交流を示す土器が出土しているなどを十分条

件の代用にすると産地分析は中途半端な結果となり,遠距

離伝播 した石材を近 くの産地と誤判定する可能性がある。

人が移動させた石器の元素組成とA産地原石の組成が一致

し,必要条件を満足 しても,原材産地と出土遺跡の間に地

質的関連性がないため,十分条件の移動ルー トを自然の法

則に従って地形学で証明できず,その石器原材がA産地の

原石 と決定することができない。従って,石器原材 と産地

原石が一致 したことが,直ちに考古学の資料 とならない
,

確かにA産地との交流で伝播した可能性は否定できなくな

ったが,B,C,Dの 産地でないとの証拠がないために,

A産地だと言い切れない。 B産地と一致しなかった場合 ,

結果は考古学の資料として非常に有用である。それは石器

に関してはB産地と交流がなかったと言い切れる。ここで ,

十分条件として,可能なかぎり地球上の全ての原産地 (A,

B, C,D。 ・)の原石群と比較して,A産地以外の産地

とは一致しないことを十分条件として証明すれば,石器が

A産地の原石と決定することができる。この十分条件を肉

眼観察で求めることは分類基準が混乱し不可能であると思

われる。また,自然科学的分析を用いても,全ての産地が

区別できるかは,それぞれが使用している産地分析法によ

って,それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からない。

産地分析の結果の信頼性は何ヶ所の原材産地の原石と客観

的に比較して得 られたかにより,比較した産地が少なけれ

ば,信頼性の低い結果と言える。黒曜石,サ ヌカイ トなど

の主成分組成は,原産地ごとに大きな差はみられないが ,

不純物として含有される微量成分組成には異同があると考

えられるため,微量成分を中心に元素分析を行ない,こ れ

を産地を特定する指標とした。分類の指標 とする元素組成

を遺物について求め,あ らかじめ,各原産地ごとに数十個

の原石を分析 して求めておいた各原石群の元素組成の平均

値,分散などと遺物のそれを対比して,各平均値からの離

れ具合 (マハラノビスの距離)を求める。次に,古代人が

採取 した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原

石産出地と異なる地点の可能性は十分に考えられる。従っ

て,分析 した有限個の原石から産地全体の無限の個数の平

均値と分散を推測して判定を行うホテリングのT2乗検定

を行う。この検定を全ての産地について行い,あ る原石遺

物原材と同じ成分組成の原石はA産地では10個 中に一個

みられ,B産地では一万個中に一個,C産地では百万個中

に一個,D産地では・ 。一個と各産地毎に求められるよう

な,客観的な検定結果からA産地の原石を使用した可能性

が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて,各産

地に帰属される確率を求めて産地を同定する。今回分析し

た遺物は鹿児島県曽於郡末吉町に位置する桐木遺跡出土の

黒曜石製遺物 150個および少し質が悪い黒曜石を30個選び,

合計 180個 の産地分析の結果が得られたので報告する。

黒曜石原石

黒曜石原石の自然面を打ち欠き,新鮮面を出し,塊状の

試料を作 り,エネルギー分散型蛍光X分析装置によって元

素分析を行なう。分析元素はAl,Si,K,Ca,Tl,Mn,Fe,
Rb,Sr,Y,Zr,Nbの 12元素をそれぞれ分析 し,塊試料

の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の

比を取り,それでもって産地を特定する指標とした。黒曜

石は,CνK,Ti/K,MI1/Zr,Fe//Zr,Rb/Zr,Sr/Zr,Y/筋 ,

Nb/Zrの 比量を産地を区別する指標をしてそれぞれ用いる。

黒曜石の原産地は北海道,東北,北陸,東関東,中信高原 ,

伊豆箱根,伊豆七島の神津島,山陰,九州の各地には分布

する。調査を終えた原産地を図 1に示す。黒曜石原産地の

ほとんどすべてを調査し,元素組成によってこれら原石を

分類 して表 1に示す。この原石群に原石産地が不明の遺物

で作った遺物群を加えると231個 の原石群になる。佐賀県

の腰岳地域および大分県の姫島地域の観音崎,両瀬の両地

区は黒曜石の有名な原産地で,姫島地域ではガラス質安山

岩もみられ,こ れについても分析を行なった。隠岐島,壱

岐島,青森県,和田峠の一部の黒曜石には,Srの含有量

が非常に少なく,こ の特徴が産地分析を行う際に他の原産

地と区別する有用な指標となっている。九州西北地域の原

産地で採取された原石は,相互に組成が似た原石がみられ

る (表 2)。 西北九州地域で似た組成を示す黒曜石の原石
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群は,腰岳,古里第一,松浦第一の各群 (腰岳系と仮称す

る)お よび淀姫,中町第二,古里第三,松浦第四の各群 (淀

姫系と仮称する)な どである。淀姫産原石の中で中町第一

群に一致する原石は 12%で ,一部は淀姫群に重なるが中

町第一群に一致する遺物は中町系と分類 した。また,古里

第二群原石と肉眼的および成分的に似た原石は嬉野町椎葉

川露頭で多量に採取でき,こ の原石は姫島産乳灰色黒曜石

と同色調をしているが,組成によって姫島産の黒曜石 と容

易に区別できる。もし似た組成の原石で遺物が作 られたと

き,こ の遺物は複数の原産地に帰属され原石産地を特定で

きない場合がある。たとえ遺物の原石産地がこれら腰岳系 ,

淀姫系の原石群の中の一群および古里第二群のみに帰属さ

れても,こ の遺物の原石産地は腰岳系,淀姫系および古里

第二群の原石を産出する複数の地点を考えなければならな

い。角礫の黒曜石の原産地は腰岳および淀姫で,円礫は松

浦 (牟田,大石),中 町,古里 (第二群は角礫)の各産地

で産出していることから,似た組成の原石産地の区別は遺

物の自然面から円礫か角礫かを判断すれば原石産地の判定

に有用な情報となる。旧石器の遺物の組成に一致する原石

を産出する川棚町大崎産地から北方 4kmに位置する松岳

産地があるが,現在,露頭からは8mm程度の小礫 しか採

取できない。また,佐賀県多久のサヌカイ ト原産地からは

黒曜石の原石も採取され梅野群を作った。九州中部地域の

塚瀬と小国の原産地は隣接 し,黒曜石の生成マグマは同質

と推測され両産地は区別できない。また,熊本県の南関,轟 ,

冠ケ岳の各産地の原石はローム化 した阿蘇の火砕流の層の

中に含まれる最大で親指大の黒曜石で,非常に広範囲な地

域から採取される原石で,福岡県八女市の昭和溜池からも

同質の黒曜石が採取され昭和池群を作った。従って南関等

の産地に同定された遺物の原材産地を局所的に特定できな

い。桑の木津留原産地の原石は元素組成によって 2個の群

に区別することができる。桑の木津留第 1群 は道路切 り通

し面の露頭から採取できるが,桑の木津留第 2群は転礫 と

して採取でき,こ れら両者を肉眼的に区別はできない。ま

た,間根ヶ平原産地では肉眼観察で淀姫黒曜石のような黒

灰色不透明な黒曜石から桑ノ木津留に似た原石が採取され,

これらについても原石群を確立し間根ヶ平産黒曜石を使用

した遺物の産地分析を可能にした。遺物の産地分析によっ

て桑の木津留第 1群 と第 2群の使用頻度を遺跡毎に調査 し

て比較することにより,遺跡相互で同じ比率であれば遺跡

間の交易,交流が推測できるであろう。石炭様の黒曜石は

大分県萩台地,熊本県滝室坂,箱石峠,長谷峠,五ヶ瀬川

の各産地および大柿産,鹿児島県の樋脇町上牛鼻産および

平木場産の黒曜石は似ていて,肉眼観察ではそれぞれ区別

が困難であるが,大半は元素組成で区別ができるが,上牛

鼻,平木場産の両原石については各元素比が似ているため

区別はできない。これは両黒曜石を作ったマグマは同じで

地下深 くにあり,こ のマグマが地殻の割れ目を通って上牛

鼻および平木場地区に吹きだしたときには,両者の原石の

組成は似ると推定できる。従って,産地分析で上牛鼻群ま

たは平木場群のどちらかに同定されても,遺物の原石産地

は上牛鼻系として上牛鼻または平木場地区を考える必要が

ある。出水産原石組成と同じ原石は日東,五女木の各原産

地から産出していてこれらは相互に区別できず日東系とし

た。竜ケ水産原石は桜島の対岸の竜ケ水地区の海岸および

海岸の段丘面から採取される原石で元素組成で他の産地の

黒曜石と容易に弁別きる。

結果と考察

遺跡から出土した黒曜石製石器,石片は風化に対 して安

定で,表面に薄い水和層が形成されているため,表面の泥

を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えら

れる。黒曜石製の石器で,水和層の影響を考慮すると,軽
い元素の分析ほど表面分析になるため,水和層の影響を受

けやすいと考えられる。Ca/K,Ti/Kの 両軽元素比量を除

いて産地分析を行なった場合,ま た除かずに産地分析を行

った場合,いずれの場合にも同定される産地は同じである。

他の元素比量についても風化の影響を完全に否定すること

ができないので,得 られた確率の数値にはや 不ゝ確実さを

伴うが,遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。

今回分析 した桐木遺跡出上の黒曜石製遺物の分析結果を

表 3に示 した。石器の分析結果から石材産地を同定するた

めには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説

明を簡単にするため Rr/Zrの一変量だけを考えると,表
3の試料番号 89161番の遺物ではRr/Zrの値は 1,058で

,

桑 ノ木津留第 1群 の [平 均値]士 [標準偏差値 ]は ,

■080± 0.048である。遺物と原石群の差を標準偏差値 (σ )

を基準にして考えると遺物は原石群から0お σ離れている。

ところで桑ノ木津留第 1群の原産地から10o個 の原石を採

ってきて分析すると,平均値から±0.45σ のずれより大

きいものが65個 ある。すなわち,こ の遺物が,桑ノ木津

留第 1群の原石から作られていたと仮定しても,045σ 以

上離れる確率は65%で あると言える。桑ノ木津留第 1群

の平均値から0.45σ しか離れていないときには,こ の遺

物が桑ノ木津留第1群の原石から作られたものでないとは,

到底言えない。ところがこの遺物を腰岳群に比較すると,

腰岳群の平均値からの隔たりは,約 7σ である。これを確

率の言葉で表現すると,腰岳の産地の原石を採ってきて分

析したとき,平均値から7σ 以上離れている確率は,一千

万分の一であると言える。このように,一千万個に一個し

かないような原石をたまたま採取して,こ の遺物が作られ

たとは考えられないから,こ の遺物は,腰岳産の原石から

作られたものではないと断定できる。これらのことを簡単

にまとめて言うと,「 この遺物は桑ノ木津留第 1群に65%
の確率で帰属され,信頼限界の0.1%を 満たしていること

から桑ノ木津留第1群原石が使用されていると同定され,

さらに腰岳群に十万分の一%の低い確率で帰属され,信頼

限界のO.1%に 満たないことから腰岳産原石でないと同定

される」。遺物が一ヶ所の産地 (桑 ノ木津留第 1群産地)
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と一致 したからと言って,例え桑ノ木津留第 1群 と腰岳群

の原石は成分が異なっていても,分析 している試料は原石

でなく遺物で,さ らに分析誤差が大きくなる不定形 (非破

壊分析)であることから,他の産地に一致しないとは言え

ない,同種岩石の中での分類である以上,他の産地にも一

致する可能性は推測される。即ちある産地 (桑 ノ木津留第

1群)に一致 し必要条件を満たしたと言っても一致 した産

地の原石とは限らないために,帰属確率による判断を表 1

の 231個 すべての原石群について行ない,十分条件である

低い確率で帰属された原石群を消していくことにより,は

じめて桑ノ木津留第 1群産地の石材のみが使用されている

と判定される。実際は Rr/Zrと いった唯 1の変量だけで

なく,前述 した 8個の変量で取 り扱うので変量間の4・B関 を

考慮 しなければならならい。例えばA原産地のA群で ,

Ca元素 とSr元素 との間に相関があり,Caの量を計れば

Srの量は分析 しなくても分かるようなときは,A群の石

材で作られた遺物であれば,A群 と比較したとき,Ca量
が一致すれば当然 Sr量 も一致するはずである。もしSr量

だけが少しずれている場合には,こ の試料はA群に属して

いないと言わなければならない。このことを数量的に導き

出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法で

あるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングの T2

乗検定である。これによって,それぞれの群に帰属する確

率を求めて産地を同定する4,5。 産地の同定結果は 1個 の

遺物に対して,黒曜石製では224個の推定確率結果が得ら

れている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果につ

いては低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都

合上記入を省略しているが,本研究ではこれら産地の可能

性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を

含んでいる。すなわち,桑ノ木津留第1群産原石と判定さ

れた遺物について,台湾の台東山脈産原石,北朝鮮の会寧

遺跡で使用された原石と同じ組成の原石とか,信州和田峠 ,

霧ケ峰産の原石の可能性を考える必要がない結果で,高い

確率で同定された産地のみの結果を表 4に記入 した。原石

群を作った原石試料は直径 3 cm以上であるが,小 さな遺

物試料によって原石試料と同じ測定精度で元素含有量を求

めるには,測定時間を長 くしなければならない。 しか し,

多数の試料を処理するために, 1個 の遺物に多 くの時間を

かけられない事情があり,短時間で測定を打ち切る。また,

検出された元素であっても,含有量の少ない元素では,得
られた遺物の測定値には大きな誤差範囲が含まれ,原石群

の元素組成のバラツキの範囲を越えて大きくなる。したが

って,小 さな遺物の産地推定を行なったときに,判定の信

頼限界 としている0.1%に 達 しない確率を示す場合が比較

的多 くみられる。この場合には,原石産地の欄の確率値に

替えて,マハラノビスの距離 D2乗の値を記した。この遺

物については,記入された D2乗の値が原石群の中で最 も

小 さな D2乗値で,こ の値が小さい程,遺物の元素組成は

その原石群の組成と似ているといえるため,推定確率は低

いが,そ この原石産地と考えてほ 間ゞ違いないと判断され

たものである。また,蛍光X線分析では,分析試料の表面

状態 (粉末の場合粒度の違い),不定形では試料の置き方で,

誤差範囲を越えて分析値に影響が残 り,値は変動し,判定

結果は一定しない。特に元素比組成の似た原産地同士では

区別が困難で,遺物の原石産地が原石・遺物群の複数の原

石産地に同定されるとき,お よび,信頼限界の01%の判

定境界の遺物は,分析場所を変えて, 4～ 12回分析 し最

も多 くの回数同定された産地を判定の欄に記 している。分

析した桐木遺跡出土の黒曜石製遺物の各産地別使用頻度は,

最も多く使用された原石の原石産地は不明であるが,九州

南部の遺跡間で多 く使用されている内屋敷 UT遺物群で

69%(104個 ),次に桑ノ木津留産の第 1群 22個 ,第 2群

3個 で 17%(25個 ),上牛鼻産が H%,淀 姫産が 1%,

日東・五女木産,竜ケ水産,古里 (腰岳系)産が各 1個で

0.6%であつた。分析番号 89311～ 89340番 の遺物は,表 1

に示す 224個 の何処の遺物群にも一致しなかった。これら

は少し質が悪いが,他の遺跡でも使用されている可能性が

指摘されている黒曜石で,遺物の元素分析の結果 (表 3)

をみると,分析番号 89321,89323,89327,89328,89330

番の 5個 を除いた 25個 は相互に元素比組成が似ている。

したがって,同 じ産地の黒曜石原石 と推測 し,こ れら25

個の分析場所を変化させ複数回分析 して桐木 K13遺物群

を作 り,ま た分析番号 89321,89327,89328番 の組成の似

た 3個 を複数回分析 し桐木K14遺物群を作 り他の遺跡で

同質の遺物が使用されているときに判定できるように表 1

に登録した。今回の結果では,使用頻度が高い原石は九州

南部産の黒曜石であるが,西北九州 (腰岳・古里・松浦 )

地域との交流を示す古里 (腰岳系),淀姫系の伝播が確認

されたことにより,西北九州地方と交流があり生活情報 ,

文化情報を伝達,授受していたと推測 しても産地分析の結

果と矛盾しない。
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表 4 桐木遺跡出上の黒曜石製石器,剥 片の原材産地分析
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析
暑

分
怒 武料敷 ○ 器種 出土 区 層 取 り上げ 実測番号 7rlック|              ホテリングのT2乗検定結果 半∬定結果

表 4 桐木遺跡出上の黒曜石製石器,剥 片の原材産地分析

注意 :近年産地分析を行 う所が多 くな りましたが,判定根拠が曖味にも関わ らず結果のみを報告 される場合があ ります。本報告では日本における各遺跡の産地分析の判定基準
を一定に して,産地分析を行っていますが,判定基準の異なる研究方法 (土器様式の基準 も研究方法で異なるように)に も関わらず,似た産地名のために同 じ結果のように思
われるが,全 く関係 (相 互チェックなし)あ りません。本研究結果に連続 させ るには本研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料 とす る場合には常に同 じ基

準で判定 されている結果で古代交流圏などを考察をする必要があ ります。
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桐木遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析 2

藁科 哲男 (京都大学原子炉実験所)

分析結果を表 3に示した。石器の分析結果から石材産地

を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比

較をする。説明を簡単にするため Rr/Zrの 一変量だけを

考えると,表 3の試料番号91186番 の遺物ではRr/Zrの値

は1.131で ,桑ク木津留第1群の [平均値]± [標準偏差値]

は,1,080± 0.048である。遺物と原石群の差を標準偏差値

(σ )を基準にして考えると遺物は原石群から1.Oσ 離れ

ている。ところで桑ノ木津留第 1群の原産地から100個の

原石を採ってきて分析すると,平均値から±10σ のずれ

より大きいものが31個 ある。すなわち,こ の遺物が,桑
ノ木津留第 1群の原石から作 られていたと仮定しても,

1.Oσ 以上離れる確率は31%であると言える。だから,桑
ノ木津留第 1群 の平均値から1.Oσ しか離れていないとき

には,こ の遺物が桑ノ木津留第 1群の原石から作られたも

のでないとは,到底言い切れない。ところがこの遺物を腰

岳群に比較すると,腰岳群の平均値からの隔たりは,約 6

σである。これを確率の言葉で表現すると,腰岳の産地の

原石を採ってきて分析したとき,平均値から6σ 以上離れ

ている確率は,百万分の一であると言える。このように,

百万個に一個しかないような原石をたまたま採取して,こ

の遺物が作られたとは考えられないから, この遺物は,腰

岳産の原石から作られたものではないと断定できる。これ

らのことを簡単にまとめて言うと,「 この遺物は桑ノ木津

留第1群 に31%の確率で帰属され,信頼限界のO.1%を 満

たしていることから桑ノ木津留第 1群原石が使用されてい

ると同定され,さ らに腰岳群に一万分の一%の低い確率で

帰属され,信頼限界のO.1%に 満たないことから腰岳産原

石でないと同定される」。遺物が一ケ所の産地 (桑 ノ木津

留第1群産地)と 一致したからと言って,例え桑ノ木津留

第1群 と腰岳群の原石は成分が異なっていても,分析して

いる試料は原石でなく遺物で,さ らに分析誤差が大きくな

る不定形 (非破壊分析)であることから,他の産地に一致

しないとは言えない,同種岩石の中での分類である以上,

他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地

(桑 ノ木津留第 1群)に一致し必要条件を満たしたと言っ

ても一致した産地の原石とは限らないために,帰属確率に

よる判断を表 1の 224個 すべての原石群について行ない
,

十分条件である低い確率で帰属された原石群を消していく

ことにより,は じめて桑ノ木津留第 1群産地の石材のみが

使用されていると判定される。実際はRr/Zrと いった唯

1個の変量だけでなく,前述した 8個の変量で取り扱うの

で変量間の相関を考慮しなければならない。例えばA原産

地のA群で,Ca元素とSr元素との間に相関があり,Ca
の量を計ればSrの量は分析しなくても分かるようなときは,

A群の石材で作られた遺物であれば,A群 と比較したとき,

Ca量が一致すれば当然 Sr量 も一致するはずである。もし

Sr量 だけが少しずれている場合には,こ の試料はA群 に

属 していないと言わなければならない。このことを数量的

に導き出せるようにしたのが相関を考慮 した多変量統計の

手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリング

の T2乗検定である。これによって,それぞれの群に帰属

する確率を求めて産地を同定する4,S。 産地の同定結果は

1個 の遺物に対 して,黒曜石製では230個 の推定確率結果

が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結

果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙

面の都合上記入を省略しているが,本研究ではこれら産地

の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な

意味を含んでいる,すなわち,桑ノ木津留第 1群産原石と

判定された遣物について,台湾の台東山脈産原石,北朝鮮

の会寧遺跡で使用された原石と同じ組成の原石とか,信州

和田峠,霧ケ峰産の原石の可能性を考える必要がない結果

で,高い確率で同定された産地のみの結果を表 4に記入し

た。原石群を作った原石試料は直径 3 cm以 上であるが ,

小さな遺物試料によって原石試料と同じ測定精度で元素含

有量を求めるには,測定時間を長 くしなければならない。

しかし,多数の試料を処理するために, 1個 の遺物に多 く

の時間をかけられない事情があり,短時間で測定を打ち切

る。また,検出された元素でも,含有量の少ない元素では,

得られた遺物の測定値には大きな誤差範囲が含まれ,原石

群の元素組成のバラツキの範囲を越えて大きくなる。した

がって,小さな遺物の産地推定を行なったときに,判定の

信頼限界 としている 0.1%に達しない確率を示す場合が比

較的多くみられる。この場合には,原石産地 (確率)の欄

の確率値に替えて,マハラノビスの距離 D2乗の値を記し

た。この遺物は,記入されたD2乗の値が原石群の中で最

も小さな D2乗値で,こ の値が小さい程,遺物の元素組成

はその原石群の組成と似ているといえるため,推定確率は

低いが,そ この原石産地と考えてほ 間ゞ違いないと判断さ

れたものである。また,蛍光X線分析では,分析試料の表

面状態 (粉末の場合粒度の違い),不定形では試料の置き

方で,誤差範囲を越えて分析値に影響が残 り,値は変動し,

判定結果は一定せず,特に元素比組成の似た原産地同士で

は区別が困難で,遺物の原石産地が原石・遺物群の複数の

原石産地に同定されるとき,お よび,信頼限界の 0,1%の

判定境界の遺物は,分析場所を変えて, 4～ 12回分析 し

最も多 くの回数同定された産地を判定の欄に記している。

今回,分析 した桐木遺跡出土の黒曜石製造物の中で,産

地を判定する信頼限界の O.1%に達 しない遺物がみられ ,

これら産地が特定できなかった理由は,(1)遺物が異常に

風化し元素組成の変化が非常に激しい場合,(2)遺物の厚

さが非常に薄いとき,特に遺物の平均厚さが 1.5mm以 下

の薄い試料では,Mn/Zr,Fe/Zrの比値が大きく分析され,

l mm厚で Fe/Zr比 は約 15%程度大きく分析される。し

かし, l mm厚 あれば Rb/Zr,Sr/Zr,Y/Zrに ついては

分析誤差範囲で産地分析結果への影響は小さく,Mn/Zr,

Fe/Zrの影響で推定確率は低 くなるが原産地の同定は可能
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と思われる。 (3)未発見の原石を使用している場合などが

考えられる。分析番号 91202,91208,91219番 の剥片は

lElm以上の厚さがあり厚さの影響はない。これらの遺物は,

産地が同定された遺物より風化層が厚 く遺物表面の光沢が

ない。また表 4を 見ると,遺物の分析値はK元素を分母に

した元素比の値が,産地が同定された他の元素比より小さ

くなっていて,風化の影響を強く受けていると推測される。

これは推測であるが,風化層内の K元素が黒曜石表面に

移動 し濃縮 し,マ トリクス効果の自己吸収によるK元素

蛍光X線の減衰が減少するために,K元素のピークが大き

く観測される。従って K元素が分母の Ca/K,Ti/Kの 比値

が小さくなる。将来的には風化層の厚さから補正が可能の

様に思える。現時点では軽元素比を抜いてマハラノビスの

距離を求めて行なうホテリングのT2乗検定を表 1の 230

群の全ての原石,遺物群について行った結果を推定確率の

欄の 【  】内に区別して記した。原石状遺物の分析番号

91256,91258～ 91260,91262～ 91266番 の9個は,ザラ

ザラした自然面を超音波洗浄のみで分析し,軽元素を抜か

ずに原石産地が同定でき,同定産地が間違っていないこと

を,91265,91266番 にエアブラシをかけ新鮮面を出して

分析した結果と一致することで確かめた。このことは,黒
曜石の風化に関して,遺物の異常風化 (被熱経歴 ?)と 自

然礫面風化とは異なり,自然風化の水和層は産地分析に影

響力Ⅵ さヽいことを示す結果の可能性がある。分析番号 91255,

91261,91267番 の遺物は,分析面にエアブラシ処理を行

い新鮮面を出しても,産地が特定できず,未発見の産地原

石が使用され91255,91267番番は桐木 K13遺物群に一致

したが,91261番 (試料番号 84番)は何処の原石,遺物

群にも一致しなかった。また,分析番号91195番 (試料呑

号 18番)も風化の程度は普通と思われるが,一致する産

地がみられなかった。試料番号 18,84番 については,分
析場所をかえて数十回分析 し,桐木 K118と K184遺物群

を作り,こ れら遺物群と同質のサヌカイトが他の遺跡で使

用されているときに,判定出来るように表 1の原石 。遺物

群簿に登録した。産地同定できた遺物の中には,一個の遺

物に対して信頼限界の01%を越えて複数の原石産地に帰

属されているものもある。桑ノ木津留第1群 に同定された

遺物では,北海道の秩父別第1群 ,滝川第1群 に,内屋敷

UT遺物群には富山県二上山第1群 など,複数に帰属され

た原石群は組成が似ているためで,原石産地の誤判定を起

こすことはないが,遺物の風化が帰属確率に微妙に影響し

た可能性は否定できない。これらに複数帰属された確率は,

殆どが0.9%以 下で,桑ノ木津留第1群 との差は20倍以上

で,判定結果として,桑ノ木津留,内屋敷遺物群に同定し

た。分析番号91246番 は五女木群, 日東群は区別できない

が,さ らに同時に白浜群に帰属された遺物は,帰属確率が

5倍,五女木の方が高いことから,五女木 。日東産と判定

した。分析番号91208番 は風化層が厚く,軽元素を抜くと,

竜ケ水,麦草峠,塚瀬にそれぞれ高確率で同定され,統計

的には区別ができないが,少 し推定確率が高い竜ケ水産 と

同定した。また前述した表 2で示す西北九州地域産黒曜石

群に帰属 された遺物は,表 2に従って複数の原石産地を推

測する必要がある。たとえ遺物の原石産地が腰岳系,淀姫

系の原石群の中の一群および古里第二群のみに帰属されて

も,こ の遺物の原石産地は腰岳系,淀姫系および古里第二

群の原石 を産出する複数の地点を考えなければならない。

角礫の黒曜石の原産地は腰岳および淀姫で,円礫は松浦 (牟

田,大石),中 町,古里 (第二群は角礫)の各産地で産出

していることから,似た組成の原石産地の区別は遺物の自

然面から円礫か角礫かを判断すれば原石産地の判定に役立

つと思われる。分析番号 91179番 の遺物の自然面は角礫の

可能性が非常に高いと推測 し,腰岳産原石と判定した。分

析 した黒曜石製遺物 90個の遺物の各産地別の使用頻度の

中で最 も多数使用された桑ノ木津留第 1群が 31個で,多
数使用されていることから,産出量の少ない桑ノ木津留第

2群産原石 も桑ノ木津留産地か ら伝播 したと推測すると

355%(32個 ),次 に内屋敷 UT遺物群は30%(27個 ),

淀姫産は 6.7%(6個 )で,姫島が 5.5%(5個 ),上牛鼻

産が 3.3%(3個 ),中町産が 3.3%(3個 ),腰岳系,五女

木 ,日 東,竜ケ水産,桐木 K13遺物群で各 2.2%(2個 ),

松尾,小国,白浜産原石が 1,1%(1個 ),新 しく作った桐

木 K118,K184遺物群が各 1個 ,ま た,分析番号 91244番

は不明であった。産地分析で使用頻度の高い原石産地とは,

交易,交流が活発であったとすると,桐木遺跡の黒曜石に

関する交流で,伝播ルー トを推測すると,天草灘を通る可

能性が推測できる西北九州産黒曜石は淀姫,中町,腰岳 ,

嬉野・松尾で各産地をまとめると13.3%(12個 )で ,西
北九州地域 との交流が頻繁であった可能性が推測され,ま
た,日 向灘沿いを通る可能性のある九州北東部からは姫島

産が 4個伝播 していることが判定された。本遺跡が九州西

北部と,わずかであるが九州東北部の情報も入手し,逆に

桐木遺跡の情報が九州北西,東部に原石の伝播に伴って伝

達されていたと推測しても産地分析の結果と矛盾 しない。
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表1-1 各黒曜石の原産地における原石辞の元素比の平均値と標準偏差値

表1-2 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏表値
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各黒曜石の原産地における原石群の元素ととの平均値と標準偏差値

表1-4 各黒醍石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
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表1-6 黒曜石製遺物群の元秦比の平均値と標準偏差値

,お renco samples uc-1す anod'9市 te and JB-l basalt Goochemictt JOumal Vo18,1'5 10と

噂群1腰岳∬灘埠鳩牟斑粋大石脚
(20) (44)  (,C) (21)  (41)  (46)  (39)  (fd 9)

腰 岳 器 1100   37     21 33
注  允i 群  I      100
古里第一群  1 100

第二岸  I          H   57   2
第二軒  1     9う    2う    13   88   60   21

中町第一 鮮  1      1'   14   21   03   夕0   1S
第二桜  1     08   11   24   37   39   23

松 ‖,第 一 群  1  88       82          24   33

舞三群|" w 枡 囃 言 諾 拙
第 四 !‖  1      08   W   24   80   52   39

lrt葉 川BF 1       0  18  2

'i lll酉

北地域原産地採取班〔石が各原石 1卜 に同足 され る Fl合 の百分 率 (%)

注 i同 定積 率 を 1%以 上 に設定 した。古里隆地で fIR取 された原石 1個 (No 6)+J定 例

‐古工 第 1群 (6彦 χ),松 鴻第 1辞 (37X).松 M,第 24F(23X),腰 岳 (21X)が 1%以 上 で 同定 され

残 りの 1251甜 の原石lfに 対 して は 1%以 下の同定確率で あつた。 古里隆 jL(66111)

の腰岳群 37%は 66個 の 中の 37%個 は腰 岳汗 (1%以 上の同定 Ft率 で卵 属 され る。
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表 4 桐木遺跡出土の黒曜石製石器,剥 片の原材産地分析

羽
嘔VI」 松尾

申町

′大H留 第i群
`々

%)殺父別第 1群 (3%Ⅲ

簗ノ木滓

内屋数UT
I内屋敷UT

注意 :近年産地分析を行う所が多くなりましたが,判定根ktが曖味にも関わらず結果のみを報告される場合があります。本報告では日本におけるを遺跡の産地分析の判定基準

鬼死塚祭|&詣殺貧箱室写こ丁ゲ姦を,ミぁザ霞奪琵P暴浄晃僣賓在壇雄き患蒼證忽棄森晃整寒寄療濡暴象峯姦子!こ業条暮悶雰舟悪集鰺薯昏撃各森を写塚易き植香留た島七曇
準で判定されている結果で古代交流圏などを考察をする必要があります。

【桑ノ木津留第1群 (5%)卜 【 】で示された推定確率は風化層の影響を受けやすい軽元素(Ca/K,Tν K)の 軽元素比を抜いて半じ定を行った結果で,231個 の原石 遺物群の中で01%以 上の

確率で半J定された原石地を記した。
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桐木遺跡出土炭化種子の種子同定

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

桐木遺跡 (鹿児島県曽胎郡末吉町諏訪方桐木所在)は ,

いわゆる「シラス台地」上に立地する遺跡で,旧石器時

代から中・近世にかけての遺構 。遺物が多数検出されて

いる。今回の分析調査は,縄文時代晩期の住居跡ならび

に中世の畑跡の土壌から,浮遊選別法 (フ ローテーショ

ン法)に よって回収された炭化物を対象にする。この炭

化物から,種実を抽出・同定することによって,当時の

植物利用に関する情報を得ることを目的とする。

1.試料

縄文時代晩期の住居内覆土の試料は,住居内にベル ト

として残 された部分を,層位的に採取 し浮遊選別を実施

したもので,全部で 302点 存在する。一方畑跡試料 も,

畝や畝間などか ら層位的に採取 した土壌を対象に浮遊選

別を実施 したもので,全部で 178点存在する。それぞれ

には,約 1-10g程度の炭化物が入っている。

2.分析方法

各試料を決眼実体顕微鏡下で観察 し,同定可能な種実

を抽出した。種実遺体の形態的特徴を所有の現生標本お

よび原色 日本植物種子写真図鑑 (石川,1994), 日本植物

種子図鑑 (中 山ほか,2000)等 と比較 し,種類を同定・

計数 した。同定 した種実は,計数 して表を作成する。種

実以外のもの (戊化材,菌類など)は ,定性的にその存

在を記すにとどめた。これらは,乾燥剤入 りの瓶に入れ ,

保存する。

3.結果

結果を,表 1,2に記す。全体的にみて種実遺体はあま

り含 まれていない。種実の中には,炭化 しているものと

炭化 していないものが存在する。炭化の有無に関しては,

肉限的特徴 (色 ,光沢,表面の保存状況など)の みで分

けているので,微細な草本種実でははっきりしないもの

もあるが,そのような場合には非炭化物に含めている。

種実以外に関しては,その存在を定性的に表中に示すに

とどめた。炭化材は,炭化 した木材片を主とするが,根
や草本の茎などが炭化 したものも便宜上含めている。根

や草本類の茎などの炭化物は,住居弥ではほとんどみ ら

れないが,畑跡の試料中には散在する (そ のため,畑試

料では戊化材等 と記 している)。 不明炭化物は,種実など

の一部が炭化 したものと思われるが,細片のため,種類

の同定が困難なものである。菌類は菌核などの休眠胞子

にあたるもので,lmm以 下の黒色球形―楕円形のものが ,

単体あるいは複数結合 して存在 しているものである。以

下に,検出された種類の形態的特徴を記す。

<炭化 しているもの>
・イチイガシ (Quercus gilva Blume)ブ ナ科コナラ属

アカガシ亜属

炭化 した子葉が同定された。炭化子葉は黒色,楕 円体

で頂部は尖らない。長さ15cm,径 5mm程度。岡本 (1979)

は, 日本産ブナ科植物の子業について,イ テイガシには

子葉の離れにくさ,著 しい異形性,頂端が尖 らず幼根の

位置がずれていること,そ して中軸の圧痕が確認できる

ことなどの特異性があることから,イ チイガシのみが種

まで同定できる場合があることを述べている。今回の個

体は,子葉が不揃いである点,子葉の合わせ 日は表面を

蛇行 し,頂端か らずれた位置にある点,2個体のうち一

個体は,表面に 1本の深い溝が基部から頂部に向かい途

中まで発達 している点から,イ チイガシとした。なお ,

子葉の破片 もい くつか認められたが,こ れ らは不明堅果

類 とした。

・カラスザンショウ (Fagara ailanthoides(Sieb.et Zucc)

Engler)ミ カン科イヌザンショウ属

核 (内 果皮)が検出された。黒褐色,非対称広倒卵体

でやや偏平。長 さ4mm程度。片方の側面に核の長さの

半分以上に達する深 く広い磨がある。内呆皮は厚 く硬 く,

表面にやや深 く大きな網目模様がある。

・マメ類 (Leguminosac)マ メ科

炭化 した種子が同定された。黒色,長楕円体。大 きさ

6mm程度の大 きなものと,3mm以 下の小 さなものが存

在 し,破片 もみ られる。焼け崩れている等遺存状態は悪

いが,大型のものは子葉の合わせ 目上に長楕円形状の勝

があ り,ササゲ属 (Vigna)と 思われる。ササゲ属には

ササゲ,アズキ,リ ョク トウなどが含まれ,遺跡出土の

炭化マメ類をその形態からを同定する試みが行われてい

る (吉崎,1992)が ,野生種 との雑種 も多いため,形態

のみから現在の特定の種類に比定することは難 しいとも

されている (南木,1991な ど)。 今回は,検出された種

実が 1個体のみで保存が悪いことから,ササゲ属にとど

めている。なお,小型の個体や破片などはマメ類 として

一括 した。
。イネ科 (Gramineae)

炭化 した胚乳が検出された。黒色,長楕円体で,長さ

lmm,径 0.5mm程 度。背面基部に丸 く窪む胚の痕跡が

み られる。胚乳表面はやや平滑。アワ,ヒ エなどの栽培

植物 と比べると小型で,胚乳 も肉薄なので,野生種 と考

えられる。

・コミカンソウ属 (Phyllanthus)ト ウダイグサ科

種子が検出された。炭化 してお り黒色。半広卵状円形。

径 lmm程度。背面は九みを帯び,腹面の正中線は稜状。

正中線の一端に隣がある。

<炭イとしていないもの>
・スギ (Cryptomeria japonica(L.1)D.)ス ギ科スギ属

葉が検出された。灰掲色,鎌状針形で内側に歪曲する。

長さ4mm,幅 lmm程度。先端部は細 まり,基部は大 く

なる。横断面は菱形。

・ ヒノキ (Chamaecypans obtusa(Sieb. et zucc.)En―

dlcher)ヒ ノキ科ヒノキ属
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葉が検出された。灰褐色,長 さ3mm程度。鱗片状で十

字対生 して茎を包み,上面下面の別がある。中肋に線が

あり,葉の継ぎ目が Y字状に見える。

。マタタビ属 (Actinidia)マ タタビ科

種子が検出された。黒褐色,精円形で長さ2mm程度。

破損 しつぶれているが,表面には円形・楕円形などの凹

点が密布し,網 目模様をなすことから,マ タタビ属とした。

・ナデシヨ科 (Caryophyllaceae)

種子が検出された。茶褐色 ,腎臓状円形でやや偏平。

径 lmm程度。基部は凹み,磨がある。種度は薄 く柔 ら

かい。種皮表面には,暦を取 り囲むように瘤状突起が同

心円状に配列する。

・エノキグサ (Acalypha australis L.)ト ウダイグサ科エ

ノキグサ属

種子が検出された。黒色,卵形で長さ2mm,径 lmm
程度。先端部はやや尖 り鈎状に曲がる。種皮は薄く硬 く,

表面は細かな粒状の窪みが配列 し,ざ らつく。なお,形

状はこれに似るが,小型 (lmm程度)で表面模様がはっ

きりしないものについては, トウダイグサ科とした。

・ゴマ (SeSamum indicum L)ゴ マ科ゴマ属

種子が検出された。淡灰色,広皮針形で大きさは4mm
程度。扁平で,表面はざらつ く。他の出土種実と比べて

極端に保存状態がよいことから,表層からの混入と思わ

れる。

・バラ秀斗? (Rosaceac)

黒褐色,腎形でやや偏平。長さlmm程度。表面模様

は不明。形状的にはヘビイチゴ属などに似るが,保存状

態が悪いことからバラ科 Pと した。

・アリノトウグサ (Ha10ragis micranha(Thunb.)R.Br.)

果実が検出された。黒褐色で大きさは1.5mm程度。楕

円形で8筋がある。がく片の一部が残存する。

・イヌコウジユ属 (Mosla)シ ソ科

果実が検出された。茶褐色,卵円形。径 1.2mm程度。

下端は舌状にわずかに突出する。果皮はやや厚 く硬 く,

表面には大きく不規則な網目模様がある。

4.考察

縄文時代晩期の住居から出土した種実のうち,炭化し

たもの着目すると,3種類のうち2種類が有用植物である。

イチイガシは,カ シ類の中で唯一あく抜 き不要な種類で

あることから (渡辺 ,1984),分 布の中心である西日本地

域において古 くから利用されてきた種実である。イチイ

ガシは,収量が多 くかつ探存が利 くことから,縄文時代

には貴重な植物質食料であったとみられ,遺跡からの出

土例も多い。鹿児島県内でも姶良郡花ノ木遺跡の縄文時

代貯蔵穴からイチイガンの種実が検出されているほか,

大分県龍頭遺跡からは低湿地の貯蔵穴から炭化していな

いイチイガシの果実が多量に検出されている (埋蔵文化

財研究会 ,2001)。 今回検出されたイチイガシも,当時食

糧などに利用されていたものの一部が炭化して残存した

と思われる。

住居跡出土のマメ類のうち,小型のものや破片は野生

種との区別が付かないため不明であるが,大型のものは

ササゲ属に類似することから,当時食用として利用され

ていたものに由来すると考えられる。これまでに九州地

方では,佐賀市の久保泉九山遺跡などで,縄文時代のマ

メ類が検出されている (松谷 ,2001)。 なお,吉崎 (1992)

は,遺跡出上のマメ類を現存種 との比較検討を行い,縄

文時代前期に鳥浜貝塚から検出されたマメ類 (当 時はリ

ョクトウと同定されている)を含め,縄文時代出土のマ

メ類の大部分はアズキ類に近いことを指摘している。一

方南木 (1991)は ,遺跡出土のマメ類を現存種と単純に

比較するには難しいとし,栗津湖底遺跡で出土した縄文

時代早期のマメ類に関してもササゲ属としている (南木・

中川,2000)。 今回のものは,保存状態が悪いことと,種

実を割って幼植物の形状を詳細に観察していないことから,

ササゲ属とした。

その他検出された種実のうち,カ ラスザンショウは明

るい林地に生育する低木類であることから,本遺跡周辺

に生育していたことが予想され,燃料材として用いられ

た粗柔に種実が混 じつていた可能性がある。その他の種

類は非炭化である。特にゴマは保存状態が非常によく,

後代のものが混入 したと考えられる。種実は,表上の攪

乱や小動物による持ち込みによって,後代の種実が混入

する可能性がある。種実は,低湿地遺跡以外では炭化し

ていない限り長期間残るとは考えにくいため,台地上の

遺跡などでは,炭化種実以外の出土種実は除外して考え

た方がよいという指摘もある (吉崎 ,1992)。 このことから,

炭化していない種実に関する詳細な考察は差し控える。

中世の畑跡出土の炭化種実は少なく,イ ネ科とコミカ

ンソウ属である。いずれも開けた草地などに生育する人

里植物を含む種であることから,当 時畑周辺に生育して

いたと思われる。このほか,畑跡の炭化物中には,炭化

材の他に草本類 (イ ネ科 ?)の茎,地下茎 ?,根などに

該当するものがみられる。このように,炭化した雑草類

の種実や植物体がみられることから,火入れによる除草

を行ったか,あ るいは草木灰を肥料として畑に入れたな

どの可能性が考えられるが,詳細については,植物珪酸

体分析なども併用 して,畑内炭化物の由来を調査してい

く必要があろう。一方,非炭化の種実についても,人家

や畑などにみられる雑草類ばかりであるが,後代の混入

品の可能性もあるので,詳細な考察は差し控える。
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発から共生ヘ ー 発表要旨集 .

南木睦彦 ,1991,栽培植物 ,古墳時代の研究 4 生産 と流

通 I,石野博信・岩崎卓也・河上邦彦・白石太一郎編 ,165-

174,雄 山閣 .

南木睦彦・中川治美 ,2000,大型植物遺体 .琵琶湖開発事業

関連埋蔵文化財発掘調査報告書 3-2 粟津湖底遺跡 自然

流路 (粟津湖底遺跡Ⅲ),49-112,滋 賀県教育委員会・財団

法人滋賀県文化財保護協会 .

表1 住居跡の種実同定結果 (1)

中山至大・井之日希秀 。南谷忠志 ,2000,日 本植物種子図

鑑 .642p,東北大学出版会 ,

岡本素治 ,1979,遺跡から出土するイチイガシ 大阪市立自

然史博物館業績 ,230,31-39.

渡辺 誠 ,1984,増 補 縄文時代の植物食 .247p中 雄山閣 .

吉崎昌一 ,1992,古代雑穀の検出 .考古学ジャーナル ,355,2-

14.
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表1 住居跡の種実同定結果 (2)
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表1 住居跡の種実同定結果 (3)
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畑の種実同定結果 (1)
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表 2 畑の種実同定結果 (2)

No
セク
ション

分析量

(ゼ )

メッシュ
サイズ

上 下
ズ ミ

炭化材等 菌類
炭化物
その他イネ科 卿 ラヾ科 ? 塩 その他
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図版1種実遺体

炭化種実

非炭化種実

9

1.イチイガシ(住居跡i173)

3.ササゲ属(住居跡i230)

5.カラスザンショウ(住居跡i90)

7.コミカンソウ属(畑 i23)

9スギ(住居跡;108)

11.カヤツリグサ科(畑 i39)

13.ナデシコ科(住居跡;97)

15.アリノトウグサ(畑 i58)

17エノキグサ(住居跡;201)

5mm     3mm

ー
(1,2)      (3-5,8)

2.イチイガシ(住居跡;173)

4.マメ類(住居跡i277)

6.イネ科(畑 ;65)

8,ヒノキ(住居跡;63)

lo。 マタタビ属(住居跡,201)

12.ナデシヨ科(畑 ;24)

14 バラ科?(畑 i101)

16.ゴ マ(住居跡;204)

18.イヌコウジュ属(畑 i99)

図版1 種種遺体

鱒齢

犠

‐４

勒

‐‐

:融ユ

13
鶴

18

(6,7,9-18)
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あ とが き

平成10年 12月 に桐木遺跡の発掘調査 に着手 して以来,5年の月 日が過 ぎている。旧石器時代か ら縄文時
代 を経て近 。現代 にまで至る2万4千年以上の歴史を秘めた遺跡の大部分は,私たちが手がけた発掘調査 に
より既に失われたが,調査 に携 った私たちに実 に多 くの事柄 を語 りかけていたのだ と,今,改めて感 じざ
るを得ない。

遺跡の意義 と価値 を記録 として後世に残す ことを使命 として,発掘調査,本書の作成 にあたって きたが ,

遺跡が語 りかけて くれるその言葉の どれほ どを聞 き取ることがで きたのか,その どれほどを伝 えることが
で きたのか,こ れか ら本書 を紐解いて下 さる方々か らの厳 しい評価 を受けて,足 りなかった事柄 を補 って
ゆ くことが,今後に続 く私たちの使命であると感 じている。

本書が報告する桐木遺跡・耳取遺跡 は国道 10号線 をはさみ,末吉,財部両町にまたがる広大かつ深大な
遺跡で,調査の最盛期 には隣 り合って発掘調査 を行 う東九州 自動車道建設に伴 う桐木遺跡,耳取遺跡の発
掘調査職員 と合 わせ,200名 を越 える規模での調査が行われた。発掘の現場で共に汗 を流 し,寒さに震 え,

時には現場で遺構 を囲み,時 にはプレハ ブで遺物 を前に,遺跡や遺物について議論 し,教えを受けた 日々

が懐か しく思い出される。

最後に共 に汗 を流 し,頭 を悩 ませ, 日を凝 らし,励 まして くれた方々のお名前 を記 して,感謝の意 を表
したい。

石脇れみ子 市吉フミ 岩崎ミチ子 岩元 ミツ子 落合幸子 nkヶ 山美貴子 児玉実夫 小松順
坂元チエ 坂元ナル子 立元マチ子 鶴田咲子 年神玲子 中間タミ 西丸スミエ 東ひとみ

東川洋子 平田幸子 福永マキ子 外園盛秋 堀口綾子 堀ロフミエ 松下守一 松下キイ

増田昌弘 人木サチコ 八木 トヨ 山下サチ 湯之上ッキ子 和田由美子 安荘玲子 池田清志

伊地知さゆり 稲留幸夫 竹之内親夫 牧之瀬久美子 新村日出夫 内村清二 大田雅子 鹿島シマエ

北川美喜 黒木貴光 郷田清美 竹石重一 谷口文雄 寺山千奈美 新留五男 馬場恵子 福永サエ子

松田房子 森岡正徳 富岡久雄 中西道子 内本寸ミキ 上岡満子 川野虎夫 黒江順子 徳留とみ子
中原清美 lTB口 和義 久米村美穂子 国師良満 上鶴義正 愧島政信 仙石美代子 東丸さだ子

有持忠 池田幸江 池田栄利 稲留政行 今村和子 今村セツ子 宇都佳代子 栄徳 ミチ子
大原和子 小倉ユキ子 小倉良江 尾込政子 甲斐智恵美 加塩時子 金澤久美子 鎌田サチエ

上鶴照雄 北岩カスミ 黒木良信 黒原みどり 胡摩窪シマ子 神宮寺博子 末平ミツ子 高井田タキ子
田平義幸 津留与二郎 冨満ハル ミ 永岡恵子 中島俊光 長野洋平 中野良子 中村ナリ

中村 ミエ子 中村譲 永山ミツ子 萩原勝二 九山タマ子 宮路満弘 宮下育子 宮田カズ

宮田美須子 向窪幸雄 八木鈴子 山下数志 山下治兵 山田優 吉留学 和田光則 池田ミヨ子
瀬戸准子 中岡和子 永野愛子 森岡平二 安田俊保 吉留美春 仮屋涼子 吉留ゆかり 柿木和子

新西ケイ子 福迫チリ 山下サチ子 末平 ミツ子 吉田美代子 脇田愛子 鳥巣のり子 福元俊子

牧之瀬せつみ 安楽留美子 篠原恵美子 酒匂智子 古市弘子 池之上慎吾 乙藤直美 小原明子
鎌田鈴子 高椅亨 林里奈 湯之上郁子 柴立恵美子 岡野菜穂子 威元員奈美 福山京子 森川さとみ

和田まり子 柏原千鶴 末原智子 西村律子 野間尚美 橋日そのみ 春山まりこ 池之上みよ子
川崎弘子 逆瀬川恵子 園田愛子 永田朋子 山根博美 大村輛紀 中川ヒロミ 有村貴子
築原香代子 新徳より子 西清子 松平ひとみ 石塚恵 下野智美 砂田郷子 土井明子 森口美佐
四元宏美 池田幹子 福山霧子 山元宏子
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